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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　ざるそば（かわいい）







　出で前まえそば。それは日本の至し宝ほうだ。

　クソ暑い夏の昼前、部屋でだらけながら甲子園中継を見ていても豪華料理すなわちざるの上におそば様が載りノリまでついたざるそば様が自動デリバリーなのだ日本の未来は明るいぜひゃっほーと脳ミソを溶かしていたら玄関チャイムがピンポン鳴ったので、オレは君が代を口ずさみながら玄関をガチャリと開けたのだった。

　すると少女が立っていた。

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろうさんのお宅ですね、お待たせしました！」

「うおう」

　出前美少女だった。

　顔つきは幼く、十四、五才ぐらいか。髪は黒のストレート。ほっそりした体なのに純白ブラウスの胸部がはしたなく盛り上がっている。胸元には大きな黒のリボン。視線を下げるときわどい紺色のミニスカートが見えた。

「あ、あのう……ざるそばのお届けです」

　幼い声で用件を思い出し、小銭をチャリンと手渡す。

「わっ」

　少女が小銭とオレの顔を交互に見つめた。やがて笑顔になる。

「あ……ありがとうございます！　五八○円、たしかにいただきましたっ！」

　惚ほれそうになった。

　だって見ろよこのほのかに頬ほおを赤く染めた恥じらい笑顔。日本の至し宝ほうだ。この笑顔を見られただけでも五八○円の価値はある。出で前まえ広告の印刷がテキトーで不安だったが注文してみて正解だったぜわはは。

　そして五秒が経たった。

　恥じらい笑顔の少女はまだ動かない。

「……ざるそばは？」

　見回すが少女は手ぶら。出前そば特有の多た段だん重がさねのアレは見当たらない。

「ええとあの、じ、じつはそのっ」

　恥ずかしげに視線をそらす少女。

　まさかざるそばを忘れてきたのか。許さん万ばん死しに値あたいする！

　とか考えてると少女はぐっとヒザを曲げた。直後、ジャンプ。

　スタッと着地。額ひたいのあたりでピースサインを決めて、叫んだ。

「姫ひめ神がみそば庵あんの使者、姫ひめノの宮みやざるそば！　あ、あなたの食卓にただいま推参──です！」















　二時間放置したそばつゆのごとく、生ぬるい空気が流れた。





　＊　＊　＊






　とりあえず部屋に戻った。だってオレは出で前まえざるそばに五八○円払ったんだ、なら自室で食べるだろフツー？　ごめんオレはかなり混乱している。とにかくちゃぶ台前の座ざ布団ぶとんにあぐらをかくオレと、ちゃぶ台の上に正座する少女。

　既におかしい。

「ざ……ざるそばなので、ちゃぶ台に上がりました……」

　ミニスカートのすそをピンと伸ばしながら、少女が説明した。あいにくオレの知るざるそばは正座しない。あとぴちぴちの太ももとぱつんぱつんの白ブラウスで誘惑したりもしない。精神はあらゆる意味で限界を迎えようとしていたが、気合で質問してみる。

「おまえ人類なの、麺めん類るいなの？」

　美少女への質問としては空くう前ぜん絶ぜつ後ごであろう。

「ど、どちらかというと比較的麺類よりの魔法少女です」

『おっとデッドボール！　これはいけません！』

　甲子園中継の声。

『バッターまだ倒れています。大丈夫でしょうか？』

　大丈夫なわけあるか。致ち命めい傷しようだ。だがテレビ内のバッターは起き上がった。オレも根性で顔を上げた。自称麺類寄りの魔法少女はまだちゃぶ台に正座中。口にこぶしを当て、心配そうにこちらを見つめている。

　ぷるんと。

　二つのやわらか物体を揺らして、オレの顔をのぞきこんできた。

「あの、すみません、ちゃんと最初から説明すべきでしたか？」

「ぜひともそうしてくれ」

　なんだよ麺類って。なんだよ魔法少女って。

　何かの冗談だと思いたいが、少女の表情は超真剣だ。

「わかりました。ご説明、がんばります」

　ざるそば少女は姿勢をしゃんと正した。

　片手ピースサインをビシっと額ひたいに当てて、恥じらいスマイル。

「姫ひめ神がみそば庵あんの使者、ひ、姫ひめノの宮みやざるそばですっ！」

　ガシャーン。

『おっと暴投！　すっぽ抜けてフェンス直撃！』

　甲子園に転がる白はつ球きゆうにキャッチャーが追いついたころ、少女はポーズを崩くずした。

「こ……これでアイキャッチは終わったので、ご説明します……」

「………………どうぞ」

　説明が終わったとき、オレは息をしていないかもしれない。

「わたし、姫ひめノの宮みやざるそばといいます。名づけ親はおとうさんです」

「本名なのかよ!?」

　姫ノ宮ざるそば（本名）はコクンとうなずいた。

「市役所に反対されても『麺めん類るいこそ世界の真理』と押し通したそうです」

「おまえの父親は狂ってる」

「おかあさんも『いい名前ね』と賛成したそうです」

「おまえの母親も狂ってる」

「二人ともずいぶん前に、いなくなってしまいましたけど」

「なんてこった人類は救われたぜ──あ、いや、すまん」

　いかに狂った両親とはいえ、親を亡くした少女に無む神しん経けいだったかもしれない。

「いえ、気にしないでください」

　と、ざるそばははにかむように笑った。

「よく言われます、とんでもない両親だって。それでもわたし」

　窓の外、快晴の夏空を見上げてつぶやく。

「おとうさんたちのこと……嫌いにはなれないんです」

　オレはざるそばの表情をうかがった。真っ白なブラウスと同じぐらい、さわやかな笑顔だった。誕生と同時に人生を一発ギャグにされても、こんなに清純な笑みを浮かべられるとは。なんてけなげな麺類だろう。

　けなげな麺類。

　いや待て、そんな物体がこの世界に存在してたまるか。

「たしかにおとうさんは──」

　ありえない。けなげと麺類なんて長なが嶋しま茂しげ雄おとアルソックよりかけ離れた概念だ。

　やはり麺類とは何かの冗談だろう。魔法少女は、ええとコスプレってやつだ。この子は名前がちょっとかわいそうなだけの美少女なのだ。それに名前ぐらい裁判所に申請すれば改名できるって聞いたこともあるし、気にすることじゃない──

「一人娘の体をざるそばに改造するような人でしたけど」

「ストップ」

　超聞き捨てならない。だがざるそばは目をつむって話し続ける。

「そのせいでＣＩＡさんに追われたり、エリア51で実験台にされかけたり、いろいろありましたけど……でも今は人の役に立つ魔法少女になれました。だからわたし、おとうさんたちのことは、ぜんぜん恨んでないんです」




「はっ！」

　いかん意識がホームランされてた。

「ちょっと待てオレは人類なんだ！　麺めん類るい語ごで話さないでくれ！」

「あ……す、すみません、説明が急すぎたでしょうか？」

「消える魔球より急角度だった！　なんだよ体をざるそばに改造って!?」

「それは……実際にお見せしたほうが、早いかもしれません」

「え」

　見せるって、え、ざるそばに改造された体を？

「ちょっと準備しますね」

　ざるそばは腰の後ろに手をやった。取り出したるソレは中心に一本の線がすらりと走った棒だ。角ばった無ぶ骨こつなシルエット、ヒトに対して絶対に向けてはならないその木製の物体の正体はまさか──っ！

「わりばしじゃねーか！」

　叫んだ。

「すみません、魔法のステッキです」

　申し訳なさげに訂正された。

「他の魔法少女のステッキはもっとかわいいんですけど、わたしはその、ざるそばなので」

　ごめんなさい、と再度ぺこりと頭を下げる自称ざるそば。

「で……その魔法のステッキ（わりばし）で、何をするんだ」

「ざるそばをします」

　ざるそば（動詞）。やばい、完膚なきまでに意味がわからん。

「それでは失礼します」

　ざるそばは長い髪を一本、プチンと引きぬいた。髪をわりばし（魔法のステッキ）にキュキュッとリボン結び。わりばしを空中に突き出して上下左右に振る。長い髪が新体操のヒモのように揺れる。そして奇跡が起こった。

「えっ」

　そう、奇跡だ。

　揺れる髪の先端がキラキラ輝いていた。

　空中に残ったきらめきが光のラインを作っている。少女がわりばしを動かすたびにラインが増える。五本、十本。幾いく多たのラインが、やがて立方体を構成していく。光の彫刻が宙にフワリと浮いた。

「んな」

　光が徐々に弱くなっていく。それでも彫刻は残っていた。光沢のある黒で彩られた木製の立方体になっていた。天井部には黄色く薄い網が張られ、その上に整然と並ぶグレーの紐ひも状の物体。これは、この異様なまでに涼しげな物体はまさか──っ！

「ざるそばです」

　パリン。

　何かが壊れる音が脳内に響いた。

　たぶん常識とか、そーゆー感じの大切なモノだ。

「あと、この胸リボンが海の苔りです。つばがそばつゆになります」

　呆ぼう然ぜんとしていると、少女がハッと慌てた様子で唇に手を当てた。

「あ、ご、ご安心を！　つゆは息を吹きかけるだけで、口移しとかじゃないですっ！」

　そんな心配はしちゃいない。だが言葉にならない。

　少女が首をくいっと曲げて俺の顔をのぞきこむ。

「あの……お、おわかりいただけましたか？」

「……………………ああ」

　わかった。

　何もかもわからねーことが、今わかった。

　ぜえぜえと息切れを起こしていた。オレは混乱していた。だって目の前で、ざるそば（人名）がざるそば（動詞）をしてざるそば（料理）ができたのだ。これで混乱しない人類はいない。

　必死で息を落ち着けていると、ざるそばがにこりと笑った。

「あの……ありがとうございます」

　ぺこりとおじぎ。

「な……なにが……だ……？」

　ざるそばがつんつんと人差し指を突き合わせた。

「こんなにきちんと話を聞いていただけたの、その、はじめてなんです。いままで二十七軒ご訪問してきたんですけど、爆笑されたり、呆あきれられたり、卒そつ倒とうされたりで……」

　緊張のためか、ざるそばの体は小刻みに震えていた。

「だからその……わたし、嬉うれしいです。ありがとうございます」

　指をゆるく絡み合わせて、ざるそばは笑った。

「……くっ」

　オレはざるそばから視線を離せなかった。

　だって美少女なのだ。白い夏服ブラウスがまぶしく輝いているのだ。やわらかそうな胸がぽにゅんと突き出て強きよう烈れつに自己主張しているのだ。ぴっちりの肌色太ももが無む防ぼう備びにさらけ出されているのだ。ちくしょう。なぜだ。なぜなんだ。

　なぜおまえは──ざるそば（かわいい）なんだっ！

「あ、五分経たちました」

　と、ざるそばがまたピースサインを額ひたいに当て、笑顔になる。

「姫ひめ神がみそば庵あんの使者、姫ひめノの宮みやざるそばですっ！」

　しばらくの間があった。

　どうする。その自じ問もん自じ答とうを何度も何度も繰り返す。

　そして十秒後。

「……聞きたいことがある」

　混乱をなんとか抑えこんでオレは言った。

　とにかく知りたかった。ざるそばがかわいい理由を。

「まず──魔法少女って、いったいなんだ」

　とりあえず（比較的）無難そうなところから質問してみる。

「魔法少女協会《マジカル・エイボス》に認定された、魔法を使える正義の味方です」

　なんの説明にもなっていなかったが気合でスルーした。

「姫神そば庵ってなんだ」

「スポンサーさんです。広告費を払っていただける麺めん類るいスポンサーさんがいることが魔法少女の条件なんです。魔法少女はステキな衣装とかステッキにつける宝石とか事件のもみ消しとかとにかくお金がかかるので、スポンサーさんが大事なんだそうです」

　知りたくもない裏情報が大量に出てきたが根性でスルーした。

「アイキャッチと出で前まえはスポンサーさんの宣伝です。ちょっと恥ずかしいですけど……」

　ざるそばはあごの前で両手の指を絡めて、ほのかに笑った。

「でも、わたしなんかのスポンサーになっていただいたお店ですから。がんばります！」

　なるほどアイキャッチの謎なぞは解けたぜ。

　かわりに別の謎が爆発的に増えた気がするが気のせいだ──（ピピピ）。

「あ、すみません、わたしの携帯電話です」

　ざるそばがブラウスのポケットから携帯を取り出した。

　画面を見て、ちょっと驚いた様子だ。ちらりとオレを見やる。

「あ……あの、お話の途中なんですが、スポンサーさんからのお電話で、その……」

　いちいち礼儀正しいざるそばだ。オレは了解の合図を出した。

「ありがとうございます。（ピッ）ざるそばです。店長さんですか。このたびは、わたしなんかのスポンサーになっていただいて、本当にありがとうございます。いま営業中で、やっと一件だけ成功しかけてるんです。これからがんばりま──えっ？」

　声のトーンが急に落ちた。

「あの……スポンサー契約は撤てつ回かいって……え……じょ、冗談でしょうか……？」

　笑顔だった表情が、一気に曇る。

「何かの間違いって……麺めん類るいスポンサーなんて馬鹿げてるって……」

　ざるそばは両手でがしっと携帯を握った。

「そんな！　先日はたしかに『君こそ我が店の看板そば娘だ』って、ま、待ってください！　至いたらないところがあれば直しますから！　がんばりますから！　お願いですわたしにできることならなんでもしま（ガチャン！）っ！」

　ツーツーツー。

『敗れた球児たち、悔し涙を浮かべて甲子園の土を集めています』

　テレビがうるさい。

　ざるそばは携帯を操作してリダイヤルしている。だが相手は出ないようだ。

　光の消えた瞳で液晶画面をじっと見つめるざるそば。

「そんな……そんな……っ」

　小さな声で連呼する。

　──慰めたい。

　そう思った。

　だが言葉は出なかった。

　なぜならオレは本質的には状況を何一つ理解していないからだ。麺類で魔法少女でスポンサー契約を打ち切られた美少女なんてどう慰めればいいんだ。わからない。誰か助けてくれ。この人類最大の難問の答えを教えてくれ──（ピンポーン）。

「チャイムだ！」

　即そく座ざに玄関ダッシュした。こうなりゃ新聞宗教ＮＨＫなんでもいい。とにかく人類と話したい。そして答えを出すのだ、ざるそばとのコミュニケーション方法という人類最大の難問の答えを。そんな希望を胸にドアをガチャンと開けると一見人類が立っていた。

　つまり人類ではなかった。

　黒ずくめの男だ。黒スーツ、黒サングラスに長い黒髪。

　こいつは映画で見た、まさにメン・イン・ブラックだ。

　──麺めんinブラック。

「麺類は間に合ってるっ！」

　神しん速そくでドアをばたんと閉めてガキンとロック。

　よし、誰も来なかった。そういうことにしよう！

『待ちたまえ、話はまだ始まっていない』

　コンコンとノック音がするが気のせいだ。

　人類を探す作業に戻ろう。

『ふむ。いたしかたなし』

　くるりとドアに背を向けた直後、ピチュルルウウン！

　ＳＦ映画のワープ的な効果音が背後から響いた。

「……は？」

　振り返る。目を疑った。ありえねーことが起きていた。ドアの鍵の部分が、こぶし大に消え失うせていたのだ。その穴からＭＩＢの手が見えた。先端がおわん型の赤い棒を握っていた。形には見覚えがある。ラーメン用のレンゲだ。

　……なんだそりゃ。

「《空間麺化匙ヌードライズ・スプーン》を使わせてもらった」

　ドアを開けて現れたＭＩＢがレンゲをクルクルと回して懐ふところにしまった。

「ざるそば君に緊急の用件がある。入らせてもらうぞ」

　そして土ど足そくでのっしのっしと上がりこんできた。

「待て待て待てこらあっ！」

　どーすんだ、また麺めん類るいが増えたぞ！





　＊　＊　＊






　仕方なくＭＩＢを追って部屋に戻る。ちゃぶ台上でびっくりした様子のざるそば。ＭＩＢはその左手にどかりとあぐらをかいている。オレはＭＩＢの正面に座ったので、ざるそばの大きな胸の前の空間ごしにＭＩＢと向き合う格好だ。どんな格好だ!?

「ハングリーな形相だな。何か言いたいことでも？」

「日につ清しんのＣＭに帰れ！」

「残念ながら彼らとのコネクションはない」

「うるせえ土足で上がり込みやがって、これ以上麺類に用はねーんだよ！」

「そちらになくともこちらには用がある。久しぶりだな、ざるそば君」

「あ……は、はい」

　ぺこんとおじぎをするざるそば。知り合いなのかよ。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに伝えよう。魔法少女協会から通知を受けた。読みたまえ」

　ＭＩＢは懐から折りたたんだ紙を取り出して、ざるそばに渡した。

　ファンシーな飾りのある便せんだった。本文は短く、たった一文。




『麺類スポンサーを失った咎とがにより《姫ひめノの宮みやざるそば》を除名処分とする』




「……そんなっ!?」

　ざるそばが便せんをくしゃりとつかんだ。

「きゅ、急すぎませんか!?　契約解除はさっきのことでっ！」

「署名はまちがいなく《マジカル・エイボス》正式のものだ」

　ざるそばが便せんの署名部分をじっと見つめている。

「ＩＮＣとの《麺めん類るい十七ヶ条》を覚えているな？」

　ざるそばの体がビクンと大きく跳ねた。

「第五条。魔法少女でなくなった場合、アンチ・ヌードリック処理を受け入れる。これは《麺類否定指数アンチヌードル・インデクス》の上昇による《麺類補完戦争ソバルゲドン》を回避するために必要な処置だ」

　そこでＭＩＢはサングラスをキランと光らせた。

「わかるな？」

「わかるか！」

　オレはダンとちゃぶ台を叩たたいた。ちくしょうようやく割り込めたぞ。

「さっきから全単語にツッコミどころしかねーよ！　説明を要求する！」

「断る」

「なぜにっ!?」

「それはＩＮＣの理念、人類と麺類の調和に反する。調和のためには、世界の真実を一般人から秘ひ匿とくせねばならない。よってセキュリティ・クリアランスが必要な情報をきみに開示することはできない──ご了承願いたい」

　できるかそんな了承、なんだこの秘密主義の理不尽麺類は！

「さて。《麺類十七ヶ条》第五条に基づき、任務を執行する」

　ＭＩＢが背広の内ポケットに手をやる。

「あ……そ、そ、それはっ!?」

　ＭＩＢが取り出したのは、金属製の棒だ。全体が淡く発光している。ウォンウォンと不気味な共鳴音。三さん叉さに分かれた鋭利な先端がちゃぶ台上のざるそばに狙ねらいをつけている。物体を突くことに特化したこの凶悪なフォルムはまさか──っ！

「フォークじゃねーか！」

　叫んだ。

「違う。《ロンギヌスの槍やり》だ」

　訂正されてしまった。麺類はこんなんばっかか！

「やはりリミッターは外れたか……これも任務だ、すまないな」

　ＭＩＢが立ち上がった。パンと両手を合わせ、何かをつぶやく。

　そしてフォークをざるそばにゆっくり伸ばして──

「って待てこらあああっ!?」

　ガシっとＭＩＢの腕をつかんだ。

「いきなり何やらかしてんだてめえは!?」

「何を？　《ロンギヌスの槍やり》で食べる以外にすることがあるのかね？」

「やっぱりフォークなんじゃねーか、って食べる!?　ざるそばをフォークで!?」

「いかにも」

　なんてこった。そば好きとして許しがたい行為だ。素朴な木の風味がするわりばしではなく、冷たい金属のフォークで女の子のやわらかい肌をぷにゅぷにゅ突くなんて。そんなうらやましい蛮行はそば屋が許してもオレが絶対に許さな──なにか変だ！

「と、とにかくやめろよ！　すげえ嫌がってるだろ！」

　ざるそばの震えがちゃぶ台を通してガタガタと伝わってくる。

　なんだかわからねーが、フォークを怖がっているのは確かだ。

「きみには関係のないことだ」

「てめっ！」

　関係ない。今こいつそうほざきやがったか。オレが五八○円払ったオレの出で前まえざるそばをこともあろうかフォークで！　食べようとした分際で！

「ふざけんなっ！」

　がしいっ！　ＭＩＢの腕を両手で止める。

「ふむ。人類には人類向けの《説得》が必要だな」

　何のつもりだか知らんが許さん。

　跳びかかってでもフォークを止めてや（パアンッ！）。

「……え？」

　乾いた破裂音。

「一発目は空砲だ」

　目の前に黒光りする金属のカタマリが見えた。

　一発目は空砲って──。

「そのまま聞きたまえ」

　ゴツンと額ひたいに冷たい金属が押し当てられた。

　ガチャリと撃げき鉄てつを起こす音。

　それでようやくオレは状況を認識した。

　信じられないことだが──オレは今、拳けん銃じゆうを突きつけられている。

「我々の権限は麺めん類るいにしか及ばない。我々は殺人許可証を持たない。したがって私は銃の引き金を引く権限を持たず、きみに危険はない。だが事故というものはいつでもどこでも起こりうるものだ」

　ＭＩＢの声が空虚な脳のう裏りに響いた。

　なんだ。なんだこれ。心臓のバクバクが止まらない。

　落ち着けオレ。とにかく思考を整理するんだ。

　オレは今日、甲子園を見ながら出で前まえを頼んだら、ざるそば（かわいい）がやってきてざるそば（料理）をざるそば（動詞）した。やがてスポンサー契約を解除されたざるそば（かわいい）が、ＭＩＢにフォークで食べられかけて助けようとしたら銃で脅された。

　──いや、夢じゃないかこれ？

　内容を話したら百人中百人が夢だと断言するぞ。

「そのままじっとしていたまえ。私はきみの幸福を本気で願っている」

　ちゃぶ台の上に視線をやる。白くすらりとした裸足はだしが見えた。

　女の子座りしたざるそば（かわいい）の足だった。

　このざるそばも夢なのだろうか。

　だってざるそばは普通──女の子座りしない。

「ざるそば君」

　ＭＩＢの声で、ざるそばがピクっと反応する。

「彼はどうやらきみの身を案じているようだ」

「え……」

「人類である彼が、麺めん類るいのために危険を冒おかす必要はないだろう？」

　ざるそばはオレとＭＩＢを交互に見つめた。

「……っ」

　ざるそばが目をつむる。ぎゅっと身を縮こまらせる。唇がきつく結ばれる。

　どくんどくんと心臓の音だけが聞こえる。オレは何も言えなかった。

　現実と非現実のはざまで、何もできずに、ざるそばの言葉を待っていた。

　やがて。

「そ」

　ざるそばがまぶたを開けた。パンと手を叩たたいた。

「そうでしたっ！」

　明るい笑みがこぼれていた。

「あの、笹ささ岡おかさん。ご心配いただかなくても、わたしは大丈夫ですっ！」

　ざるそばはササっと足を組み直して、正座に戻った。

「わたし、フォークで食べられるってことに、ちょっとびっくりしただけです。そもそも食べられるのも、ただの、お料理のざるそばです。だから、別に痛くもなんともないし、わたしぜんぜん平気なんです！」

　ほらほら、とざるそばがざるそばを見せつけてきた。

　ゲシュタルト崩壊したそれは、確かにただのざるそばに見えた。

「ええとあと、そ、それにですねっ！」

　ざるそばが、ピンっと人差し指を立てた。

「《ロンギヌスの槍やり》で食べられたら、わたし、普通の女の子に戻れるんです！」

「……ふつう？」

「はい、名前も体も人類の、普通の女の子です！　学校に行ったりお友達と遊んだりお嫁さんになれたりする女の子です！　本当です、エリア51で《ロンギヌスの槍》の実験をしたところ、ちゃんと見ましたから！」

　手のひらにツメを食い込ませて、ざるそばは力りき説せつする。

「それに、そ、そもそもおかしいじゃないですか！　名前がざるそばとか、体もざるそばとか、ましてざるそばが魔法少女とか、おかしすぎるじゃないですか！　わたしずっと、こんな自分がイヤだって思ってたんです！　あの、だから、だからっ！」

　そこですうっと息を吸う。

「だから」

　おだやかな声が聞こえてくる。

「わたしのことは──気にしないでください」

　最後にざるそばはにこりと微笑ほほえんだ。

　オレはぼうっとした意識でその姿を見つめていた。

　童どう顔がんに不釣り合いに大きな胸。サラサラの長い黒髪。

　こんな美少女がざるそばだなんて、確かにおかしすぎる。

「………………」

　加熱していた脳が冷えていくのを感じる。

　そうだ、冷静に考えるんだオレ。

　ざるそばがフォークで食べられて、だからどうしたというのだ。

　そんな理由で銃に立ち向かうなんてあまりにバカげている。

　それに──食べられたら、普通の女の子に戻れるらしいのだ。

　喜ぶべきことだ。人類に戻ったこの子はオレの友達になってくれるかもしれない。オレの彼女いない歴十九年に終止符を打てるかもしれない。あまつさえ積せき年ねんの夢である甲子園ＢＯＸ席デートすら可能かもしれない。

　しっかりしろオレ。正気を保つんだ。

　気を落ち着けるために、オレはざるそばをもう一度観察する。

「……はは」

　ほら見ろ、今も彼女は平気な顔で笑っているじゃないか。

　大きな胸の前で、手を祈るように組みながら。

　ほっそりした腕を、ぷるぷると震わせながら。

　くりくりとした輝く目には──

「っ！」




　目には、涙を浮かべている。




　一気に視界が晴れた。

　さっきまでのオレは馬鹿野郎だったと確信した。

　確かに少女は笑っている。だが平気なんかじゃない。

　少女のきゃしゃな腕とむき出しの太ももがガクガクと震えている。

　ほっぺから涙がぽたぽた落ちていた。紺色のミニスカに涙のしみができている。

　にもかかわらず──彼女は、笑っている。

　名前も体もざるそばの世界の不条理全部を押しつけられたみてーな女の子が。

　フォークに怯おびえて泣きながら、それでも、オレのために笑顔を浮かべている。

　だったら──っ！

「あああああああああっっ！」

　迷うことなんて、あるもんかっ！

「ぬうっ!?」

　湯のみをひっつかみ中身をＭＩＢにぶん投げる。

　ＭＩＢが右手で顔を覆った。ソレを見てダンっと床を蹴ける。あのフォークを奪い取ってやる！　ちゃぶ台を乗り越え腕を伸ばす──が、パシン！　ＭＩＢの軽々とした動作に払い飛ばされてしまう。トトっとたたらをふんで部屋の壁にドンと手をつく。

「ふむ。なかなかの気勢だが──いかんせん、きみはただの人類だな」

　振り向くとＭＩＢは涼しい表情。スチャリと銃口をふたたびオレに向ける。

　だがかまうものか──もう一度飛びかかろうとした、そのとき。

「笹ささ岡おかさんっ！」

　声に振り返ると、ざるそば（膝ひざ立ち）がオレを見つめていた。

「あの、や、やめてくださいっ！　危ないです！　わたしなら平気ですから！」

「ウソつけ！」

　即そく座ざに答える。ざるそばがビクンと震える。

「平気だったら、なんで泣いてんだよ！」

　その声でざるそばはハっと目に指をやった。

　ごしごしとこするが、それでも涙は溢あふれ出てきている。

「こ、これはそのっ！」

「イヤなんだろ！　フォークで食べられて、人類に戻るのが！」

「っ！」

　ざるそばがビクンと体をすくませた。言葉が止まった。

　やっぱりそうだ。理由は理解不能だが、とにかくイヤがっている。

「だったらちゃんと抵抗しろよ！　イヤならイヤって言えよ！」

「で……でも、でも……っ！」

　涙がポタリと落ちて、ちゃぶ台を濡ぬらした。

「わ、わたしなんか……わたしなんかがっ！」

「そこまでだ。麺めん類るいたる彼女の心境を、人類のきみが理解することはできない」

　ＭＩＢのフォークがギラリと強い光を発した。先端がざるそばに伸びていく。

「やめろって言ってんだろうがああああっ！」

　叫びながら床を蹴ける。届け──ッ！

「ムダなことを！」

　ドゴスウ！

「ぐっ!?」

「きゃっ!?」

　ちゃぶ台に叩たたきつけられ、ざるそばとぶつかった。

　床に落ち、二人でゴロゴロと転がっていく。

　ちくしょう。痛い。でも倒れている場合じゃない。

　床に手をつけて立ち上がろうとして──ぷにょおおん！　妙にやわらかな床だ。












「あれ」

　つーか床ではなかった。

　オレの下に、ざるそばがいた。手がざるそばにめりこんでいた。正確に言えば、ざるそばの白いブラウスの、おわん型に盛り上がった白い楽園に、ぷにょにょーんと両手がめりこんでいた。とても、やわらかい。

「…………………………あ」

　オレは両手でざるそばの胸を、わしづかみにしていた。

　ざるそばはぽかんと口を開けている。

　どうしよう。

　とか考えるまでもなく今すぐ離れるべきだ。

　しかし本当に離すのか、この至し福ふくの感触を？　やわらかいくせに心地ここちの良い弾力を返してくるこのドリーミィなざるそば（大盛り）を？　この天国物体とのスキンシップこそ人類とざるそばとの唯一の共通言語なのでは──

「……ふわっ」

　とかアホなことを考えてたらざるそばが泣きだした。

「うわああああ！　すまん！」

　即そく座ざに跳びのき土下座の体勢をとろうとした瞬間、ＭＩＢが叫ぶ。

「な……なんということをしてくれるッ！」

「いや今のはワザとじゃなくて貴様のせいだろ！」

「理由などどうでもいい！　早くざるそば君をちゃぶ台に戻せ、人類が絶滅するぞ！」

　ひゅるりらー。

　すきま風の音が聞こえた。

「なにいってんだおまえ」

　今日という混こん沌とんの日の中でも極めつけにアタマがおかしい台詞せりふだ。

「人類を絶滅させないために彼女をちゃぶ台に戻せ！　早くしろ！」

　戻さないと人類絶滅って。どういう理屈でそうなるんだよ。思いながら、倒れたざるそばを観察する。太もも。すげえやわらかそう。胸。すげえやわらかかった。表情。目をつむって苦く悶もんの様子。背中。うにょってる。

「え」

　うにょってる。ていうか、なんか生えてる。

　横たわったざるそばの首とブラウスの襟の間からヌルヌルした巨大なモノが。

　灰色の長くてぶっとい触手が、あるいはそば麺めんが──何本も、生えている。

「うあ……あ、あ、あああっ……」

　すすり声とともに触手がうごめき、ブラウスの隙すき間まからはみ出る。

「いかん！　《麺類補完戦争ソバルゲドン》だっ！」

　ドシュウ！　凄すさまじい勢いで触手が伸びていく。

「うおおおおおお!?　なんだこれ!?」

　灰色の津波が部屋を覆う。ずぞぞぞぞぞぞぞそそそそばばばば。例えるならそんな感じだ。そば麺的な触手が、数十本、数百本もざるそばの背中から生えて、部屋の床を、壁を、窓を覆い尽くしていく。足にヌメヌメの冷たい感触が巻きついてくる。

「ちょ、待て、嘘うそだろおいいいいいっ!?」

「ぬうううっ！」

　ＭＩＢが銀色に光るフォークを触手にぶすりと突き刺す。が、何も起きない。

　直後にバシンと触手の打撃。フォークがキインと床に跳ね飛ばされた。

「くっ、本体に刺さねばならんか！　きみ、早くちゃぶ台に戻すのだ！」

「戻せって、だからなぜ!?」

「早くしろ！　あと八秒でグルテンが臨りん界かいに入るぞ！」

「グルテンが臨界してたまるか!?」

「するのだ！　原理はセキュリティ・クリアランス上の理由で教えられないが！」

　この期に及んでこいつ、と叫ぶ余裕はなかった。

　ヌルヌルが腰まで来ていた。部屋がそばの触手で埋もれようとしていた。

「このっ！」

　触手の海の中央に浮いたざるそばの体を、なんとか抱き上げる。

「いいぞ！　ちゃぶ台は左手三十センチだ！」

　そこは既に灰色の触手の海になっていた。なんとか足で触手をかき分ける。

　すると、わずかにちゃぶ台が見えた。ざるそばの足をそこに触れさせた。

　瞬間、ぴたり。

「うおっ!?」

　うねる触手の動きが止まった。直後、パッと触手全体がフラッシュ。

　光が消えたあと──部屋には平穏が広がっていた。

　触手が夢だったかのように消えていた。

　床も壁も家具も、すべて元通りになっていた。

　ただ、白っぽく粘りのある液体がところどころからタレている。

　数秒後に、その液体はそば湯だと気付いた。

　ざるそばは、ちゃぶ台の上でぺたんこ座りしていた。呆ぼう然ぜんとした表情でオレを見つめている。背中にはもう触手は見当たらない。その足下にフォークが転がっていることに気が付いた。ＭＩＢが落とした発光するフォークだった。

　オレはぼーっとした意識のままフォークを拾い上げた。

「──理解したかね」

　冷たい声が響いた。振り返るとＭＩＢがグラサン越しにオレをにらんでいた。

「彼女は危険だ。アンチ・ヌードリック処理が必要なのだ」

　ＭＩＢが銃口をオレに向けた。ガチンと撃げき鉄てつの音。

「その《ロンギヌスの槍やり》で、彼女を食べたまえ」

　黒い銃口に目をやる。あそこから弾が出たらオレは死ぬのだ、と漠ばく然ぜんと思う。

「……笹ささ岡おかさん」

　声に振り向くと、ざるそばがオレを真剣な目で見つめていた。

「あの……助けていただいて……ありがとうございます」

　ぺこんと頭を下げて、また笑う。

「でもこれ以上は、いいです」

「……なぜ」

「さっきのとおりです。わたしはどうしようもなく、おかしいんです。普通の人類の人にご迷惑をかけてしまう、おかしい麺めん類るいなんです。だから──笹岡さんもこれ以上、わたしに関わらないでください」

　その言葉にオレは、いらだちを覚えた。

　わたしに関わらないでください、だって？

　ふざけんな。もう遅い。遅すぎる。オレは既に知っている。ざるそばは、たとえ人類でなくたって、会ったばかりの他人のために涙を我慢して笑ってみせる、けなげな女の子であることを。

「断る」

「笹岡さん……お願いします……」

「お願いされたって断る。返品は不可だ」

「えっ」

　ざるそばの体がびくんと跳ねた。その手を取る。温かかった。

「オレは出で前まえざるそばに五八○円払った。だからおまえはオレのざるそばだ」

　この温ぬくもりを離したくないと思った。だからオレはそのまま言い切った。

「誰にも渡すもんか！」

　沈黙の時間。ざるそばは口をぽかんと開けてオレを見つめている。

　ＭＩＢは変わらず銃を構えている。無表情で、思考を推おし量ることはできない。

　──どうする。

　おそらく銃は撃たないはずだ。さっきの混乱ですら撃たなかったのだ、本当にただの脅しなのだろう。だからって安心はできない。こいつはふざけたヤツだが間違いなく暴力のプロでもある。グズグズしてたらフォークを奪われてしまう。

「決意はよし。なかなかハングリーな人類だが……さて、どうしたものか」

　考えるんだ。ＭＩＢを追い返す方法はないか。

　そのとき、ちゃぶ台の上にある便せんが視界の端っこに見えた。

《魔法少女除名通知》と書かれている。

　瞬間、頭の中で何かが閃ひらめいた。

　そうだ、ＭＩＢがざるそばを食べる理由は確か──。

「──提案がある」

　迷っている時間はない。

「ほう？」

「ざるそばを、魔法少女に復帰させてやる」

　オレは根性で笑みを浮かべた。

　ざるそばがオレのためにそうしたとおり、無む理り矢や理り笑ってみせた、ああ、さっきのざるそばは、こんな気分だったのか。胸がズキズキする。ノドがヒリヒリする。本心を抑えつけて笑いを浮かべるってのは、想像以上にきつい。

　でもやらなきゃならない。

　オレは《魔法少女除名通知》をＭＩＢに突きつけた。

「《ロンギヌスの槍やり》で食べる理由は、ざるそばが魔法少女を除名されたからだろ。除名理由は《麺めん類るいスポンサー》との契約が打ち切られたからだろ。だったらオレが、新しいスポンサーを見つけてやる。それで、魔法少女に復帰させてやる」

　しばらく沈黙の時間が流れた。やがて、ＭＩＢがオレの額ひたいを指差して言う。

「確認したいのだが──きみは正気かね？」

　オレは鼻で笑った。正気なわけねーだろ。

　なんだよロンギヌスの槍って。なんだよ麺類スポンサーって。

　自分で言ってて狂気しか感じねーよ。

　それでも──

「もちろん正気だ」

　ざるそばのためなら、言い切るのだ。

　また長い沈黙の時間。やがて。

「《麺類十七ヶ条》は絶対だ。速やかなアンチ・ヌードリック処理は、私の義務だ」

　ダメか。そう思った直後だった。

「ただし──その前に、除名通知の裏取りをする必要があるな」

　ＭＩＢは除名通知をオレの手からピッと取り上げた。手の甲でパンっと叩たたく。

「スポンサー契約解除から除名までが、確かに急すぎる。事務処理に、なにか手違いがあったのかもしれない。署名は見たところ本物だが、不正があった可能性を完全には否定しきれない。事実関係を確認するまで──そうだな、三日というところか」

　……すっげえまわりくどい言い方だが。

　つまり、猶ゆう予よ期間をくれたということか？

「だが三日分の対策は必要だ」

　ＭＩＢが胸ポケットから何かを取り出す。ボールペンみたいな形の銀色の棒だ。

「《麺類記憶改竄装置ヌードラライザー》──スイッチオン」

　ビカアアアアアァァッ！

「きゃっ!?」

　ざるそばが悲鳴を上げた。

「ちょ、今何したっ!?」

「ざるそば君の麺めん類るい機密に関する記憶を封印させてもらった」

「記憶を封印!?」

「機き密みつ保ほ持じのためだ。一時しのぎだがアンチ・ヌードリック効果もある」

　ＭＩＢがクルクルとボールペンを回して懐ふところにしまった。

　オレはざるそばをちらりと見た。ぱちぱちとまばたきしている。

　瞳の光は正気に見えた。どうやら無事ではあるようだ。

「よし」

　ＭＩＢが立ち上がった。玄関に向かって歩いて行く。

　ドアの前でぴたりと止まって振り返った。わずかに笑っていた。

「また会おう──そば好きの人類くん」

　麺類的な言葉を残してＭＩＢは去っていった。

　残されたのは立ち尽くすオレと、ちゃぶ台の上のざるそば。

　……見逃して、くれたのか。

「はあああああああああああ」

　へなへなと座りこむ。疲れた。だが心地ここちいい疲れだ。オレはやった。

　何をやったのかは見当もつかないが、とにかく麺類的な何かをやりきったのだ。

「あの」

　上からの声。見上げるとざるそば。ちゃぶ台からオレを見下ろしている。

　サラサラした前髪の下からの視線には、熱がこもっていた。

「笹ささ岡おかさん……その、さ、さっきのお言葉の意味は……その……」

　その声で、さきほどオレが放った言葉を思い出す。




『オレは出で前まえざるそばに五八○円払った。だからおまえは、オレのざるそばだ』




　…うわ。




『誰にも渡すもんかっ！』




　うわ、うわあ。

　なんだこの恥ずかしい麺めん類るいフェチ野郎。

　オレはざるそばから目をそらす。頬ほおがかあっと熱くなる。

　調子こいて何ほざいてやがったんだオレは。

　これカンペキな告白じゃねーか！

　バクバクと心臓がリズムを速めていく。どーすんだオレ。責任取ってざるそばと結婚すべきなのか。結婚式場はそば屋か。仲人なこうどはそば屋店長で引き出物は最高級ざるそば一年分なのか、最後は却下だざるそばは俺の嫁──だめだオレは混乱している！

「あのっ！」

　ずいっと迫られた。オレはごくんとつばを飲んだ。ざるそばの顔がすぐ近くにあった。やわらかなほっぺがピンクに染まっていた。髪がオレの腕を優しくくすぐった。ざるそばなのにフローラルな香りがただよってきた。

　何かを求める潤んだ瞳で、オレを見つめるざるそば。

「う……わ」

　超抱きしめたい。

　いや待てオレ。会って一日どころか一時間も経たってないんだぞ。

　でもこいつも『オレのざるそば』宣言を嫌がるどころか喜んでたし、顔赤いしざるそばなのにシャンプーのさわやかな匂いがするし、こんなチャンスは人生で二度と訪れないのではとか考えてたら、ずいっと、更に迫られてしまった。

「あの、わたし、そのっ！」

　どうする。もう行くべきか。行くべきだ。ハリウッド映画のエンディングあるいは冒険を終えたマリオとピーチ姫的な行為に及ぶべきなのだ。興奮のあまり出血多量で死ぬかもしれないが望むところだ！　さあ来いざるそば（ぐ──っ）！

「…………」

　ご褒ほう美びの空気が消し飛んだ。

　オレは壁にかかった時計（そば湯まみれ）を見上げた。昼時だった。

　よく考えたらオレは腹が減ったから出で前まえざるそばを頼んでいたのだ。

　その出前ざるそばが、ちゃぶ台からオレを見下ろしている。

　オレの腹のあたりをじーっと見つめて、やがて。

「そうでしたっ！」

　パンっと手を叩たたく。スリスリと足を動かして正座になる。

　その動作でミニスカがズレて、見えそうで見えなかったざるそばの聖域が──

「う……わっ！」

　必死で視線をそらす。オレごときの視線でざるそばを汚してはいけない。

「あの、ちょっと待っててください」

　幸いざるそばはオレの視線に気付かなかったようだ。

　ちゃぶ台に落ちていたざるそば──最初に作ったざるそば──を両手で取る。ヒザの上にちょこんと載せる。ブラウスのポケットからわりばしを取り出してパチンと割る。数本の麺めんをすくいあげる。

「ふー、ふー」

　真剣な表情で麺に息を吹きかける。

　麺がキラキラと輝いて、次の瞬間にはそばつゆが付着していた。

「あと、海の苔りです」

　ざるそばが胸の大きなリボンをピリっとちぎった。パラパラと麺にかける。

　麺に付着したときには、刻み海苔へと変へん貌ぼうしていた。

「できました。お召し上がりください」

　あーんと、刻み海苔とつゆのついたざるそばが差し出された。

「ん」

　口を開けると、すぐに麺が口に入ってきた。無む心しんでちゅるちゅると吸い上げた。

　コシと風味のある麺が、濃い口のカツオの味がするそばつゆと調和していた。

　ごくんと飲みこむ。ノドを冷たく甘くしょっぱい感覚が通り抜けた。

「あの……お味はいかがでしょうか」

「うまい」

　ざるそばがパアッと笑った。

「ありがとうございます！　あの、おかわりはいかがですかっ」

「食べる」

　わりばしであーんとされる。ちゅるちゅると食べていく。

「あ、なくなってしまいました……お待ちください。もう一枚ご用意します」

　ざるそばをテキパキとざるそばする、さわやか笑顔のざるそば。

　その姿をぼーっと見つめ続けるオレ。考えていることはたった一つだ。

　このざるそば──。

「はい、追加のざるそばです、どうぞっ！」




　とんでもなく、かわいい。





第二章　ざるそば（えろい）







　長いサイレンが鳴った。甲子園の第二試合が始まる。オレの第二試合も始まる。

　相変わらず目の前でちゃぶ台に正座する、恥じらい笑顔のざるそば。

　そのざるそばから、なんとか事情を聞き出そうとしているのだが──

「すみません……それも思い出せません」

　申し訳なさそうに謝るざるそばだった。

　どうもＭＩＢの《麺類記憶改竄装置ヌードラライザー》とやらの影響で、ざるそばは麺めん類るい的な記憶、《麺類否定指数アンチヌードル・インデクス》とか《麺類補完戦争ソバルゲドン》とかの情報を忘れてしまったようだ。携帯のメモリーを調べたが、登録されていたのは元スポンサーの『姫ひめ神がみそば庵あん』だけだった。

「ちゃぶ台から下りても大丈夫なのか？」

「あ、はい」

　ちゃぶ台と床を、何度か往復してみせるざるそば。

　確かに謎なぞの《麺類補完戦争》現象は起きなかった。

「お昼時を過ぎたから大丈夫なんだと思います」

「お昼時って……なんでだよ」

「えっと」

　目をつむって考えるざるそば。

「そ、それは覚えてないです……ごめんなさい……」

「おまえじゃなくてＭＩＢのせいだろ……あ、ＭＩＢといえば」

　オレはポケットからフォークを取り出した。持ち手をざるそばに向けて差し出す。

「これ返しとくぞ」

　ざるそばがぱちくりとまばたきをした。

「おまえにとっては危険物だろ。ちゃんと隠しとけ」

「あの……それは」

　ざるそばがうつむいた。上目遣いでオレを見る。

「その……笹ささ岡おかさんが持っていていただけないでしょうか」

「なぜに」

　ざるそばは白いブラウスの大きな胸の前で、指を絡めた。

「わ……わたしは、そ、その」

　頬ほおをうっすらピンクに染め、言いづらそうに視線をそらす。

　やがて数秒の間の後、ぼそりと。

「さ、笹岡さんの……ざるそば……なので……」

「っ!?」

　脳のう髄ずいに突き刺さる言葉。鼓こ動どうが一気に早まる。

「だからその、笹ささ岡おかさんになら……た、食べられても……いいので」

　このざるそば、ガードがざるすぎる！

　抱きしめたい衝しよう動どうを、唇をぎゅっと噛かんで抑える。こらえろオレ。

　こいつの『食べられる』は本当の意味なのだ、いやらしい意味ではない！

「わ、わかったオレが持っとく！　ええと、ところでその！」

　とにかく話をそらすべきだ、今すぐに。なにか適当な話題はないか。

　周囲を見回すと、視界にテレビの甲子園中継が入った。

「ところで！　夏の甲子園もついに開幕だなっ！」

「え？　あ……そ、そうですね、甲子園ですね！」

　強引すぎる話題転換だが乗ってくれた。付き合いのいいざるそばだ。

「笹岡さんは、甲子園がお好きなんですね」

「好きというかなんというか……まあ観戦は好きだけど」

「とても素敵なご趣味だと思います」

　なんだこのヘタクソなお見合いみたいな会話。

　お見合い。ちくしょうまたドキドキしてきた。

「好きなのは、昔からですか？　よければお聞きしたいです」

「聞いたってつまらないぞ。どうでもいい理由だし」

「つまらなくなんかないです。その……笹岡さんの話なら、なんでも楽しいです」

　にやける。このざるそば、オレにとって嬉うれしいことしか言わない。

「……本当につまんない話だぞ」

　キラキラの視線に負けて、オレは手早く説明する。

　甲子園の観戦が好きなのは、小学校時代の幼なじみの影響だ。神戸から転校してきたそいつには、高校野球のヒーローとして活躍する兄がいた。応援にムリヤリ付き合わされていくうちに、いつしか観戦が趣味になっていった。ただそれだけの話。

　影響を受けて野球部でエースを目指したなんてドラマはないし、そいつは既に引っ越して音信不通だ。オレは帰宅部のままテキトーに高校を卒業して、今もテキトーに過ごしている。

「とてもステキな話だと思いますっ！」

　くだらない昔話だったが、ざるそばは最後まで笑顔で聞き届けてくれた。

「幼なじみさんて、どのような方ですか？」

「単なる野球好きのバカだよ──それよりスポンサー探しだ、あと三日しかない」

「あ。すみません、そうでした」

　ぺこんと頭を下げるざるそばだった。

「状況を整理するぞ。まず三日以内にスポンサーを獲得するんだな」

「はい、麺めん類るい系のスポンサーさんです」

「前のは『姫ひめ神がみそば庵あん』だっけ。そこにもう一度電話してみたらどうだ」

「リダイヤルしたんですけど、着信拒否されてました……」

　しょぼんと肩を落とすざるそば。不ふ憫びんな麺類だ。

　うーむ。スポンサー契約って実のところどうやって取ってくるモノなんだ？　もちろん春までただの高校生だったオレには営業ノウハウなどない。ざるそばの記憶も頼りにならない。こうなれば近所のそば屋に片っ端から電話すべきか（ピンポーン）。

「げ」

　思考を遮さえぎるようにチャイムが鳴った。

　デジャヴを覚える。また麺類がオレの精神を削りに来たのか。

『スコアは序盤から大差、しかし希望を捨ててはいけません！』

　実況アナの声がテレビから聞こえた。

　……希望を捨てるな、か。確かにそのとおりかもしれない。

「ちょっと出てくる、待ってろ」

　ざるそばを置いて玄関に向かった。そうだ、諦あきらめてはならない。

　イレギュラーが二回続いたからって、また続くとは限らない。三度目の正直だ。オレはついに普通の人類との出会いを果たすのだ。人類の夜明け。そんなフレーズを胸に玄関ドアをガチャンと開けると、魔法のステッキを持った金髪ツインテール少女がいた。

「…………」

　得意げな顔でぺたんこの胸を張る少女だ。

　超ミニのスカートに超長いニーソックス、フリルひらひらのファンシー衣装。

　少なくともオレの期待していた人種ではない。

「ふふっ☆」

　キランっと、ステッキからチープな効果音が聞こえてきた。

「月と真実の魔法少女、本家・竹そば堂の使者、ルナシー・ルナ！」

　腕を絡み合わせ、月に代わってスペシウム光線的なポーズ。

「あなたのお部屋に──降臨完了アドベント・フイニツシユ！」

　魔法少女ルナは何かをやり遂げた顔だった。

　オレはたぶん何かをあきらめた顔をしていた。

　今度インターフォンを買い換えておこう、人類用のヤツに。

「……でもまあ、いいか」

　人類ではなかったが、魔法少女ならスポンサーについて聞けるかもしれない。

　オレはルナを手招いた。

「入れよ、お茶ぐらいなら出すから」

「へ？　ちょ、ちょっと待ちなさいよっ！」

　なぜかルナが声を荒らげる。

「私、魔法少女なのよ！」

「さっき聞いたよ」

「だったらなんでそんな反応がノーマルなのよ！」

「は？」

「おかしいでしょ！　魔法少女なのよ！　もっと驚きなさいよ！」

「驚けっつったって……麺めん類るいの登場には慣れてるし」

　正直ざるそばに比べれば、普通の魔法少女などインパクト皆かい無むだ。

「麺類!?　訂正しなさいっ！」

「は？」

「わたしは麺類じゃない！　夢とロマンの結晶、月と真実の魔法少女よ！」

　夢とロマンの結晶は安アパートの玄関で怒鳴ったりしないと思う。

「麺類じゃないって、自分で『本家・竹そば堂の使者』って言ってただろ」

「あれはＩＮＣの陰いん謀ぼうよ！　本当はやりたくなかったの！」












　涙目でぷんすか叫ぶルナ。なんだよこいつ。

「とにかくリテイクするから！　今度はまじめにやってね！」

「は？」

「私が降臨完了アドベント・フイニツシユしたら『うわ、なんだこの魔法少女は！』ってお願いね！」

「は？」

「わかった？　わかったわね？　じゃあ本番は十秒後！」

　バタンとルナがドアを閉めた。取り残されたオレ。

「…………鍵を」

　閉めようと思ったがＭＩＢにより消滅していた。仕方なくチェーンをかけた。

　そして十秒後。

『月と真実のまほ（ガチャン）あれ？　（ガチャガチャ）チェーン!?　ちょっとどういうつもりよ開けなさいよチェーン切っちゃうわよ、私ピッキングは得意なんだからほらこの業務用ニッパーで──って、あ。こ、こんにちは一般市民さん』

　オレはざるそばうまかったなあと思いをはせていた。

『いえ私は怪しいものではなく、身分は月と真実の魔法少女です。決して泥棒では、このニッパーはただの商売道具で、ちょっ一一○番は勘弁していただけませんか、警察はダメなんです待ってくださいお願いしますなんでもしますからあああぁぁっ！』

　がちゃん。

　いたたまれなくなったのでチェーンを外して玄関を開けた。

「笹ささ岡おかくん。この子きみの知り合い？」

　隣部屋に住む大学生のタケシさんが言った。足下ではルナが土下座している。熱く焼けたコンクリに手と額ひたいをつき『警察だけは許して、留置所こわい』と泣いている。こんな哀れな魔法少女は見たことがない。いや麺めん類るいな魔法少女しか見たことねーけど。

　ともかくオレはタケシさんにうなずいた。

「そうなんだ。じゃあ僕は二時間ほど出かけるから気にせずプレイを続けてね」

「あなたは何かを壮そう絶ぜつに誤解している」

「うんうん、わかってるから」

　わかっていないタケシさんは、さわやかな笑顔で去っていった。

　残されたのはオレと、アパートの廊下で土下座した姿勢のルナ。

「……くっ！」

　と、ルナが立ち上がった。白一色だったニーソックスが埃で茶色に汚れていた。

　パンパンとそれを払い、魔法のステッキをぎゅっと抱きしめる。

　タケシさんの去っていった階段の方を見て、ルナは涙目で一言。

「絶対に負けないんだからっ！」

　なにと戦ってるんだこいつ。





　＊　＊　＊






　とりあえず予定通りルナに話を聞くことにした。この上ない不審者だがスポンサーの手がかりには違いないのだ。そんなわけで、ちゃぶ台に正座するざるそばを挟んで魔法少女との三者面談だ。どんな面談だ。

「ふうん。あなたが姫ひめノの宮みやさんなのね」

「え……あ、わたしのことをご存じですか？」

「もちろん。あなた、業界では有名人だもん」

　どこの業界だ。魔法少女業界か。いや製麺業界かもしれない。

「ところでＭＩＢはどこ？　正義の魔法少女として退治しに来たんだけど」

「遅いぞ。さっき帰ったよ」

「えっ」

　呆ぼう然ぜんと口を開けるルナ。

「え、どういうこと？　だったらなんで姫ノ宮さんが無事なの？」

　とりあえずざるそばが出で前まえされたあたりから、経緯を説明してみる。

　ルナは真剣な表情でフンフンと頷うなずいていた。

「なるほどそういうわけだったのね。ちょっと驚いたわ」

　ちょっとで済むあたり、さすが魔法少女ということか。

　常人なら発狂する経緯だぞ。

「いろいろ大変だったみたいね、姫ノ宮さん」

「え、いえ、そんなことはないです」

「あるだろ」

　こいつ以上に大変な境遇の女の子は存在しないと思う。

「でも安心なさい。私があなたを救ってあげるから」

「えっ」

「私は月と真実の魔法少女。ＩＮＣの陰いん謀ぼうを暴いてみせるわ」

「なんだよＩＮＣの陰謀って。そろそろそっちの話も聞かせろ」

　スポンサーのことやざるそばのこと、聞きたいことは山ほどあるのだ。

「いいわよ、でもその前に」

　ルナは切れ長の目を光らせた。ズビシと魔法のステッキでオレを指す。

「とりあえず《ロンギヌスの槍やり》を渡してちょうだい」

「とりあえず断る」

「ありがとう。これで世界は救われる──ってちょっと!?」

　ルナがダンっとちゃぶ台を叩たたいた。ざるそばの胸がゆっさと揺れた。

「なんで断るのよ!?」

「なんではこっちのセリフだ。なんで渡すんだ」

「一般人が《ロンギヌスの槍やり》を持ってても、しょうがないでしょ！」

「じゃあおまえが持ってたら、何かするのか？」

　ルナはぐっと怯ひるんだ様子。

「べ、別に何もしないわよ。ただ危険物だからちゃんと保管しないと」

「危険物ならなおさら、おまえなんかに渡せねーよ」

「なんですってえっ!?」

「あ、あの、お二人とも落ち着いてっ！」

　ざるそばが困った様子。だがオレも譲るつもりはない。だって初対面の一般人に意味不明な演出を強要したうえ、業務用ニッパーでチェーン切ろうとして失敗し、警察を呼ばないでと土下座で懇願してたアホだぜ。正直、信用できる要素が皆かい無むだ。

「つーかおまえ本当に魔法少女なの？　魔法とか使えるの？」

「あなた、私をバカにしてるの!?　使えるに決まってるでしょ！」

　そう言って魔法のステッキを天井に向けるルナ。実際に使ってみせるつもりらしい。

『万物の根源たる《夢因子ドリーミイ・フアクト》よ、我が声に応えよ──』

　ステッキ先端の宝石がぼうっと光る。ざるそばが『わあっ』と感動の声をあげた。オレは何も期待せずにずずーと茶を飲んでいた。なぜならオレは学習したからだ。賭かけてもいい、絶対にくだらねーことが起きる。

『月と真実の魔法少女、ルナシー・ルナが命ずる！』

　ルナの目がかっと開いた。ステッキがブンと振り下ろされる。

『いでよ、《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》！』

　ビカアアアアアアッ！

　強きよう烈れつな銀色の光がステッキからほとばしる。

　光が収まったとき、ちゃぶ台の上に銀色に輝く球体が浮いていた。

　位置はざるそばの頭上。大きさはビーチボール大。表面には小さなデコボコがある。その色と形は夜空の満月にそっくりだ。プラネタリウムに模型として置いていても違和感がなさそうである。

「《真実の月鏡》。世界の真実を映す鏡よ」

　ルナがフフンと笑った。

「で、これがどうかしたのか？」

　ガン！　ルナがちゃぶ台に頭をぶつけた。

「あなたさっきから反応が軽すぎない!?」

「だってざるそばがざるそばをざるそばするほうが、よっぽど驚きだし」

　このぐらいの魔法ならプロの手品師でも使えそうだ。

「ふ、ふん。本当の魔法はこれからよ。この月は真実を教えてくれるの！」

「真実だと？」

「ええ、明日の日経平均株価から甲子園決勝戦の試合スコアまで、なんでもよ！」

「マジか」

　それが本当ならまさに今のオレたちにこそ必要な魔法だ。

「ふふふ。一回だけ特別サービスよ。あなたの知りたい真実を問いかけてみなさい」

　ルナは人差し指を一本立てて、得意げに続ける。

　とりあえず麺めん類るいスポンサーについて聞くべきだろうか。

　いや、一回だけならもっと慎重にならないと。

「笹ささ岡おかさん、お願いします」

　ざるそばが頭を下げた。オレに任せるつもりらしい。

　よし、じっくり考えよう。この少女のために何を聞くべきなのか。ざるそばの全身をじっと見つめる。白いブラウスの胸部を内側からこんもりと盛り上げる少女。強きよう烈れつなスタイルの持ち主。スリーサイズが果てしなく気になるが今の問題は（ピコーン）。

「え」

『願いを受理。《Ｗ・Ｎ・Ｒワールド・ヌードリツク・レコード》検索開始』

　ピピピと電子的な計算音。

　理解が追いつく前に月からキコリンとチャイムが鳴った。

『検索完了。姫ひめノの宮みやざるそば氏のスリーサイズは、上から87・54・81です』

「ふぁえっ!?」

「はちじゅうななっ!?」

「なんですって!?」

『《夢因子ドリーミイ・フアクト》出力低下。《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》を終了します』

　ブウンと残像音を発して、月は消え去った。

　沈黙の時間。

　首筋にじっとりとした汗。暑さのせいではない。ざるそばが、オレの目をじっと見つめているからだ。純じゆん真しん無む垢くな視線は凄すさまじいプレッシャーだ。そんなざるそばの大盛りのざるそば（87センチ）を、ルナがじっとにらんでいる。

　やがてルナがくるんとオレに振り向く。

　極寒の視線だった。

「笹岡光こう太た郎ろう──あなたって最低のクズね」

「待てっ!?」

　ようやく叫んだ。

「今のは誤解だ、誤動作だ！　やり直しを要求する！」

「《真実の月》は心の内なる願いを聞く。今のがあなたの本音よ」

　やばい、反論できない。確かにスリーサイズは気になっていた。

「あとやり直しは不可。《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》は大魔法だもん、今日はもうパワー切れよ」

「マジかよそんなもん軽はずみに使ってんじゃねええええっ!?」

　なんてこった。ざるそばに申し訳なさすぎる。手がかりを得るチャンスを欲望を満たすために使ってしまった。ルナの言うとおりオレは最低のクズだ。いったいどうやって謝ればいいんだ。そう思いながらざるそばをちらりと見る。

　するとざるそばではなく、りんごがいた。

「……あ」

　ほっぺたから耳たぶまでが、真っ赤に染まっている。

「……………………あぅ」

　胸を隠すつもりなのか、両手がそっと動いた。しかし逆効果で、巨大な二つのふくらみ（87センチ）に腕がプニュっと埋まってしまい、大きさとやわらかさが誇こ示じされた。オレがごくんと息を呑んだ次の瞬間、じわり。

　ざるそばの目め尻じりに水分が浮いた。

　泣いてる。

「すまんっ！」

　猛烈な後悔と自己嫌悪が襲ってきて即そく座ざに土下座した。

「マジでオレが全面的に悪かった許してくれ！」

「謝ってもいたいけな女の子にセクハラした事実は消えないわよ」

　頭上からルナの勝ち誇った声が響いた。

「ね、姫ひめノの宮みやさん。こんな奴やつに《ロンギヌスの槍やり》を預けるのは危険よね？」

　このアマそこを蒸むし返しやがるのか！

　顔を上げてルナをにらむが、しかし反論はできない。

　だってざるそばへの煩ぼん悩のう全開の願い事をしたのは事実なのだ。

「信頼できる魔法少女の私に預けるべきよ。あなたもそう思うでしょ？」

　少しの間。

「……すみません、思わないです」

「ほら聞いた？　私の勝ちね。さあ《ロンギヌスの槍を》ってちょっと!?」

　ざるそばは指でごしごしと涙をぬぐった。そして、にこりと微笑ほほえむ。

「笹ささ岡おかさん、わたし大丈夫です。ぜんぜん気にしてないです」

「気にしなさいよそこは!?　あなた今セクハラされたのよ!?」

「いえ、笹ささ岡おかさんはそういう……え、えっちな気持ちではなかったと思います」

「えっ」

　断言されたらオレが困るのだが。

「笹岡さんは不思議に思っただけなんです。わたしの体、おかしいですから」

　確かに体はおかしいが、それは誇るべきおかしさだ。

「あの、スリーサイズはちょっと恥ずかしかったですけど、ちょっとだけですから、わたし大丈夫です。わたし、ざるそばですから、なんとも思わないんです。だから笹岡さんも気にしないでください！」

　ざるそばは笑顔で言い切った。

　オレは知っている。こいつのこの笑顔は、ウソをついている顔だ。だが追及することもためらわれた。だって『本当はざるそば（かわいい）の胸でけええとかエロいこと考えてました』なんて、どの口で言えばいいんだ？

「姫ひめノの宮みやさん……」

　ルナが自分の胸とざるそばの胸を見比べた。悔しそうにぽつりとつぶやく。

「あなたは自分の体の価値を、もっと知るべきよ」

　きょとんと首をかしげるざるそばを見ると、ルナに同意せざるを得なかった。
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　ルナとの長く苦しい舌戦の末に、オレは一枚のＱ＆Ａメモを手に入れた。

　その恐るべき内容を今ここに公開しよう。





■質問（オレ）




　Ｑ１「ざるそばがざるそばに改造された理由は？」

　Ｑ２「ざるそばが魔法少女になった理由は？」

　Ｑ３「《麺類補完戦争ソバルゲドン》はどんな理屈で発生するのか？」

　Ｑ４「ＩＮＣとはどのような組織で、どんな陰いん謀ぼうを企たくらんでいるのか？」

　Ｑ５「三日以内に麺めん類るいスポンサーを見つける方法を教えてくれ」







■回答（ルナ）




　Ａ１「知らない。たぶんＩＮＣの陰謀」

　Ａ２「知らない。きっとＩＮＣの陰謀」

　Ａ３「知らない。おそらくＩＮＣの陰謀」

　Ａ４「知らない。陰いん謀ぼうとは、麺めん類るいの呪のろいに関する悪いこと」

　Ａ５「教えてほしければ《ロンギヌスの槍やり》を渡しなさい！」






「簀す巻まきにして海に沈めるぞてめえ!?」

　なんだこのへっぽこ魔法少女、そのうえ交換条件までつけやがった。

「なんでよ！　姫ひめノの宮みやさんを助けたくないの!?」

「うっさい。このフォークはオレが預かったんだ」

　ざるそばの信頼をこれ以上裏切るわけにはいかない。

「くうう！」

　ルナがうらめしげにオレの顔をにらんでいる。

「……ムリヤリ奪うわけにもいかないし」

「なんでだよ。おまえなら平気でやりそうだが」

「平気じゃないもん、一般人から強盗なんて悪いことできないもん！」

　ルナはぐすっと鼻をすすった。

「私は魔法少女として三つの誓いを立てたのよ！」

　ルナはポケットから何かを取り出した。サイン色紙みたいな紙質と大きさだった。

　ファンシーな文字でこう書かれていた。




『《マジカル・エイボス》への宣誓書




　ルナシー・ルナは三つの誓いを守ります。





　一．世界の真実を追究し続けます。

　一．正義の味方として弱きを助け悪を倒します。

　一．いかなる窮きゆう地ちに陥ろうとも、己の信念をつらぬきます。






　なお誓いを破ったら鼻から月見そばを食べます。』




　ぜひ見たいペナルティだ。

「ていうか、さっきの交換条件って脅きよう迫はくだろ。正義の味方がすることか？」

「あうっ！」

「あとオレはか弱い一般人だぞ。助けろよ」

「あうううっ！」

　ルナががくんとうなだれた。魔法のステッキが床にカラカラ転がった。

「勝利だ」

　何の意味もない、むなしい勝利だった。

　数分後。

　ようやく起き上がったルナがメモ用紙に何かを書き始める。

「ぐすっ……ここに行けば……スポンサーになってくれるはずよ」

　メモをのぞきこむ。簡易な地図と店名が書かれていた。

「佐さ藤とうそば処どころ……知り合いの店なのか？」

「教えてあげない。行ってみればわかるわ」

　ルナはぷいっと顔をそむけた。まだ拗すねているらしい。

「じゃあ、私忙しいから。そろそろ失礼するわ」

　ルナが立ち上がった。ざるそばの顔をじっと見つめる。

「あの？」

「……大変ね、姫ひめノの宮みやさんも」

　優しく声をかけて、ルナはくるりと振り向く。

　長いツインテールをぴょこぴょこ揺らしながら、歩いていく。

　玄関ドアの直前まで行ったところで、ピタリと動きが止まった。

　首だけで振り返る。

「──最後に言っておくけど」

　ぞくりと背筋が冷えた。

　ルナの目が銀色にぎらりと光っていた。《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》と同じ色だ。

「私は何一つとして諦あきらめていない。最後に笑うのはこの私よ」

　その瞳はオレを見ていなかった。ざるそばでもなかった。

　何もない空中に『何かがいる』と確信に満ちた視線を、送っていた。

「私は月と真実の魔法少女。真実を取りもどすまで──絶対に負けないんだから」

　数秒の間。

「言いたいことはそれだけ。じゃあね」

　そしてルナは、バタンとドアを開けて出て行った。

「……なんだよあいつ」

　ため息をつく。ＭＩＢ以上にわけがわからない奴やつだった。

「ざるそば。あいつ何者だと思う？」

「いい人です」

　迷いなく断言されてしまった。

「スポンサーさんを教えていただけましたし、わたしなんかを心配してくださいました」

　ざるそばは口元をゆるめている。本気で嬉うれしそうだ。

「笹ささ岡おかさんも、そう思いませんか？」

　問われて考えてみる。確かにざるそばへの優しげな言葉は本心のように聞こえた。ひょっとしたら、ただのアホではなかったのだろうか。《ロンギヌスの槍やり》への奇妙な執着も魔法少女なりの考えがあってのことだったのだろうか。

　最後の冷たい視線も、何かの意図があったのだろうか。

「……どうなんだろうな」

　再会のときがあったら、もう少し話をしてみるとしよう。

　そう思った瞬間にドアがガチャンと開いた。ルナだった。

「再会早いな!?」

　ルナは言いにくそうにぼそりとつぶやく。

「ステッキ忘れた……」

　視線をたどると、ちゃぶ台の下に魔法少女ステッキが転がっていた。

　……やっぱり、ただのアホかもしれない。
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　とにもかくにも手がかりは得た。地図を頼りに電車を乗り継いで一時間。最寄り駅から徒歩二十分。ざるそばから必死で視線をそらしながらの（87センチのざるそばが揺れるから！）旅たび路じを終えて、たどりついた『佐さ藤とうそば処どころ』は廃はい墟きよだった。

　ああ、廃墟だ。

「ざるそば。これでもルナがいい人と言い切れるか？」

「……あう」

　町はずれの国道沿いに建つ一軒家だ。窓ガラスが割れ、壁には大穴が開いている。駐車場だったと思われる場所には、ぼうぼうと雑草が生えている。地面に転がる薄汚れたカンバン。かろうじて読める『佐藤そば処』の筆文字が寂しさをかもし出している。

「あのアホ、後で月見そばぶっかけてやる……」

　オレはアスファルトの道路に座りこんだ。

　あと三日しかないのに時間と金をムダにしてしまった。

　片道八十分だぞ。交通費が二人で一二○○円だぞ。出で前まえざるそば二人前だぞ。

　と、その出前ざるそばが、すたすたと廃墟に向かって歩き出す。

「なにやってんだ」

「店長さんを探してみようかと」

「いるわけないだろ。潰つぶれたそば屋に」

「でもわたし、ルナさんが嘘うそを言ったとは思えないんです」

　あいかわらず純粋なざるそば。そば粉百パーセントの十割そばだ。

「わたし、探してみます」

　ざるそばは壁に開いた穴から中に入っていった。

　しょうがない、しばらく付き合えばこいつも諦あきらめるだろう。

　中に入るとやはり廃はい墟きよだ。すべての家具が持ち去られガランとしている。

「店長さん、店長の佐さ藤とうさんはいませんかー？」

　答えはなかった。客席だっただろう部屋を見渡す。広さはオレの部屋の倍ほど。いたるところにクモの巣が張っていて、床は雨で腐ふ食しよくが進んでいる。こんな場所に人が住んでいるわけがないし、いたとしたらそいつはホームレスか犯罪者だ。

「あっ」

　ざるそばが声を上げた。床に開く直径数十センチほどの穴を見つめている。

「笹ささ岡おかさん、これ」

　ざるそばの黒髪ごしにのぞきこんだ。

　赤色の球体の取っ手がついたレトロな金属レバーがそこに設置されていた。

「待てや」

　なんだこのそば屋に、というか日本式家屋に似合わない物体は。

「どこかで見たことがある形の気がします」

「隠し通路のスイッチとか、そういう形だが……」

　自分で言っててありえない。どこのＲＰＧだ。

「なるほど隠し通路ですか！　じゃあ引いてみますね！」

「ちょ」

　ガコンとざるそばがレバーを引いた。

　背後からズゴゴゴゴゴゴと轟ごう音おん。振り返ると床が真っ二つに割れていた。

「…………」

　割れた木造床から出てきたのは鋼こう鉄てつ製の階段だった。

「わっ、笹岡さんすごいです！　本当に隠し通路でした！」

　ずごごごごごごご（オレの精神が崩壊する音）。

「笹岡さん、入りましょう！」

「…………………………………………おう」

　あーもう。この先何が起きても驚かんぞオレは。
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　ゴウンゴウン。ワウンワウン。

　なんか怪しげな音が響いてくる秘密基地。

　驚かない。驚かないぞオレは。自分に言い聞かせつつ歩く。カンカンと金属音。ピカピカに磨かれたアルミ製の壁と床。学校の廊下ほどの広さの通路。分厚く重そうな鋼こう鉄てつの扉が何枚も並んでいる。通路の曲がり角で悪魔超人とはち合わせしそうな雰囲気。

「そば屋の店長さんがここに住んでいるんでしょうか」

　否定はできない。オレはもはや常識を捨てた。何が起きてもおかしくない。

　ともかく秘密基地の通路をざるそばと進んでいく。

「あ……笹ささ岡おかさん、そこのドア、鍵がかかってないみたいです」

　ざるそばが通路の突き当たりのドアを指差した。

　ノブがない鋼鉄製の扉だ。横の壁に液晶がはめこまれていた。

　緑色の文字で『開』と文字が光っている。開閉用のタッチパネルらしい。

「とりあえず開けてみます」

　ざるそばがタッチパネルをいじると、ウィーンとドアが横にスライドした。

　中は暗かった。ざるそばが携帯電話のライトをつけ、部屋の中に向けた。

「わっ！」

「どうした!?」

「す、すみません。中に人類のかたがいました」

「マジか。スポンサーになってくれそうだったか？」

　そんなもんどうやって判断するんだか知らんが。

「そこまではわかりませんけど」

　ざるそばは一息吸うとひそひそ声で耳打ちをしてくる。

「全身タイツを着た方が、お布団で寝てます」

「…………」

　見なかったことにして帰ろう。

　理性がそう忠告してきたが無視することにした。

　ああオレにまともな判断力なんか残ってないさ。全身タイツ？　それがどうした。こっそり特訓してる新体操の選手かもしれない。麺めん類るいやＭＩＢや魔法少女に比べれば、どこにでもいそうな人類じゃないか。

　よし、自分をだます任務を完了。オレも部屋に入ってみる。

　カチンと蛍光灯が自動的について部屋が照らし出された。

「……うわ」

　生活感にあふれた汚部屋だった。

　広さは六畳ほど。食べ終わったカップ麺めん容器と、脱ぎ散らかした女物の下着が、そこかしこに散らばっている。壁際にはゴミ袋がうずたかく積まれている。奥を見ると部屋干し用のつっぱり棒から、なぜか阪神のユニフォームが吊つられていた。

　そして部屋の中央に敷かれた布団。

　オレに背を向けた格好で、毛布を腰にかけて眠っている全身タイツの女。

　タイツの色は黒。背中には角付きの悪魔のイラストが付いている。

　どう見てもアレである。特撮モノに出てくる戦闘員である。

「あれ……もう朝かあ」

　夕方にそんな寝言をつぶやきながら、ごろりと寝返りを打つ戦闘員。

　目がぱちんと開いて、オレと視線が合った。

「ん？　誰や？」

　数秒の間があった。

　やがてオレはつぶやく。

「ばそるざるそばそるざ」

「笹ささ岡おかさん!?　白目になってますよ、しっかりしてください!?」

　いかん意識が麺めん類るい化していた。

　つーかやばい。

　驚いた。死ぬほど驚いた。

　戦闘員はショートカットの女だった。いやそれはいい。ざるそば少女よりは、よほどありうる。問題なのはその関西弁の声に聞き覚えがあって、タレ目にも見覚えがあって、知り合いに超似ていることだ。

「あれ……こーたがおる？」

　オレの小学校時代のあだ名をつぶやく戦闘員。

「え……笹岡さん、お知り合いなんですか？」

「遺い憾かんながら知り合いである可能性を否定しきれない」

　ごまかしつつ戦闘員の顔をじーっと見る。

　だめだ。やはり幼なじみにしか見えない。

　オレはため息をついた。

「おい。こんなとこで何やってんだ──野の乃の夏か」

　佐さ藤とう野乃夏。十年前に引っ越していった幼なじみだ。

　ただ十年前は戦闘員ではなかった。高校野球が好きなだけの人類だった。

「え……こ、こーたが、なんで」

　野乃夏が目をゴシゴシこすった。十年前と変わらないしぐさだった。

　布団に膝ひざ立ちになって、口をぽかんと開けている。

　と、タレ目の端っこにじわりと水分が浮かんだ。

「……そっか、夢やな。だってうちはもうこーたと会えへんもん」

「なぜに」

「でも夢ってことは、何してもええよな」

　がばあっといきなりタックルで押し倒された。

「うおおおお!?」

「こーた、こーたあ……うち、さみしいよお……」

　ぐりぐりぐりっとオレの胸に顔を埋めてすりつけてくる。

　太ももにやわらかい圧迫感が押しつけられた。うわこいつブラつけてねえ!?

「うおお!?　こら、鼻水つけるな！　さっさと離れろ！」

　顔をムリヤリ起こし往復ビンタをかます。

「いた、いたいっ！　こーた夢やのにやさしくないーっ!?」

「うるせえとにかくまず離れろ！」

　野の乃の夏かの全身タイツをつかんで、布団の上に投げ飛ばした。

　ゴロゴロ、ボスン！　すみっこのダンボールに頭がぶつかった。

「いたいー！　あう……でも、いたいのに、なんで夢から覚めへんの？」

「夢じゃねーからだ。さっさと起きろ」

「えっ」

　野乃夏は首を左右にキョロキョロと、リスみたいに動かす。












　最後にほっぺたを自分でぎゅーっとつねる。

「え、あれ、痛い……？」

　野の乃の夏かの口が大きく開いた。

「え……ほ、ほ、ほんもの!?　なんでいるん!?」

「なんでっつーか……まずいろいろ隠せよ、ソレとか」

　布団のまわり、カップ麺めんと一緒に転がる、白い下着群を指差す。

「え……きゃああっ！　み、見ちゃあかんーっ！」

　慌てて下着をかき集める野乃夏だった。

　オレは額ひたいに手を当ててため息をついた。

　ざるそばにＭＩＢに魔法少女の次は、幼なじみの戦闘員かよ。

　まともな人類は、いったいどこにいるんだ？
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「あのなこーた。ウチは野乃夏とちゃう。赤の他人や。もしくはドッペル野乃夏や」

　タンクトップと短パンに着替えた野乃夏が寝言をほざいた。

「なるほどわかった。で、なんでこんなとこにいるんだ野乃夏」

「ぜんぜん信じてへんーっ!?」

「こっちは急いでるんだ。さっさと答えろ」

「あう……」

　野乃夏は足を動かして体育座りになった。

　そのままじっと待っていると、小さくつぶやく。

「……せ」

　ぐすっと鼻をすすってから、野乃夏は答える

「戦闘員や……っ！」

　折りたたみ式のテーブルをダンっと叩たたく。涙がぽたぽたテーブルにこぼれる。

「うちはいま……あ、悪の秘密結社の、戦闘員をやっとるんや……っ！」

　三秒の静寂。

「わかった。おまえも大変だったみたいだな」

「……へ？」

　野乃夏がオレをじっと見た。信じられないものを見る視線だ。

「あれ、聞こえんかった？　イヤやけど、もっかい言おか？」

「悪の秘密結社の戦闘員だろ、ちゃんと聞こえたよ」

　驚きはもう消えていた。麺めん類るいの魔法少女がいるんだ。月と真実の魔法少女がいるんだ。だったら悪の秘密結社で戦闘員をやってる幼なじみだっていてもおかしくは……いやおかしいことには違いないが、もはや気にしてもしょうがない。

　が、野の乃の夏かにとってはそうではなかったようだ。

「ありえんやろっ!?」

　再びテーブルをダンと叩たたく。

「十年ぶりに再会した幼なじみが戦闘員で、その反応はありえんやろ!?」

「なんだその理不尽な抗議……もっと驚いたほうがよかったか？」

「え。それはその」

　つんつんと人差し指を突き合わせる。

「イヤやけど……というかそれが怖かったから、ウソついたんやけど」

　身を縮こまらせて言葉を続ける。

「でもありえんやろ。戦闘員やってる女の子とか……ありえん」

「んなこたーないだろ。麺めん類るいやってる女の子よりは、ありえる」

「へえっ？」

　オレは振り返る。ざるそばが正座でオレをじっと見ていた。

「おまえのこと、こいつに紹介していいか？」

「あ、は、はい、お願いします笹ささ岡おかさん」

　頭をしずしずと下げるざるそばだった。

　そして五分後。

　なんとかざるそばの紹介に成功した。言葉だけではもちろん信じてくれなかったので、ざるそばを折りたたみ式のテーブルに正座させ魔法のステッキ（わりばし）でざるそば（料理）をざるそば（動詞）させることで、ようやく信じさせた。

「すごいなあ。ざるそばちゃんと結婚したら、一生ごはんに困らんのとちゃう？」

「え……た、炭水化物には困らないんですけど、ビタミンとかが……」

　その後、野乃夏の事情も聞いた。

　話をまとめると、引っ越したあとに両親が離婚したらしい。野乃夏は父親についていき、父親と共にこの土地でそば屋『佐さ藤とうそば処どころ』を開いた。しかし父親は夜逃げし、残された野乃夏は借金のカタに悪の秘密結社の戦闘員にされたんだとか。

「って壮そう絶ぜつだなおい!?」

「うん。ちょっと……辛つらかったかも」

　野乃夏が力なく笑った。ちょっとどころではないだろう。借金のカタに戦闘員ってざるそばに匹ひつ敵てきするぐらい悲惨な過去な気がする。とたん、後悔の念が押し寄せる。もうちょっと優しく接するべきだったかもしれな（ピピピ）。

「あ、ちょっと待って」

　野の乃の夏かの携帯のようだ。

「（ピッ）もしもし、早さ苗なえちゃん？　この前はプールおつかれ。え、甲子園のＢＯＸチケット入ったんや。福ふく利り厚こう生せいで。うんうん、今度みんなで行こうな！　例の彼氏も連れてきてええから。そんな遠慮せんと、うん、ありがと、そんじゃまたなー（ピッ）」

　生ぬるい沈黙の時間。野乃夏はうきうき顔。オレはたぶん無表情。

「ええと何の話やっけ……あ、そや。うち辛つらかったんや……」

「ねえよ」

　友達とプールに甲子園て。オレより遥はるかに人生満喫してんじゃねーかこいつ。

「……あの」

　と、ざるそばが口を挟んできた。オレと野乃夏の顔を交互に見る。

「野乃夏さんと笹ささ岡おかさんは……その」

「ん？　どーかした？」

「……い、いえ、なんでもないです」

　ざるそばがにこりと笑顔になった。何か聞きたかったのだろうか。

　まあ今は気にしている場合じゃないか。期限があるんだ。

「野乃夏、ところで頼みがある」

　そういうわけで気合を入れる。本題に入らねば。

「ざるそばはスポンサー契約を打ち切られて、魔法少女協会を除名されてしまった。このままだとＭＩＢにフォークでざるそばが食べられてしまう。魔法少女に復帰するために、三日以内にスポンサーを見つける必要があるんだ。協力してほしい」

　オレ史上トップ３に入るデタラメ発言だったがなんとか言い切った。

「………………はー」

　口をまんまるの形に開ける野乃夏。

「十年ぶりの幼なじみにこんなムチャクチャなお願いされたん、うちだけやろなあ……」

「だろうな。で、返事は？」

「わけわからん頼みでも、こーたとざるそばちゃんのためなら、とは思うけど」

　野乃夏は残念そうに首を横に振った。

「うち、お金持ってへんよ？　手取り月二万円しかないもん」

　なんてブラックな秘密結社だ。いや衣食住完備で借金返済中ならそんなもんか？

「つーか、スポンサーっていくらかかるんだ？」

「毎月十万円以上の広告費と、麺めん類るい的事業を営む法人であることが条件です」

　ざるそばが答えた。

　記憶が封印されたはずだがそれは覚えているらしい。機密ではないということか。

　つーか十万円って高いな。しかも麺類的事業を営む法人って。かなり条件厳しいぞ。

「んー、麺めん類るい的事業ならやっとるよな……とりあえず本部長に相談してみるわ」

　野の乃の夏かが携帯をピポパ。

「戦闘員エヌです。本部長ですね、実はご相談が……え、話は聞いていた？　企画課と広報室を含めて面接してみる？　了解です、二十時からで。残業は三時間で申請しておきます。モノリス会議の準備ができたらご連絡します。ではまた（ピッ）」

　野乃夏がにっこり笑いかけてきた。

「そういうわけや」

「どういうわけだ」

「わたし、わかりました。スポンサー契約の面接をしていただけるんですよね！」

　オレだってそのぐらいは理解できる。わかんねーのはそれ以外のすべてだ。

　なんだよモノリス会議って。

「ごめんな。結社との秘密保持契約があるから、こーたにも話せへんねん」

「…………いや、いいけどな」

　よく考えりゃどうせ聞いたって理解できない。というか理解したくない。

「二十時までまだ時間あるなー。あ、そや」

　野乃夏がごそごそと何かを取り出した。据え置き型ゲーム機のコントローラーだ。

「ざるそばちゃん、ゲームやったことある？」

「え……いえ、ないですけど」

　野乃夏がニカリと歯を出して笑った。

「じゃあ教えたる。三人やからとりあえずスマブラ、そのあとパワプロな」

　もう好きにしろよこいつ。
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　カチン。

　暗く狭い部屋にスポットライトが点いた。正座のざるそばが照らし出された。二人用の会議机の上だ。その後ろにはオレと野乃夏がいて、ざるそばの白い足の裏が見えている。あたりは磨かれた巨大な石版、つまりモノリスに囲まれている。

　既に意味不明だが、あのモノリスが面接官らしい。

「時間や。がんばってね、ざるそばちゃん」

「はい、がんばりますっ」

　ざるそばの緊張の声が聞こえた。オレも緊張していた。面接を成功させねばならない。いかに超絶的にくだらない質しつ疑ぎが展開されようと、絶対にツッコミを入れてはならない。とにかく我慢だ。

　と、モノリスがヨンヨンと七色に光りだした。

『あーモノリス会話テステス。うむ、音質最悪。悪の会議にふさわしい』

　既にありえないが根性でツッコミ衝しよう動どうを抑えた。

『メンバーは揃そろっているか？』

『こちら悪の広報室長。黒髪ロングの儚はかなげ美少女が見えた。即採用を提言する』

『悪の企画課長です。確かに容姿は上の上、しかし中身の悪あく辣らつ度こそ重要です』

　ざるそばが頬ほおを赤らめて「えっ、えっ」とつぶやいている。

　なんだこのサークル面接的なノリは。

　まあ容姿が上の上なのは同感だけど。

『ではスポンサー契約面接をはじめる。まず自己紹介を』

　ざるそばがシャキッと背筋を正した。

「はい！　姫ひめノの宮みやざるそば、十五才です！　麺めん類るい寄りの元魔法少女です！」

『すばらしい、実に麺類的な自己紹介だ。次、特技を述べたまえ』

「ざるそばです」

　重い沈黙。

『ざるそばとはなにかね』

「ざるそばをざるそばできます……ええと、お見せしますね」

　ざるそばがわりばしを振ってみせた。

　いつものエフェクトでざるそば（料理）がざるそば（動詞）された。

『ほう。ざるそばだ』『うまそうなざるそばだな』『見事なまでのざるそばですね』

　理解早いなこいつら。さすが悪の秘密結社の幹部ということか。

『ではそのざるそばで、どのように悪いことをするのかね』

「え、わ、悪いこと!?」

『もちろん。我々は悪の秘密結社だ。よって、麺類的に悪いことをしてほしい』

　ざるそばが固まった。

　野の乃の夏かが『がんばって』と小声で言った。オレは『無理すぎる』とつぶやいた。いや、がんばってほしいよオレも。でも無理だろ、ざるそばがざるそばで悪いことをする姿とかハ○ーキテ○が銀行強盗する姿より想像できねーよ。

「わ……わかりました！　ざるそばで、とても悪いことをします！」

　ざるそばはススッとヒザを動かしてオレの方に向いた。

「すみません笹ささ岡おかさん。ざるそばで悪いことをしていいでしょうか」

　なぜオレに断るのかわからんが、とりあえずうなずく。

　ざるそばは表情を引きしめた。

　わりばしをパチンと割ると、数本の麺をすくいあげる。胸のリボンをピリピリとちぎっていき、パラパラと麺に撒いて刻み海の苔りまみれにする。ふーふーと息を吹きかけると灰色の麺にタラリとそばつゆが落ちた。

　そういやあの胸リボン、何度も千切ってるのにいつの間にか復活してるな……。

　などと世界の理不尽を考察していたら、ざるそばがわりばしをそっと差し出した。

「あ、あーん、です……」

　………………………………え。

　視界のはじっこで野の乃の夏かが『イチャリングや！』と目を輝かせる。

　三枚のモノリスが、壊れた信号みたいに激しく点滅している。

　ちょっと待て。この麺めん類るい観衆の中で『あーん』を遂行しろと。

　ちゃぶ台の上のざるそばを見る。視線はオレを信じて疑っていなかった。もしも断ったら『え……あ、お気になさらず！　わたしぜんぜん平気です！　勝手に『あーん』なんてしたわたしが悪いんですっ！』と涙をにじませるに違いなかった。

　ちくしょう──ならば食べないわけにはいかない！

　ざるそばの差し出したざるそばに、ぱくんと食いついた直後。

　ヒュッとわりばしが戻った。空気をカチンと噛かんでしまう。

「へ？」

　戻ったわりばしは、そのままざるそばの口に行った。

　ずずずるーと麺めんが吸い上げられる。ごくんと飲みこむ音。

　数秒の間。

　ざるそばが足をススっと動かして、正面のモノリスに向き直った。

「い、いかがでしょうかっ！」

　いかがもなにも。

「笹ささ岡おかさんに差し出したざるそばを……自分で、食べてしまいました……」

　ざるそばはちらりと振り返った。本当に申し訳なさげにオレを見つめる。

「これは──とても悪いことですっ！」

　ぐっとこぶしを握って宣言するざるそば（わるい）。

『審議中』『審議中』『審議中』

　三枚のモノリスにＳＦフォントの文字が浮かび上がっている。

　ごくりとざるそばがつばを（あるいはそばつゆを）飲む音。

　十数秒で審議は終わったらしく、モノリスがビカッと輝いて文字が変化した。

『かわいい』『超かわいい』『大正義かわいい』

「ええっ!?」

　ざるそばの大正義かわいい悲鳴。

『ざるそば君、きみは大正義かわいい。よって悪の秘密結社の広告塔には不適格だ』

　オレもモノリスに大正義同感だ。

「待ってください！　お願いします、もう一度だけチャンスを！」

『あいにくそろそろ面接時間は終了だ』

「そ、そこをなんとか、延長いただけないでしょうか！」

　目を潤ませて、必死で食い下がるざるそば。

『だめだ。モノリス会議サービスの延長料金は三分五○○○円もかかるのだぞ』

　有料なのかよ。どこだこんなアホ会議サービスの提供会社は。

「……あう」

　身を縮こまらせ、失意の様子のざるそば。ずきんと胸が痛む。

　助けたい。他にスポンサーのアテはないのだ。なにか手はないか。要はざるそばで悪いことをするアイデアを出せばいいのだ。しかしざるそばがざるそばで何をしても、大正義かわいい気がする──（ゴゴゴゴゴゴッ！）。

「うお、地震!?」

『なんと──　真の首領エイボス・ロードだ！』

　地震ではないらしい。中央のモノリスの後ろに、更に巨大なモノリスが現れていた。黒いモノリスだ。ほかのモノリスとは違って絵が彫られている。羽とツノのある凶悪な目つきの悪魔がざるそばを食べている彫刻だ。

「ねえよ」

　張り詰めた空気が一瞬でゆるんだ。

『真の首領から悪の幹部諸君に《絶対麺類命令ヌードリツク・エビルオーダー》を通達する』

　リバーブのかかった恐ろしげな声。内容は麺めん類るい。

『そのざるそば少女に挽ばん回かいのチャンスを与えよ。異議及び質問はこれを認めない』

　ブツンとスピーカーの音が途切れた。

　ゴゴゴと再び振動が起きて、巨大モノリスは床に沈んでいく。

　完全に消え去った後、ほかのモノリスから声が響いてきた。

『ふむ。《絶対麺類命令》とあらば仕方あるまい。挽回のチャンスを──と言いたいところだが、もう九時か、《水曜どうでしょう》が始まってしまうな。続きは明日としよう。ざるそば君のために、こちらで悪い試験を用意しよう』

『悪い試験か。なら例の《夏だ！　海だ！　そば地獄だ！》作戦はどうだ？』

『ふむ。《ヤマトダマシイ汚染作戦・第二ピリオド》の準備で棚上げにしたアレか』

　どの作戦も名前からしてもロクでもない。

『そば地獄ですか。アレならざるそば君のポテンシャルをはかれますね』

『ではそれで。本日は解散、おつかれさまでした』

『おつかれさまです。ざるそば君、がんばってください』

『おつかれー。ざるそばちゃん、期待してるぜ！』

　ブツンと通話が切れ、三枚のモノリスが光を失った。

　部屋のスポットライトが消えて、代わりに蛍光灯がパチンとついた。

　オレは黙っていた。ざるそばも黙っていた。野の乃の夏かがうーんとうなった。

「とりあえず……もう遅いし、怪人用の仮眠部屋、泊まっていく？」

　オレはハハハと乾いた笑い声を出した。

　だめだ、思考が麺めん類るいに汚染されている。さっさと寝て明日に備えるとしよう。

　なにしろ明日になったら──更に麺類的な事態が、待っているに違いないのだ。
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　夏だ。海だ。ざるそばだ。

　そんなわけで翌朝、オレたちは近場の海水浴場にざるそば専門店を開いていた。

「既にありえん！」

「なんや今更。指令書はちゃんと読んだやろ？」

　隣の野乃夏が言った。活動的なオレンジ色のワンピ型水着姿。

　のほほん笑顔でそば調理道具をセッティングしている。

「見たからこそありえねえと言っている！」

　オレはもう一度携帯を取り出して、そのありえないメールを開いた。




『スポンサー契約試験《夏だ！　海だ！　そば地獄だ！》　悪の作戦指令書（極秘）




　海水浴の際の食事は、主にラーメン、フランクフルト、かき氷と考えられている。その固定観念を崩くずし『海＝ざるそば』という概念で日本人の思考を汚染するのが、今回のとても悪い作戦である。健闘を祈る。





　・販売そば　　　ざるそば

　・目標販売数　　三○○枚／一日






（補足１）

　焼きそば店は悪の同士である。妨害工作はそれ以外の店に対してのみ許可する。




（捕足２）

　ラーメン店は海の正義であり敵である。隙あらば妨害すること。』

「わかりやすい作戦やん？」

　麺めん類るいにはわかりやすいのかもしれんが、人類には理解不能だ。

「まあ、がんばろ。ざるそばちゃんのためやもん」

　そのざるそばは水着に着替え中だ。悪徳作戦本部長から、なぜか支給された。

「看板娘やからな。こーた、ちゃんと声に出して褒めるんやで？」

「何をだよ」

「その水着セクシーだねとか、世界一かわいいよとか、好きだ結婚してくれとか」

「最後のはおかしいぞ!?」

　最後以外もおかしいが。

　出会ったばかりの十五才の少女にそんなこと言えるわけがない。

　だいたい昨日、スリーサイズを聞き出して泣かれたばかりだってのに。

「おかしくないやろー。ざるそばちゃん、昨日の夜すっごいのろけとったよ？」

　野の乃の夏かは声のトーンを上げて、ざるそばの声こえ真ま似ねをする。

「笹ささ岡おかさんは子供の頃から優しかったんですか。どんな本を読まれるんですか。趣味はなんですか、好物は、ってもう質問攻め。それで『好物はそば全般、趣味は甲子園を見ながらざるそば食べること』って答えたら、もう顔真っ赤にして嬉うれしそうやった」

「んなっ」

「あの子、こーたにべった惚ぼれやで。気付いとるやろ？」

　オレは息ができなかった。

　気付いているかどうかでいえば、そりゃ気付いてるさ。

　オレはたぶん、ものすごい好意をざるそばから向けられている。

　でもその好意は果たして人類的なものなのか？　絶対違う気がする。

「煮え切らんなあ……まあええか。あの水着姿見たら、腹くくるやろーし」

「あの水着って、おまえら何渡したんだ!?」

「お、お待たせしました……」

　聞き慣れた声がした。振り向くとざるそばが屋台の横に立っていた。着替えの入っていたボストンバッグで、なぜか全身を隠している。ちらちらと見える太ももが太陽の光を反射してまぶしい輝きを放っている。

「どしたん？　隠してないで、水着見せて」

「その……これ、ちょっと、わたしなんかには似合わなくて」

「だいじょーぶ、悪の広報室長、センスええから！」

　と、野乃夏がトトトとざるそばのそばに寄った。

「ほらほら」

　ほいっとボストンバッグを取り上げてしまう。瞬間。

「っっっ!?」

　金属バットで頭を殴られたがごとき衝しよう撃げき。

「……あう」

　はちきれんばかりの白ビキニだった。

　夏の太陽に完かん璧ぺきなスタイルが晒さらされている。まず胸。はみ出てる。ざるそばの87センチという暴力的なサイズに比べて明らかに生地が足りておらず、ぷっくりと下側の肌色が見えてしまっている。

　そして下半身。ビキニの三角形がぴっちりと太ももにくいこんでいた。

　サラリと浜風が吹いた。ロングの黒髪が、ふんわりとオレを誘うように揺れた。

「その……あ、あまり見ないでいただける……と……っ」

　ざるそばが頬ほおを紅潮させ、オレから視線をそらした。

　胸のあたりを両腕で隠して身をよじる。全身で『恥ずかしいです』と主張している。

　そのしぐさだけで頭がクラクラする。なんだ、なんだこの、ざるそば！

「どや？　凄すごいやろ？」

　どちらかというと凄すさまじい。

　特に恥ずかしげに腕で覆うざるそば（大盛り）が反則だ。

「の……野の乃の夏かさん、そ、そこのシャツをっ」












「えー。海で水着隠すのって、おかしいやろ」

「お願いします……っ！」

　野の乃の夏かがやれやれとつぶやきながら、足下のＴシャツを差し出した。

　ざるそばが急いでそれを着る。やっと暴力的な胸が隠された。

　しかし肉づきのよい下半身はそのままで、今度はそっちに視線が行ってしまう。

「んー、今のでもう落ちたみたいやな」

「えっ」

　ざるそばがくるりとこちらに振り向いた。

　たゆるるんと、ざるそばの二つのざるそば（大盛り）が揺れた。

「あ、近寄らんほうがえーよ。今のこーたエロいことしか考えてへんから」

「ええっ!?」

　勝手に決めつけるんじゃねーよこの幼なじみ！

　とは声にならなかった。なぜならその前に──

「そんなこと、ありえないですっ！」

　ざるそばが、叫んだからだ。

「──え？」

　オレと野乃夏がぽかんと口を開けた。

「あの、それは誤解です、野乃夏さん！」

　ぎゅっと両手を組み合わせて、ざるそばは叫ぶ。

「笹ささ岡おかさんはそんなこと考えてません！　だってわたし、ただのざるそばですから！　人類の女の子じゃなくて、ただの麺めん類るいですから！　だから笹岡さんがそういう、え、えっちなことを考えるなんて──絶対にありえないです！」

　ザザーン。

　波音が三人の間を通り抜けた。

　オレは『そのとおりだ』と言いかけて呑みこんだ。

　理由はふたつある。

　まず野乃夏が『肯定したら須す磨ま海岸に埋めたる』とでも言いたそうな目でオレをにらんでいること。それ以上に、ざるそばの白いビキニ姿があまりにもまぶしくて、これ以上自分にウソをつくと悶もだえ死ぬと思ったからだ。

「……す」

　もはや抵抗は限界に達した。オレは認めなければならない。

「すまないざるそば……それは、違う」

「え」

　オレはサヨナラホームランを打たれたピッチャーの姿勢で叫ぶ。

「オレは……ざるそばに、えろい視線を向けていた！　本当にすまない！」

「え」

　一瞬の間。そして。

「え、え、え……えええええええええっ!?」

　今日一番の悲鳴。

「あの、あの、あのっ!?」

「すまない！　謝る！　オレはいやらしい男なんだ……っ！」

　あわてる声。見上げるとざるそばが腕をバタつかせていた。

　オレと視線を合わせると、ハッと何かに気付いた様子で、かがみこむ。

「と、とりあえず頭を上げてください！　わたしは大丈夫ですからっ！」

　エロ視線を向けた男を気遣うのかこいつは。なんて優しくて無む防ぼう備びな麺めん類るいだ。

「わたし、平気ですから！　ぜ、ぜ、ぜんぜん気にしてないですからっ！」

　まったく平気ではない声と表情でざるそばは続ける。

「だって、だってそのっ！」

　ざるそばは自分の顔を指差す。

　そして爆弾発言を、浜辺にぶちまけてしまった。

「だってわたしも！　エッチなこと考えてましたからっ！」




　時間が止まっていた。

　ざるそばは荒い息をついて胸を上下に揺らしていた。

　Ｔシャツごしにも伝わってくる、やわらかな振動。

　視線を下げると太ももの奥には白い布地。

　視線と意識は、その完かん璧ぺきな肢体に奪われていた。

　やがて十数秒が過ぎたあたりで、ボンっ！

　ざるそばの顔が紅潮した。

「ち……ちが」

　指と唇をくねくねと曲げ、悩ましげな表情になる。

「ちが、い、今のは、ちがっ！」

　何が違うのかまったくわからない。オレがわかったのは、ひとつだけだ。

　ふにゃふにゃと顔をゆがませ『ちがうんです』と涙目で訴えるざるそば。




　とんでもなく、えろい。





　＊　＊　＊






「……あう」

　隣に立つざるそばが、もじもじしている。

　野の乃の夏かは『じゃあ店の宣伝してくる、二人でごゆっくりー』と去ってしまった。

　それから数分間、会話は一切ない。視線も合わせられない。だって全身をくすぐられる気分になるのだ。ほっぺたを紅潮させて視線をそらすざるそばを見ると、たまらなくなるのだ。鼓こ動どうは速まるばかりで、心臓が過労死しそうだ。

　オレはいったいどうすればいいんだ。誰か教えてくれ、誰か──

「そこの屋台のかた、ちょっとお話が」

　声に振り返ると人類がいた。でっぷり太ったＴシャツのおっさんだ。

　すわ救世主か！

「えー、この屋台、撤去願えませんかねえ」

「へっ」

　砂浜にひゅるりらーとむなしい風が吹いた。

　よく見るとおっさんの二の腕には腕章が巻かれていた。

　黒いサインペンで『海水浴場管理委員』と書かれている。

　おっさんがトントンと、屋台のカウンターを叩たたきながら続ける。

「あー、この『悪のそば処どころ』の屋台、営業申請出してませんよね」

「えっ」

「困るんですよねえ。無許可の営業はねえ。衛生問題もありますしねえ」

　やべえ。悪徳作戦本部長め、何考えてんだ。ふざけた作戦指令書作ってるヒマがあったら申請しとけよ。ていうかどうすんだ、このおっさんの理屈は正論だぞ。撤収したら作戦は失敗してしまう。つまりスポンサー契約の話はなくなる。

「笹ささ岡おかさん……」

　隣から不安げなざるそばの声。ぎゅっと心臓をつかまれるような感覚。

「くっ」

　ぐっとこぶしを握りしめる。そうだ、オレはざるそばを守ると決めたのだ。

　だったらやるしかない！　何をやればいいかはわからんが！

　とにかくおっさんを説得するのだ──決意した直後。

　背後からザバシュウと、衝しよう撃げき音が響いた。

「うおうっ!?」

　振り返ると魔法少女がいた。ていうかルナ。

　後ろの防波堤から砂浜に飛び降りたらしい。

「月と真実の魔法少女、本家・竹そば堂の使者、ルナシー・ルナ！」

　得意げな笑みを浮かべて、ルナは高らかに宣言した。

「太陽と欲望の燃えるビーチに、降臨完了アドベント・フイニツシユ！」

　おっさんが降臨完了したルナとオレとを交互に見た。

「お知り合いですか？」

「超赤の他人です」

「フフ、照れ隠しはいいのよ」

　いや超本気だが。

「話は聞いたわ。地方公務員の企たくらんだ麺めん類るい的陰いん謀ぼうに苦しんでいたようね！」

　陰謀を企んでいたのはどちらかというとオレたちだ。

「つーかなんでここにいるんだおまえ」

「もちろん盗ちょ──じゃなくて、月と真実の魔法少女は何でもお見通しよ」

　いま盗聴って言いかけたぞこいつ。

「それはともかくそこの地方公務員！」

　おっさんが冷めた目でルナを見つめ返した。あれは『うわあ本物の変質者だどうしようかなあ、警察に通報して大事にするのも面倒だし、早く帰って甲子園見たいなあ』という感じの目だ。オレがそうだからよくわかる。

　ルナが魔法のステッキをビシっとおっさんに向けた。

『ルナシー・ルナの魂を知れ！　《狂気の真実ルナテイツク・シンドローム》！』

　シュワアッ！　ステッキ先端からピンク色の水滴がシャワー状に飛び出た。

　水をかけられて呆ぼう然ぜんとした表情のおっさん。

「なにやってんだおまえ」

「魔法よ。黙って見てなさい」

「一般人に魔法なんか使っていいのか？」

　落ち着いてツッコミ入れてる時点でオレも既にだめだが。

　ともあれ十秒ほどでシャワーは止やむ。

「ん……おや？」

　おっさんがきょろきょろとあたりを見回す。

　やがてオレの顔を見る。ポンと手を叩たたいて笑顔になった。

「失礼しました。えー、《悪のそば処どころ》さんですね、営業がんばってください」

「へ？」

「ざるそば、売れるといいですねえ。それではまた」

　おっさんは人のいい笑顔のまま立ち去っていった。

　ポカンと口を開けるオレとざるそば。とくいげなルナ。

「フフン、どう？　洗脳してあげたわ」

「洗脳って……それは正義的にアウトな行為では？」

「極悪なるサツの仲間の地方公務員だもん、何してもオーケーよ」

　つくづく反社会的な魔法少女である。

「じゃあそろそろビーチのロマンを壊すナンパ男を退治する仕事に戻るわ」

　それは魔法少女の仕事ではない。

　ざるそば（動詞）が魔法少女の仕事かと聞かれたら困るが。

「あ、あのっ！」

　そのざるそばが、一歩踏み出してルナにペコンと頭を下げた。

「ルナさん、ありがとうございます！」

「ん。まあ、がんばりなさい」

　優しい声だった。ざるそばがペコペコ頭を下げる。ぷるぷる胸が揺れる。

「う……相変わらず凄すごいわね、あなた」

「え？　なにがですか？」

「な、なんでもないわ。じゃあね」

　ルナはひらひらと手を振って砂浜を歩いていく。

　見えなくなってから、ざるそばがくるんと振り向いた。

「がんばりましょう、笹ささ岡おかさん！」

「お、おう」

　よし、なんとかなった。ついでに『えろい』事件もうやむやになったようだ。ルナとおっさんに感謝しなければ。あのまま行くとオレは確実にざるそば（えろい）の虜とりこになっていたはずだ。それは困る──困るよな、うん。

「じゃあわたし、そろそろ茹ゆでますね！」

　ざるそばが足下のビニール袋をびりっと破いた。中から乾燥した麺めんを取り出す。コンロにカチンと火をつける。確かにもう昼のピーク時間だ、ざるそばの言うとおり、そろそろざるそばを茹ではじめなければ──って待て。

「ざるそば、おまえの特技はなんだ」

「ざるそばです」

「だったらわざわざ茹でずに、ざるそばをざるそばすればいいだろ」

「えっ」

　野の乃の夏かがそば屋道具一式を用意したんで、つい準備してしまったが。

　ざるそばがわりばしでざるそばすれば、ざるそばができあがるのだ。

「その方が目立つから宣伝にもなるし──っておい!?」

　ざるそばの目め尻じりからポロポロと、涙がこぼれ落ちていた。

「ちょ、どうしたっ!?　そば粉でも目に入ったか!?」

「す……すみません、なんでも……ないです」

　明らかに何かがあるか細い声だ。

「あの、ざるそばですよね。わかりました……わたし、やります」

　ざるそばは涙を流したまま、にこりと笑った。

「いや、やらないでいい！」

「えっ」

「なんでか知らねーけど、ざるそばするのは嫌なんだろ」

　ざるそばは『あう』と小さくつぶやいた。

　ぐつぐつとナベが沸騰の音を立てたあたりで、ぼそぼそとつぶやく。

「その……えと……たいへん申し訳ないんですけど……さ……」

「さ？」

　ざるそばは横目でオレをチラリと見た。

「笹ささ岡おかさん以外に、食べられるのは……その、ちょっとだけ、イヤです……」

「っっっっ!?」

　どきどきいっ。静まりかけた鼓こ動どうがまた速くなる。

　なんだ。なんなんだ、このえろいざるそば。

「すみません……わがままで」

　わがままなボディを縮こまらせてそんなことを言うざるそば。

　まずい抱きつきたい。ていうか結婚したい。一生幸せにしてあげたい。

「あの……？　どうかなさいましたか、笹岡さん？」

　ぷにゅにゅうん。

　両腕に挟まれて、ビキニのざるそば（大盛り）が形を変える。

「く……うおおおおおっ！」

　だめだ平常心を保てオレ！　相手はざるそばだ！　人類じゃなくて麺めん類るいだ！

「こーた、ざるそばちゃん、調子はどうやー？」

　いいところに野の乃の夏かが戻って来た。首を振って衝しよう動どうを打ち消す。

「お、おう、見てのとおりだ、もうすぐ始めるところだ！」

「ふーん。ところでこんなイベントが、海の家であるらしいんやけど」

　野乃夏が笑顔で一枚のモノクロコピー紙を差し出してきた。

　ざるそばと二人でその紙をのぞきこむと、こう書かれている。

『海辺の太陽よりも熱いカップル選手権』

　猛烈にざるそばな予感がした。

「これ、こーたとざるそばちゃんでエントリーしといたから」

　いきなり予感的中だ。

「スピーチがあるらしいからな。ざるそばを宣伝すれば、三○○枚ぐらいすぐや」

「待て」

「二人なら優勝間違いなし。我ながらカンペキな作戦やな！」

「待て！」

「しっかりカップル演じるんやで。そんじゃまたな」

「待てっつーとろーが!?」

　走り去ろうとした野の乃の夏かの肩をがしっとつかむ。野乃夏が振り向く。

　首が不思議そうにちょこんと曲がった。

「なんや怖い顔で。ざるそばちゃんとカップル、イヤなん？」

「んな──オレがイヤとかじゃなくて！　こいつの迷惑になるだろ！」

　ざるそばのオレへの好意はあくまで麺めん類るいとしてのものだ。

　人類的な好きとか恋とか、そういうのじゃない、はずだ！

「ふーん。どうなん。こーたとカップル演じるの、ざるそばちゃんは迷惑？」

「え」

　ざるそばはオレと野乃夏を交互に見つめた。

「わ……わたしは……その」

　上目遣いでオレを見つめて、ざるそばはぼそりと一言。

「さ……笹ささ岡おかさんとなら……その……イヤじゃ、ないです……けど」

「っっっっっ!?」

　言葉の破壊力で意識がぶっとびそうになった。なんだこのオーケーなざるそば。

　頬ほおを赤らめほのかに微笑ほほえむざるそばは、あまりにもおいしそうすぎる。

「でも笹岡さんはその、わたしなんかとは、イヤでしょうし」

「あははは、ないわー。こーた超喜んでるやん」

「え」

　ざるそばがオレを見つめた。

　ぱちくりと何度かまばたきをする。その仕草に視線が釘くぎづけになる。

「え、あの、さ、笹岡さん？　わたしなんかとは……その、イヤですよね？」

　イヤと言えるわけがなかった。

　だってさっきからずっと、オレはざるそばのことしか考えていないのだ。
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『さあ次の太陽よりも熱いカップルは、この二人だ！』

　隣のざるそばが、オレをちらりと見上げていた。

「……う」

　視線を必死でそらす。目が合ってしまったら、理性がピンチだからだ。

　海の家近くに設営された小さなイベント用ステージだ。隣には白いビキニ姿のざるそばがいる。その時点で既に理性が危ないが、それ以上の問題はざるそばとの距離が近くて、ほんとうに近くて、肩がぴったりとくっついていて、そして超熱いことだ。

　おそろしくメリハリのついた体に小さな布地をまとうざるそば。

　そんなざるそばの熱を感じるだけで、クラクラしてくる。

　ざるそばを讃たたえる観衆の声が、ステージの下から聞こえてくる。

『胸でけええええっ』『黒髪さらさらだ、いいなー』『肌白い……死ねばいいのに』

　ちくしょうおまえら見るな、これはオレのざるそばだ。

　いやそうじゃなくて、宣伝だ。

　悪の秘密結社とスポンサー契約を結ぶために、ざるそばを三○○枚売るのだ。

　だからざるそばの宣伝をするんだ、隣の熱くてやわらかい少女のことは忘れて！

『えーまずは彼女さんにお聞きします、お二人の馴なれ初そめをお話しください！』

　アロハシャツの司会者が寄ってきて、ざるそばにマイクを近づける。

「わ……わかりましたっ」

　ざるそばが決意の声とともにマイクを受け取った。

『えと……笹ささ岡おかさんとお会いしたのはその……き、昨日なんですけど……』

　ちょ、本当に馴れ初めを話してどうする!?

『おっとできたてカップルです！　昨日いったい何があったのでしょうか!?』

　オレの声をかき消す司会者の声。ざるそばはチラリとオレを見た。

　それからマイクを握りしめて、スピーチを続ける。

『わ……わたしなんかを……その……た、食べていただきまして』

『うおおおおおおおおっ!?』

　どよめく観衆。アンドロメダに飛び立つオレの意識。

　違う。こいつの『食べる』は貴様らの想像する比ひ喩ゆ的な意味とは違う！

『それで……おいしいって、仰おつしやっていただいて……だから……だから、わたし……』

　スピーチはそこで途切れた。ざるそばはマイクを握りしめてうつむく。

　そのほっぺたは、スイカの中身みたいに真っ赤に染まっている。

『……………………あぅ』

　アロハシャツの司会者がススっと進み出てマイクを取った。

『熱い！　熱すぎました！　まさしく太陽よりも熱いカップルだああああっ！』

　興奮の声に呼応して、割れんばかりの拍手がステージに轟とどろいた。

『すげえあんな子を一晩で！』『ひと夏の恋だね、ステキ！』『死ねばいいのに』

　なんだこの状況は。ていうか宣伝はどこに行ったんだ。

『さあ彼氏からお返しのスピーチ、いや言葉はもういらない！　お返しのキスを！』

「「えええっ!?」」

『おっと、なんですその慌てっぷり。まさかファーストキスとは言いませんよね』

「ふざけんな超ファーストだよ！　キスなんか人生初だよ！」

　一瞬の間。

『うおおこの彼氏最悪だっ！　キスもせずに彼女を食べたらしいぞおおお!?』

『すげえあんな子とキスもせず！』『キス以外は全部したんだね！』『死ね』

　観客と司会者がド外道を見る視線でざるそばを食べただけのオレをにらむ。

『しかしこの最悪男は今ここで、最高の男に変身する！　さあ彼女にキスを！』

「ちょ、ま、待てこらっ！」

『うるせえ彼女が待ってんださっさとキスしろこの外道！　もしくは死ね！』

　マイクをぶん回す司会者。観客も司会者に同調して罵ば詈り雑ぞう言ごんが聞こえてくる。

　どうすりゃいいんだ。まさか本当にざるそばとキスするわけには──

「笹ささ岡おかさん……」

「っ!?」

　声に振り返って、戦せん慄りつした。

　白い布地に覆われたふくらみが両腕にはさまれぷにゅんと押し出されていた。

　強きよう烈れつなやわらかさがアピールされ、意識が芯から揺さぶられる。

　そんな誘惑物体を抱えて、潤んだ瞳でオレを見上げるざるそば。

『さあ、太陽より熱いカップル二人の、ファーストキスです！』

　オレはざるそばの顔から視線をそらせなかった。ざるそばのピンク色の唇が、太陽の光でキラリと輝いた。頬ほおは赤く染まっていた。すうっと小さく息を吸う音がやけにはっきりと聞こえた。

　やがて。

「────ん」

　ざるそばが目をきゅっとつむった。

　オレはもう、どうしようもなかった。

『さあこのベストカップルのファーストキスです！』

　本能の命じるままにざるそばの肩をつかみ、唇を近づけていく。

　観客と司会者が何か叫んでいるようだがもはや聞こえなかった。

『二人の初めてのキス！　一体何味なのでしょうかっ！』

「……あっ」

　瞬間。ざるそばの目がパチっと開く。

　だがオレは止まらなかった。止まれなかった。

　唇と唇が、触れ合おうとした──そのとき。

「だ……だめえええええええええええええええええっ!!」

「ぐはあああっ!?」

　ドゴオオオン！　胸に強きよう烈れつな痛み。直後、視界がぐるんと回る。

　ざるそばがやけに遠くに見えるぜ──思った直後、ガゴンッ！

「ぐほっ！」

　頭に衝しよう撃げき。息ができない。体が超熱い。なんだ、何が起きた。

　目を開ける。ざるそばの姿が横向きに見える。ていうかオレが横向きだ。

「さ、笹ささ岡おかさんっ！　ごめんなさい、ごめんなさいっ！」

　どういうことだ。混迷する意識の中で状況を整理する。

　オレはざるそばにキスをしようとして、気がついたらぶっとんでいた。

　なるほどわかった。

　つまりざるそばはキスを拒否してオレをぶっ飛ばしたわけだ。

「……………………ぐはっ」

　最悪じゃねーか！　青い空が暗くなっていく。

「笹岡さん！　ごめんなさい、ごめんなさい、しっかりしてくださいいいっ！」

　薄れ行く意識の中、最後に見たのは、ポロポロと涙をこぼすざるそばだった。
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　夕暮れでオレンジ色に染まった住宅街を歩いていた。足は重い。心も重い。

『作戦は失敗だ。君たちには失望した』

　悪徳作戦本部長からそんなメールが届いていた。

　さんざんだった。

　あのあと、オレが意識を取りもどすと、隣にざるそばがいた。土下座して泣きながら、ざるそばは謝り続けていた。それが数分も続いた後で、病院に行かされた。行かなければ救急車を呼びそうな勢いだったので、しかたなく従った。

　異常はなかったが、検査やら支払いやらで、夕方になってしまった。

　昼食時間帯はとうに過ぎ、作戦は失敗。スポンサー契約試験も失敗。

　そしてなにより──

「…………」

　チラリと隣を見る。

　無言で地面を見つめるざるそばがいた。白ブラウスとミニスカに戻っている。

　病院を出てから、ざるそばと一言も喋しやべっていない。

　聞きたいことは山ほどある。直前でキスを拒否した理由は何なのか。オレとカップルを演じるのが実はイヤだったのか。食べられるのが嬉うれしいというのは、麺めん類るい的な意味でしかないのか。しかし聞けない。理由を聞くのが、あまりにも怖い。

　もし『種族的に無理でした……ごめんなさい』とか言われたら。

　オレは絶望のあまり、そば屋の出で前まえバイクの前に飛び出すかもしれない。

「あの」

　ざるそばが切り出した。オレはごくんと息を呑んだ。

「本当にすみませんでした。治療費は出しますから」

　言いながらざるそばはスカートのポケットから、サイフを取り出した。昔ながらの丸いがま口。その口をパチンと開けて、ひっくり返す。すると硬貨がチャリンと数枚出てきた。五八○円だった。

　オレが出前そばの代金として払った金額だった。

「あ……」

　一瞬、ざるそばの動作が止まる。

「い……今は」

　ざるそばが震える声でつぶやく。

「これだけしかないので……その……お返し、します……」

　代金を返す。オレはなぜか胸に鋭い痛みを覚えた。

「いや、それはお前に払ったんだ、返されたら困る！」

「でも……」

「いいから取っとけ！」

　押し通すとざるそばはようやく受け取った。

　また無言に戻る。とぼとぼと歩きはじめる。

　気まずい。なんとかしたい。でもどうすればいいんだ。

　オレは横目でチラリとざるそばの顔をうかがう。いなかった。

「え」

　慌てて振り返ると、街路樹の下でざるそばが足を止めていた。

「ど、どうした？」

　ざるそばは地面をじっと見て、何かを考えこんでいる様子だった。

「笹ささ岡おかさん……その……」

　一瞬言葉を溜ためて、ざるそばは言う。

「《ロンギヌスの槍やり》は……その、お持ち、ですよね」

「え……ああ、もちろんだ」

　ざるそばにとっては危険物なのだ。肌身離さず持っている。

「返してほしいのか？」

「い、いえ、そうじゃなくって……その……」

　そこで言葉が止まってしまった。

　何かを訴える視線。体が小刻みに震えている。

　なんだ、何を言いたいんだ？　考えるがわからない。

　ざるそばも何も言わない。

　気まずい時間だけが流れた。やがてざるそばがまた視線を地面にやる。

「ご……」

　ぼそりと。

「ごめんなさい……なんでもない……です……」

　明らかになんでもある声。だが問い詰めることはできなかった。

　泣きそうな声のざるそばを追い詰めるなんて、オレにはできない。

　ますます気まずい空気。

　数分が経たったころに、ざるそばがようやく声を発する。

「……笹ささ岡おかさん」

　顔を上げてオレを見る。申し訳なさそうな顔だ。

「わたし、その……家に帰ってもいいでしょうか」

「家に？」

「はい。も、もう暗くなってしまいましたし」

　ざるそばが空を見上げた。太陽が隠れようとしていた。

「それに……ちょっとだけ、疲れたので……今日はもう、休もうと思います」

　やわらかな笑み。

　疲れた、か。確かにそうだろう。激動の一日だった。

「……また会えるのか？」

　一瞬の間があった。

「も、もちろんです。また明日、一緒にスポンサーさん探しをお願いします」

　だったら反対する理由はない。というかそもそも反対する権利などない。

　だってオレはざるそばの彼氏でもなんでもないのだ。

「家はこの近くなのか？」

　問いかけるとざるそばはピクンと身を弾ませた。

「え、ええとええと、は、はい！　このすぐ近くです！」

「そうか」

　送っていこうか、と言いかけてやめた。オレたちは恋人でもなんでもないのだ。

「じゃあ、また明日な」

「はい。今日は本当に──本当に、ありがとうございました」

　ざるそばは上半身を勢いよく折り曲げた。

　オレは手を振って、くるりと振り返る。歩き出す。

　十歩ほど歩いたところで、ちらりと後ろを見た。

　ざるそばが、こちらを見ていた。手に何かを握っている。五八○円しか入っていないがま口だ。それをぎゅっと握っていた。オレの視線に気付くと、口のはじっこを持ち上げて笑顔で応えてみせた。

　オレは駆け寄りたい衝しよう動どうを必死でこらえて、また歩き出した。

　ＭＩＢが提示した期限まであと二日。

　オレはあいつを助けられるのだろうか。

　そもそも助ける資格があるのだろうか。

　わからない。わからないままに、歩き続けた。

　脳のう裏りにはずっと、ざるそばの笑顔がこびりついていた。





第三章　ざるそば（せつない）







　家に戻るとＭＩＢがカップ麺めんを食っていた。

「おい」

「戻ったか（ずずー）」

「おい」

　ふざけんな。センチな気分が一瞬で麺めん類るいな気分になったぞ。

「もうすぐ食べ終える。それまでくつろぎたまえ」

　などとオレの部屋のオレのちゃぶ台の前で言うＭＩＢである。あと食べてるのはたぶんオレのカップ麺だ。だって冷蔵庫の上にあった取り置きのぶんがなくなってる。なんてデタラメな麺類だ。

「なぜオレの部屋にいる」

「鍵がかかっていなかったのでな」

「てめーがレンゲで消滅させたからだろ!?」

「そうだったかな？」

　この麺類はオレをおちょくることしか考えてないと思う。

「まあささいな問題だ（ずずー）うむ、やはり二分半の麺カタこそ至高だ」

　ぴちょん。グラサンにカップ麺の汁が飛ぶ。きたねえ。

「何か拭ふくものはないかね」

「牛ぎゆう乳にゆう雑ぞう巾きんならくれてやるが」

「わけのわからないことを言わないでくれたまえ」

　史上これほど理不尽な要求はない。

　頭痛を抑えているとＭＩＢがごくごくとつゆを飲み干した。

「うむ、ごちそうさま。ではそろそろ──真面目まじめな話をしようか」

「不真面目だった自覚はあるんだな!?」

「いや、麺めん類るいを食べるのは神聖なる行為だが」

「オレの部屋のオレのカップ麺を食う行為を神聖と言い張るのか！」

「本題に入ろう」

「……」

　世界はオレの気力を削そぐように作られているらしい。

「今日は忠告に来た。看過できない《麺類危機ヌードル・クライシス》の予兆を観測したのだ」

　ＭＩＢが懐ふところからスッと何かを取り出した。

　デジタル液晶付きの細いプラスチック製の棒だ。体温計のように見える。

「ＡＩＭ──《麺類否定指数観測機アンチヌードル・インデクス・ミクスチヤ》だ」

「…………」

　猛烈な脱力感がオレを襲った。

　なんでも麺類って名付けりゃいいと思ってないかこいつ。

「見ての通り、測定結果はかんばしくない。昨日はゼロだったポイントが、いまでは五○ポイントを超えている。危険域だ。このまま上昇が続くようならＩＮＣは《麺類保全措置ヌードル・カバリング・ミツシヨン》を発動せざるをえない──わかるな？」

　わあいなんてこった、たいへんだ。

　オレは湯のみをつかんで中身をごくごくと一気に飲み干した。

　飲み終えてからちゃぶ台に置いて、叫ぶ。

「わかんねーよ!?　人類にわかるように解説しろよ!?」

「ふむ」

　ＭＩＢはクイッと中指でサングラスを上げた。

「よかろう。《麺類否定指数アンチヌードル・インデクス》について解説しよう」

「なにィ!?」

　まさかこの秘密主義麺類が本当に解説してくれるとは。

「驚くことではない。《麺類否定指数》のセキュリティレベルはＢマイナス、つまり麺類監督官たる私の判断で一般人に開示してよいレベルなのだ。ただし──」

「ただし？」

　麺めん類るいな予感。

「話の中で他の機密単語が出た場合、仮に《そば粉》と呼称する。ご了承願いたい」

　ほら見ろ。そんな了承ができる人類はこの世に存在しない。

「はじめるぞ。《麺類否定指数アンチヌードル・インデクス》とはＩＮＣの《そば粉》委員であり量子物理学者でもある《そば粉》が《そば粉》した《そば粉》に関する《そば粉》を表す指数だ。一○○を超えると《そば粉》効果により《麺類補完戦争ソバルゲドン》が《そば粉》する」

　腐ったタマゴを投げつけたい衝しよう動どうにかられたが根性で我慢した。

　聞き覚えのある単語が、最後のあたりに出てきたからだ。

「《麺類補完戦争》。きみは覚えているかな？」

　もちろん覚えている。

　ざるそばの背中から生える灰色の触手で、部屋が麺類化していく狂気的光景。グルテンが臨りん界かいするという核物理学者が怒りで卒そつ倒とうしそうな原理らしい。ちゃぶ台にざるそばを戻さなければ、あの光景は更に広がったのだろう。

「さて、重要なのはここからだ。《麺類否定指数》の上昇要因は、麺類要素の否定。ざるそば君が自らの麺類的側面を否定すること──言い換えれば、ざるそばでありたくないと願うことにより、指数は上昇するのだ」

　ＭＩＢはトントンと指でちゃぶ台を叩たたいた。

「昨日《麺類補完戦争》が起きかけた理由は、ちゃぶ台からざるそば君が下ろされてしまったことだ。彼女はちゃぶ台に乗り食べられることで被ひ食しよく願がん望ぼうを満たし、ざるそばであることに満足していた。その前提が崩くずれたせいで、指数が跳ね上がったのだ」

　なんつー麺類的な理屈だ。だが理解できてしまう。

　確かにざるそばの献身性はほとんど異常なほどだ。

　それは本能──つまり被食願望から来ていたのか。

「さらに補足しよう。《麺類否定指数》は積み重ねの性質を持つ。この七年間でざるそば君が積み上げたのは、ちゃぶ台から下ろされた分を含め、五○ポイントだ。私は彼女の記憶を封印することで、積み上げたポイントをリセットした。一時的ではあるにせよ、三日程度は《麺類補完戦争》を防げるはずだった──そのはずが」

　ＭＩＢは《麺類否定指数計測機》の液晶をオレに見せた。

「指数はたった二日で、五○ポイントに戻ってしまった。この意味がわかるかね？」

「────」

　問われて意味を考えてみる。

　指数が上昇する原因は『ざるそばでありたくないと願う』こと。

　つまりざるそばは、ざるそばでありたくないと願ったのだ。

　たった二日で、七年分にも匹ひつ敵てきするほどに、願ったのだ。

　それはいったい、なぜなのだろうか──？

「結論を述べよう」

　ＭＩＢが立ち上がった。

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろう君。きみはもう少し考えて」

　オレをビシッと指差しておごそかに宣言する。

「ざるそば君と《そば粉》すべきだ」

　ズガン。

　ちゃぶ台にオレの頭がぶつかった音だ。

「そこは伏せるんじゃねーよ!?」

「ではさらばだ。私の方でも対策は考えておこう」

　そしてＭＩＢは部屋を悠々と去っていった。

　だめだ、やはりこいつら麺めん類るいの言うことは根本的に信用できない！
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　ぼーっとしていた。

　既に日は暮れていたが、食欲は出てこない。テレビの音が聞こえてくる。甲子園の特集番組が垂れ流しになっている。ぼんやりした頭で見ていると、初勝利を飾ったという公立高校キャプテンのインタビューをやっていた。

『実家はそば屋をやってるんですよ、練習後に食っていて──』

「…………はああ」

　ため息をついて、ごろんと床に寝転がった。

　白い天井を見上げながら考える。

　頭に浮かぶのは、一人の女の子のことだけだ。

　実家どころか名前も体も、ひょっとすると心までもが、ざるそばの女の子。

「ざるそば……かあ」

　およそ女の子の、いや人類の名前ではない。

　どうしてそんな女の子がこの世界に存在してしまっているのだ。

　あいつはいったいどんな人生を──いや麺めん生せいを送ってきたのだ。

　知りたい。

　その思いはどんどん強くなっていく。

「……くそっ」

　もやもやとしたものを、ブンブン首を振って振り払う。

　だめだ、今考えたってしょうがない。

　とっとと風呂にでも入って寝よう──と、そのとき。

　携帯がピピピと鳴った。ざるそばか!?　ガバっと起きて見る。

「なんだ野の乃の夏かか」

　我ながらひどいことをつぶやきつつ、電話に出る。

『やっほ、こーた。まだ生きとる？　電車に飛びこんでへん？』

　こいつもひどい。さすがオレの幼なじみだ。

『首領から伝言や、『余は失敗に寛かん容ようだ、もう一度チャンスを与えよう』やって』

「……そうか。そいつは、ありがたいな」

　ほかにスポンサーのあてなどないのだ。

『あと、ざるそばちゃんおる？　今日のことフォローしときたいんやけど』

　反射的にちゃぶ台を見る。ガランとしている。

　ズキリと胸に痛みが走った。言いしれぬ喪失感を覚えた。

　そこに美少女が正座しているほうが本来はおかしいはずなのに。

「……家に帰ったよ」

『またまたー。ウソついたらあかん。連れこんどるやろ？』

　なぜか確信に満ちた声である。

「オレにそんな甲か斐い性しようねーよ」

『そーゆー問題ちゃうやろ。ざるそばちゃん、帰るとこないんやから』

「…………は？」

　次の言葉を発するまでに、五秒の間を要した。

「待て。それどういうことだ!?」

『記憶なくして帰る家も思い出せんのやろ？　昨日聞いたんやから』

　そんなバカな。あいつは家はすぐ近くだって言ってたはずだ。

　思考をフル回転させて、ざるそばとの会話を思い出す。

　ついさっきのことだ。別れる直前、夕暮れの交差点。

『え、ええとええと、は、はい！　このすぐ近くです！』

　そう言ってあいつは笑っていた。

『今日は本当に──本当に、ありがとうございました』

　オレをまっすぐに見つめて目をそらさない。

　それはざるそばの得意な──強がりの笑顔だった。

『だからそこにおるのはお見通しや。ほら早く代わ──』

「すまん切る！」

『え、ちょ、こーた？』

　聞き出しておいたざるそばの番号を出す。即そく座ざにかける。

　出てくれと祈りながら、スピーカーに耳を押しつける。

　すぐに聞き慣れた女性の声が聞こえてきた。

『おかけになった電話は電波の届かない場所にあるか電源が入っていない……』

「あの──馬鹿っ！」

　ベッドから跳び降りる。愛用のママチャリの鍵をひっつかんで部屋を出る。

「ちくしょうっ！」

　アパートの階段をカンカンと駆け下りる。

　夜の街で、一人放り出されるざるそばの姿が脳のう裏りに浮かんだ。

　探しに行かなければならない。

　だってあいつは、オレのざるそばなのだ。
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　チャリでひたすら走り回る。別れた交差点に、既にざるそばはいなかった。そこから周辺の住宅街を走り回ったが、見つからなかった。だからまた走り回った。シャツが汗でびしょびしょだ。慣れない運動で足が攣りそうになっている。

　それでもオレは走った。

　探すのを止めるわけにはいかなかった。

　じっとしていると、泣きながら笑うざるそばが脳裏に浮かんでしまうのだ。

「くそ、どこだ……考えろっ」

　聞きこみをしてみるか。あいつの外見ならいくらでも説明できる。

　サラサラした黒髪、童どう顔がんと不釣り合いに大きな胸、黒いリボン。

　それから、それから──

「やっぱさっきの子、惜しかったよなあ」

　隣から男の声がした。振り向くと二人連れのチャラそうな奴やつらだ。

「あんなロリ巨乳見たことねーよ。しかもパンツ見えそうな座り方で」

「ぜったい誘ってたよな。くそ、邪魔さえ入らなけりゃなー」

「そこのお前っ！」

　叫ぶと二人組が振り返った。

「その女の子、どこで見たっ!?」

「へ？　誰だよお前」

「オレのことなんかどうでもいい！　どこだ！」

「あっちの海浜公園だけど。おまえもナンパ？」

「だったらムダだぞ。もうお持ち帰りされてるころだろ」

　信号が青になった。ペダルを踏みこみながら、叫んだ。

「そいつはオレのざるそばだ！」

「「は？」」

　想像よりも遥はるかにまずい事態だ。急がなければ。

　ぐんぐんと加速して公園に向かう。

　数分ほどで、海浜公園にたどりついた。

　入口の車止めのポールをすりぬけて、そのままチャリを走らせていく。夜の海が見える海浜公園。十数個並んだ海岸沿いのベンチは、たくさんのカップルが占拠している。ざるそばの姿はどこにも見えない。

　お持ち帰りというナンパ男の言葉が、脳内に反響する。

　ふざけんな。あいつを持ち帰っていいのはオレだけだ。

「どこだよ──くそっ！」

　毒づいていると、ポケットで何かがブルブル震えた。

　取り出すとフォークが震えていた。鈍い銀色に光っている。

「なんだこれ……？」

　柄を握ると、なぜか強きよう烈れつな空腹感を覚えた。

　ぐいぐいとどこかに引っ張られるような感触がする。

『その《ロンギヌスの槍やり》で、彼女を食べたまえ』

　昨日のＭＩＢの言葉を思い出した。

　この引っ張られる方向に──ざるそばがいるのだろうか。

　オレはそちらにチャリを走らせた。公園の奥深く、森の茂みに、小さな小道が続いていた。薄暗いその道をチャリで通り抜けて行く。小さな広場に出た。粗い木造りの小さなテーブルがライトでぼうっと照らされている。

　瞬間、意識を奪われた。

　女の子がいた。

　白いブラウスに紺のミニスカート。別れた時そのままの姿の、ざるそばだ。

「で、ですからその、そういうつもりではっ！」

　が、いたのはざるそばだけではなかった。

　ざるそばの腕をつかむ、筋肉質のデカい男が見えた。

「あはは、ポーズはもういいって。誘ってんでしょ、そんなパンツ見えそうな格好で」

「あの、わ、わたしはそんなつもりじゃなくてっ！　本当に、違うんですっ！」

「じゃあなんでテーブルに正座なんかしてるのさ」

「わたしはその、ざるそばなので！」

「へ？」

「ざるそばなので！」

　沈黙の時間。

「ごめん意味がわからない」

「わたし、姫ひめノの宮みやざるそばといいます。ざるそばだから、テーブルにあがるんです」

　いつか聞いた説明を、必死な様子で繰り返すざるそば。

　男は口をポカンと開けた間抜けな表情で止まっていた。

　やがて。

「──うわっはははははははは！」

　腹を抱えて笑い出す。

「なにその冗談！」

「え……あの、冗談ではなくて、本当に……」

「いや面白いね君！　芸人になれるよ！　で、本当はなんていうの？」

「え」

「本当の名前、教えてよ。麺めん類るい用じゃなくて、人類用の名前ね」

　その言葉で。

「…………あ」

　じわりと。ざるそばの目に涙が溜たまった。

「てめ──っ！」

　そのへんで既にオレは限界だった。プチプチと頭の中の血管がキレていた。

　何てことしてやがるこのクソ野郎。オレが五八○円払った出で前まえざるそばを──

「何泣かせてやがんだあああああああああっ！」

　ギャリギャリギャリ！　ドゴオオン！

「ぐっはあああっ!?」

　ひき逃げアタックでぶっとぶ男。地面の上をドガガと転がっていく。

　やっちまった。だがかまうものか。ざるそばを泣かせやがった男だ。

「笹ささ岡おかさんっ!?」

　背後からの心が休まる声。振り返るとざるそばがいた。

　思わず抱きつきたくなったが、視界の端で男が立ち上がるのが見えた。

　やべえさっさと逃げないと。オレはざるそばに手を差し伸べる。

「後ろに乗れ！」

「えっ……」

　躊ちゆう躇ちよするざるそばの左手をぐいっとつかみ、チャリの荷物置きに誘ゆう引いんした。

「捕まってろ！」

「は──はいっ！」

　ぎゅっと腰に手が回った。抱きしめられる。

　むにょおおおんと巨大なマシュマロ物体が超押しつけられた。

「」

　ありえない大きさとやわらかさ。体よりも精神が圧迫される。胸の奥で何かがグツグツゆだっていく。いや落ち着けオレ。ざるそばと二人乗りしただけだ、そば屋の出で前まえバイトなら誰だってこの感触に耐えているのだ──本当にそうか!?

「てめっ、いきなり何しやがるっ！」

　男が立ち上がってオレに怒りの表情を向けてきた。走ってくる。

　いかん、やわらかぷにょん感覚を堪たん能のうしてる場合じゃない！

「おおおおおおっ！」

　オレはただのそば屋のバイトで、背中の天国的圧迫はただの出前ざるそばだ。

　必死に思い込むことで煩ぼん悩のうを抑えつつ、ペダルを回しまくる。

　三分後。

　カップルのたむろする海辺の休憩所に戻ってきた。

　ここまで来れば大丈夫だろう。チャリを止めてベンチに座る。

「……お、おまえも座れよ」

　声に促うながされて、ざるそばはチャリの荷物置きから下りた。そしてベンチの前のテーブルに上ると、当然のように正座になった。オレの目線が胸とこんにちは。そんな異常な状況なのに、なぜか心は落ち着いてくる。

　視線を上げると、オレを不安そうな顔で見下ろすざるそばがいる。

　さて──何を話すべきだろう。

　と、ドオンと、轟ごう音おんが響いた。

　見上げると空に色とりどりの花火が上がっていた。

　花火に照らされ、周囲のベンチで肩を寄せ合う、恋人たちが見えた。

　オレたちも他人からは恋人同士に見えるだろうか？　一瞬思って、すぐに無理だと思った。というか『うわ変態だ……』という声が聞こえる。そりゃまあ、ハタから見ればいたいけな女の子をミニスカでテーブルに正座させる変態男だ。

　それでも彼女をテーブルから下ろすことはできない。する気もない。

　ナンパ男を爆笑させてしまうほど無む茶ちや苦く茶ちやな姿勢だけど。

　ざるそばにとっては、これが普通のことなのだ。

　オレは何かを言おうと口を開けた。

　瞬間、ぐーと、腹が大きく鳴った。

　そういや晩飯も取らずに飛び出してきたんだった。

「腹が減ったな……」

「……え」

　ざるそばが、オレの腹に視線を落とした。

　ぱちぱちとまばたきをする。

「あ……あの、さ、笹ささ岡おかさん、その……」

　やがて決心の表情を浮かべて。

「め……召しあがって……いただけますか……？」

　何を、なんてのはもう聞かなくてもいいことだった。

　オレはうなずく。

「あ……っ」

　ざるそばが恥ずかしげに笑った。とんでもなくそそる笑顔だった。

　ざるそばはブラウスのポケットからわりばしを取り出した。髪の毛をプチンと引き抜いてわりばしに巻きつける。サッサッと空中でわりばしを動かす。わりばしの軌跡にそって光がキラキラと舞う。やがてピカリとフラッシュ。

　光が収まったとき、わりばしに引っかかったざるそばが出現していた。

「ふー、ふー」

　麺めんに吐息でタレをつける。

　胸リボンを千切ってパラパラ撒き、刻み海の苔りまみれにする。

「できました……どうぞっ」

　あーんと突き出されたざるそばを、無む心しんでずるずると吸い上げた。

　舌の上を冷たい麺が通り抜けた。ごくんと飲み終える。

「うまい」

　感想を告げるとざるそばがパアッと微笑ほほえんだ。

　鼓こ動どうが落ち着いていく。加熱していた頭が冷えていく。

　今ならなんでも言える気がした。

「なあ、ざるそば」

「はい」

「今日はオレが悪かった。すまない」

「え？」

　ざるそばが、パチパチとまばたきをした。

「すまないって……え、なんのことですか？」

「海でのこと。付き合ってもないのにキスとか嫌がって当然だった、ごめん」

「え……え、そ、そんなっ！」

　と、ざるそばが声を荒らげた。長い黒髪を振り乱す。

「笹ささ岡おかさんはぜんぜん悪くないです！　あれはただ、わたしが、そのっ！」

　そこでざるそばは言葉を止めた。

「……その」

　ざるそばは手元のわりばしと麺を交互に見つめた。

「悪いのは……笹岡さんじゃないです。わたしが、いけないんです」

　つぶやいて、黙りこんでしまった。理由は言いたくないようだった。

　だったら無理に聞き出すわけにはいかない。

　聞きたいけど、オレのわがままでざるそばを悲しませるのはイヤだ。

「帰る家、本当はないんだよな」

　だからオレは話題を変えることにした。

「えっ」

「野の乃の夏かに聞いたぞ」

　ざるそばは視線を落として気まずそうな様子。

　やっぱりそうか。だったら、まあ、迷うことはない。

　オレはポケットからキーホルダーを取り出してざるそばに渡す。

「これは……鍵、ですか？」

「狭くて汚いけどベッドはあるし、ロックもかかるから──いや待て」

　よく考えたらドアの鍵穴はＭＩＢのレンゲに消滅させられてた。

　この鍵、何の意味もないじゃないか……。

「ま、まあチェーンは残ってるから大丈夫だろう」

「あの……どういうことですか？」

「泊まるところないんだろ。オレの部屋を使ってくれ。オレはよそに泊まるから」

　数秒の間があった。

「だ、ダメですっ！」

「気にすんな。一晩ぐらい友達のとこに泊まるから」

「お友達さんのご迷惑になっちゃいます！」

「どーだっていいよ、そんなもん」

「ダメです、とにかくダメです！」

　まだ抵抗する。コシのあるざるそばだ。

「わたしなら大丈夫ですから！　野宿でぜんぜん平気ですから！」

「今さっき襲われかけてた分際で、なに言ってんだおまえは」

「……あ」

　一瞬、言葉に詰まった様子のざるそば。

「そ……それでも、ダメです。笹ささ岡おかさんにご迷惑をかけるわけには……」

「つってもな。野宿はダメだし、オレと同じ部屋に泊まるのもイヤだろ」

　ざるそばが首をちょこんとかしげた。

　やがて意味を理解したらしく、頬ほおが徐々に赤くなっていく。

　わりばしを持つ手を口元にやり、視線をオレからそっと外す。

「あ……え、えと、その……」

　キュッとミニスカを指でつまむ。

「わ、わたしは……さ、笹岡さんがイヤでないなら……その」

　ばくん。

　心臓が勢いよく跳ねた。

「い、一緒の部屋でも……か……かまわないです……けれど……」

　待て。ちょっと待て。

「……………………あぅ」

　頬を染めたまま、うつむいてしまうざるそば。

　え、こいつと本当に、一緒の部屋で寝るの？

　この、どうしようもなくえろい──ざるそばと？





　＊　＊　＊






　ぷにょむにゅうううん。

　二人乗りで背中を圧迫し続けるやわらかく大きな物体の音だ。

　帰宅途中、ソレを押しつけて『んっ』と小声を発するざるそばの誘惑に、ついにオレは打ち勝った。ざるそばお持ち帰りに成功した。自分を褒めてやりたいと思った。これならどこのそば屋でもバイトできるはずだ。

　だが部屋に戻るとざるそばは新たな試練を繰り出してきたのだ。

『すみません……お、お風呂、お借りしてもいいでしょうか』

　温かいお湯にまみれてホカホカと湯気を立てる、ざるそば。

　しかも大盛りだ。何がってざるそばが。ぜってえ耐えられない。

『あっそうだ着替え買ってくる！　すぐ戻るから！』

　だから逃げた。

　それが、十五分前のことだ。

　オレは今、近所の『しまむら』の駐車場にいる。九時の閉店前になんとか買うことができた。右手のビニール袋の中身は二日分の寝間着と、女性店員に『女の子用のを二つ！　スリーサイズはこれで！』と恥を忍んで見つくろってもらった──白い下着。

「……う」

　妄想がふくらんでしまう。ベッドにちょこんと正座するパジャマ姿のざるそば。大きなまくらをぎゅっと抱きしめている。オレを熱っぽい視線で見つめている。やがてぷちぷちとボタンを外し、上下で三九八○円の白いフリルつきの布があらわに──っ！

「だあああああっ！」

　ぶんぶんと首を振って妄想を振り払った。また、海の時と同じ過ちを繰り返すつもりなのか。えろいことを考えてはいけない。オレに好意を抱いているように見えたとしても、それは別に恋とか愛とかいう感情ではないのだ。

　そうだ、だいたい歳としも離れてるじゃないか。

　確かまだ十五才だ。未成年だ。手を出したら逮捕される。容疑はたぶん食い逃げ。でも五八○円払ったし責任とって食べるつもりだし、そもそもそばは新そばが一番うまいわけだし断固として無罪を主張したいところだがちょっと待てどこで思考が狂った。

「あの、そこの人。少しよろしいでしょうか」

　声に振り返ると婦警さんがいた。って待て！

「オレは無実です！　ざるそばを食べただけです！」

「は？」

　いや落ち着けオレ。まだ何もしちゃいない。

「大丈夫ですか？　このあたりで変質者が目撃されたのですが」

　婦警さんは手帳をぺらりとめくった。

「心当たりはないでしょうか。ええと、金髪で長い髪、身長一五○センチほどのコスプレ女です。海水浴客を殴り倒して『私は麺めん類るいじゃない！』と叫びつつ、極太の金色レーザーを放って黒焦げアフロにした……という証言ですが最後は幻覚でしょうね」

　すみませんそれたぶん本物です。本物のアレです。

「いやあ誰だか知りませんが危ないヤツですねハハハ」

「ご協力に感謝します。見かけたら一一○番してください」

　オレはテキトーに挨あい拶さつして、そそくさと駐車場を去った。

　曲がり角を越え婦警さんが見えなくなってからため息をつく。

　間違いなくルナだ。

　レーザーぶっ放して黒焦げアフロって、何やってんだあのアホは。

　本当に魔法を使えるんだからもっと有効活用すればいいのに──

「あ」

　魔法で、思い出した。ルナの《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》とかいう魔法。

　本人は本物のアレだが、あの魔法は本物だった。なにせざるそばのスリーサイズという全人類から秘ひ匿とくすべき真実を暴いたのだ。ちゃんと質問を選べばスリーサイズより更に貴重な情報が得られるはずだ。いやそんな情報があるかどうかは別として。

　幸いこのあたりには土地勘もある、少し探してみよう。

　そして三分後。

「いるし」

　すげえ簡単に見つかった。家から三分、七階建てマンションのゴミ捨て場。

　ポリバケツの裏に金髪が輝いていたのが見えた。回りこむ。

　ルナがいた。体育座りだった。あと全裸だった。

「なぜに!?」

　目を疑うが、確かに何も着てない。全身肌色だ。ヒザで小さな胸の先端を隠している。魔法のステッキを地面について、太ももの間を隠している。つむった目から、ボロボロと涙がこぼれているのが見えた。ひっくひっくと泣いている。

　そのとき風がびゅおうと吹いた。

　ビニール袋がガサリと音を立てる。瞬間、ぱちり。ルナの目が開いた。

「誰っ……え、あ、笹ささ岡おか光こう太た郎ろうっ!?」

　立ち上がろうとして、すぐにペタンと崩くずれ落ちる。

　右側に両足をずらし、太ももをぴっちりとつける。

「や、やだ……見ないでっ！」












　満月の明かりに裸体が晒さらされていた。白い肌に、ぺったんこの胸。

　縮こまったルナの姿は、隣のポリバケツより更に小さく見える。

　さすがに申し訳なくなり、オレは視線をそらした。

　どうする。見なかったことにして帰るか。

　でも聞きたいことはあるんだよな。しょうがない。

「服なら、あるぞ」

「えっ」

　オレはビニール袋をルナに押しつけた。ざるそばのための着替えだったが、今日と明日用の二着ある。だったら一着渡してもいいだろう。サイズはたぶん合わないだろうが──特に胸が。

「え……これ」

　ルナはガサゴソと中身を取り出した。

　少しだけ躊ちゆう躇ちよする様子を見せるが、すぐに、

「う、後ろ向いてて」

　言われたとおり背中を向けた。

　夜空の満月を見上げて着替えを待つ。数十秒ほどで、衣きぬ擦ずれの音は止やんだ。

「もう、いいわ」

　振り向くと、ピンク色のパジャマを着たルナがいた。

　魔法のステッキを両手で握り、じっとオレをにらんでいる。

「は……ハダカだったのは、ヘンな趣味とかじゃないからね！」

　そんなこと聞いちゃいない。だがルナは続ける。

「コスチューム維持用の《夢因子ドリーミイ・フアクト》が、ＩＮＣの陰いん謀ぼうで切れちゃっただけ！」

「……だからなんなんだよ、その謎なぞ因子は」

「夢とロマンの根源となる魔法的な因子よ」

　そんな説明で納得できるのは麺めん類るいだけである。

「海岸でナンパ男を退治してたら、私のことを『なんだこの化け物麺類！』って侮ぶ辱じよくしてきたヤツがいたの。そいつは全力の《月面波動砲ルナテイツク・サテライト・キヤノン》で制せい裁さいしたんだけど、全力すぎてコスチューム維持のぶんも《夢因子》を使いきっちゃって」

　用語は意味不明全開だが話は理解できた。つまりまごうことなき変質者だ。

「侮辱されたからって一般人にレーザーぶっ放すなよ。アホかおまえ」

「だ……だって！」

　ルナの声が大きくなった。目の端っこに涙がじわりと浮いている。

「こんなのおかしい、私は麺類なんかじゃない！」

　金髪をぶんぶんと振り乱して、ルナは一気に叫ぶ。

「夢とロマンの結晶、月と真実の魔法少女に、私はなった！　なのに、どうしてこうなるのよ！　私が憧れた魔法少女は麺めん類るいスポンサーの名前なんか叫ばない！　警察に追われてハダカでゴミ捨て場に隠れたりもしない！」

　涙がだくだくとあふれて、ぽたりと足下のゴミに落ちた。

「こんな──こんな麺類的な世界は、絶対に間違ってるッ！」

　ルナの叫び声がむなしくゴミ捨て場に響いた。

　言い切ったルナは、ぜえぜえと息をついてオレを見ている。

　世界は間違っている。確かにそのとおりなのかもしれない。

　この二日間というもの、麺類的な出来事しか起きていないのだ。

　しかし完全に同意することはできなかった。瞳に狂気の光を宿らせるルナが正しいとも思えなかった。ルナもＭＩＢもこの世界も、等しく狂っている気がした。だから沈黙するしかなかった。

　頭上に輝く満月が雲に覆われていく。

「……笹ささ岡おか光こう太た郎ろう。お願いがあるわ」

　ルナが言った。冷たい視線。涙はもう止まっていた。

「秘密結社《ブラック・エイボス》との契約、明日こそ成立させなさい」

「お願いされなくてもそのつもりだが」

「ならいいわ。じゃあまたね」

「待て、こっちも聞きたいことがあるんだよ」

「なによ。姫ひめノの宮みやさんのこと？」

「……まあ、とりあえずそれだな」

　本当はルナじゃなくて《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》に聞きたいのだが。

　回数制限があるようだし、とりあえずルナにも聞いてみるとしよう。

「魔法少女協会《マジカル・エイボス》への申請内容なら知ってるけど」

「それを話せ」

「本名、姫ノ宮ざるそば。十五才。スリーサイズはあなたの知ってるとおり」

「そこまではいい」

「母親は出産時に逝去。八才の時に量子物理学者の父親、粉こな彦ひこに体を麺類に改造される」

「粉彦っていうのか」

　娘にざるそばと名前を付けた、狂った父親のはずだ。

「ちなみに粉彦はその後、ＩＮＣの委員長に就任したそうよ」

「なんだって？」

　一気にきな臭くなってきた。

「その粉彦は、ＩＮＣで何をやってたんだ？」

「……娘を麺めん類るいに改造するようなヤツの考えが、マトモなわけないでしょ」

　ルナの目がぎらりと光った。

「もちろん麺類的な陰いん謀ぼうを企たくらんでいたのよ。絶対に許さないんだからッ……」

　ルナは独り言のように、ぶつぶつとつぶやきはじめる。

「あとちょっと、あとちょっとなのよ……ようやく《概念破壊兵器アンチ・ヌードリツク・ウエポン》の目め処どがついたんだから。あとは《世界の真実》へのアクセスルートさえつかめれば……ＩＮＣの腐りきった麺類どもが、いったいどこに隠したの──」

　謎なぞの麺類単語群がいきなり頻出している。

「おいこら少し説明しろ。《世界の真実》ってなんだよ」

　聞くとルナはじーっとオレの目を見た。やがて小さく首を横にふる。

「……それはまだ秘密。あなたを完全に信用したわけじゃないもん」

　なんて秘密主義者な魔法少女だ。ＭＩＢとそっくりである。

　まあいいや、どうせくだらない秘密だろう。

「で、他の質問はある？」

「本当は《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》にいろいろ聞きたいんだが……ムリだよな」

　ルナ曰いわく《夢因子ドリーミイ・フアクト》とやらが尽きているらしいし。

　ルナは魔法のステッキの先端、赤い宝石を見やった。

「ん……いけるかも。少し回復してる」

「マジか？」

「前回から一日は経たってるし……服の分の借りは返さないと」

　ルナは魔法のステッキに祈りの言葉を捧ささげ始めた。

　詠唱が終わると、ボウン！　小さな月がルナの目の前に浮いた。

　光は昨日より弱々しい。ルナは不満気に目め尻じりを吊つり上げた。

「使えたけど……パワー不足みたい。ええとテスト、姫ひめノの宮みやさんの本名は？」

『ビー。《夢因子》不足です』

　やはりダメらしい。オレはふーっとため息をついた。

　まあいいか。ざるそばの父親の名前は聞けたのだ。

　ルナに礼を言おうとした──そのとき、ポケットから振動音。

「携帯……じゃない？」

　ズボンのポケットに手をやる。銀色にぼうっと光るフォークを取り出す。

　振動しているのはこれか。

　柄を持つと猛烈な空腹感を覚えた。

　さらにぐいっと引っ張られる感触。数十分前と同じ現象。

　しかし引っ張られる先は、ざるそばのいる方向でも、ルナでもなく。

　ルナの前に浮いている《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》だった。

「なんだこれ……？」

　この月が麺めん類るいってことなのか？

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろう、それ」

「あ、やべ」

　慌ててフォークをポケットに隠す。ルナはこれに執着していたのだ。

「え、《ロンギヌスの槍やり》が《真実の月鏡》に……え、なんで……」

　じいっとすぐそこに浮く月を見つめ続けるルナ。

　びゅおうと風が吹いた。ルナの長い金髪が風で流れた。その風が止やんだあたりで、月はブウンと残像を残して消えた。それでもルナは動かなかった。月が浮いていたあたりを、口をぽかんと開けたまま、じっと見つめていた。

「おい、何ボーっとして──」

「笹岡光太郎、礼を言うわっ！」

　ルナが叫んだ。

　目に銀色の光。ぞくりとさせられる輝きだ。

「おい、大丈夫か？　いつもより更に目が正気じゃないぞ」

「あはは、面白い冗談ね！　私はいつだって、誰よりも正気よ！」

　その言動は既に正気ではない。

「ふふふ、やった、やったわ！　ついに突き止めたわ！」

「だから何をだよ」

　ツッコむが聞いちゃいない。手を天に掲げて、うっとりとした表情で歩く。

「私はやっぱり夢とロマンの結晶の魔法少女──ってきゃああっ!?」

　ガツン。ルナがポリバケツに引っかかってずっこけた。

　ボスン！　むきだしのゴミ袋に頭から突っこんだ。

「うおおおい!?　おまえ何やってんの!?」

　慌てて引っ張る。綺き麗れいな金髪にちぢれたスパゲティ麺めんがついていた。

「ううう……麺類の陰いん謀ぼうねっ！　で、でもっ！」

　ルナは夜空を見上げた。魔法のステッキで満月をビシっと指した。

「私は絶対に──負けないんだからっ！」

　だから何と戦ってるんだ、こいつは。
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　ルナと別れて自室に戻ると、ブラウス姿のざるそばがちゃぶ台に正座していた。着替えが入った袋を渡すと、びっくりした様子だった。

「ごめんなさい……わたしなんかのために……」

「いや気にすんな、安かったし」

　謝りつつ、中身を取り出していくざるそば。

　上下のパジャマを出したあたりで、ふと顔を上げる。

　口元をビニール袋で隠しながら、オレをじっと見つめる。

「その……」

　言いにくそうにつぶやくざるそば。

「き、着替えの間……後ろを、その、向いていただけないでしょうか……」

「っ!?」

　頭に強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走った。

「──いや、外で待ってる！」

「え、そ、そこまでしていただかなくとも」

「待ってる！　じゃあな、十分後に入るから！」

　根性で叫んでドアから飛び出た。ばくばく跳ねる胸を右手で押さえる。

「あいつ無む防ぼう備びすぎる……っ！」

　すーはーと深呼吸を何度かして落ち着こうとする。

　しかし無理だった。だって背中越しのドアの向こうでは、ざるそばがその強烈なスタイルを晒さらしながら生着替えを繰り広げているのだ。つまり、生そばだ。なんて甘美な響きだ。きっと香り豊かに違いない──だめだ煩ぼん悩のうが止まらん！

「ざるそばが一枚、ざるそばが二枚、ざるそばが三枚……っ」

　ドアにどんと背中をつき、煩悩を払うためにつぶやく。

　しかしざるそばと言うたびに、あいつの驚異的スタイルが脳のう裏りに浮かんでしまう。

「だーっ、だめだ！　別のことを考えないと！」

　萎なえることを考えないと。ルナのこととか。

「あ、そうだ。姫ひめノの宮みや粉こな彦ひこ──だったな」

　ルナからようやく手に入れた、ざるそばの手がかりだ。

　学者らしいし、論文の一つや二つはネットに転がってるかもしれない。

「何か手がかりがあればいいんだが」

　名前を携帯で検索する。ＷＥＢ百科事典に載っていたので開いてみた。




『姫ノ宮粉彦　（日本の量子物理学者、生没年不明）


　・一人娘に『ざるそば』と名づけた鬼畜外道。

　・麺めん類るいに関する悪いことを企たくらんでいる。

　・《麺類天昇ヌードリツク・アセンシヨン》で《世界の真実》と一体化した。』






　三行しかない。しかも内容が電波極まってる。

「誰だこんなモン書いたの」

　改変履歴を見てみた。最終更新日付は五分前。

　更新者は『月と真実の魔法少女』。

「ルナじゃねーか!?」

　独自研究を載せてんじゃねーよあのへっぽこ魔法少女。

　オレは携帯をポケットにしまった。だめだ情報がない。

　あいつの、ざるそばのことをもっと知りたいのに。

「……ざるそば、かあ」

　本名も体も心も特技もざるそばの、いたいけな女の子。公園のテーブルでナンパ男に名前を聞かれただけで泣いてしまう少女。絶対に守らないと。二度とあいつを泣かせないようにしないと。だってあいつは、オレの出で前まえざるそば（どがしゃあっ！）。

『きゃっ!?』

　ざるそばの悲鳴。

「どうしたっ!?」

　瞬間、オレは動いていた。ガチャンとドアを開ける。

　ざるそばの向こう、テレビの横で、甲子園録画ＤＶＤの山が崩くずれていた。先ほどのガシャン音はそのせいらしかった。だがそんなことはどうでもよくて、問題はざるそばが着替え中だったということだ。

「あ」

　黒く長い髪が、背中の肌色とコントラストを描いていた。

　ざるそばのブラウスとスカートは床に落ちていた。

　代わりに、白くてフリルのついた薄布が見えた。

　その薄布が、ざるそばの体を窮屈そうに締めつけていた。

「……え」

　ざるそばが振り返った。上半身が見えた。

　何もつけていなかった。

　だから見えた。なだらかなラインを描く肌色のおわん状の物体。シャワーで上気してほんのりと赤い。やわらかそうにぽよんと揺れる。服の上から夢想していたより、遥はるかにでかい。その先端が見えそうに──

「あ……うあっ」

　ざるそばのか細い声。

　とたん、凄すさまじい罪悪感が襲ってきた。

「ごめんっ！」

　バタン！　超速でドアを閉めた。

　ドアにダンっと背をついて思いっきり抑えた。

　心臓がどきどきどきっと、とんでもない勢いで跳ねている。

　やばい。やばすぎる。

　アレは地球上でいちばんえろいざるそばだ。どんな人類でもかなわぬえろさだ。

　爆発しそうな胸を懸命に押さえていると、ドアの向こうからくぐもった声が響いた。

『……あ、あの、もう大丈夫です』

　ざるそばがギギイとドアを開けた。

　買ってきた薄いブルーの寝間着に身を包んでいる。いちばん上のボタンまできっちりはめられている。それでも隠しようがないぽよよん物体が、パジャマを大きく押し上げ──ってこんな思考がいけないんだ！　いい加減にしろオレ！

　全力で頭を下げようとした、そのとき。

「ごめんなさい、笹ささ岡おかさんっ！」

　全力で謝られた。腰がくの字に折り曲がり、長い髪は床につきそうなほど。

「いやいやいや、謝るのはこっちだろ!?」

「いえ、わたしが悪いんです！」

　涙目で強硬に主張するざるそば。なぜだ。土下座して謝るべきはオレなのに。

「ごめんなさい……わ、わたしなんかの……」

　両腕で大きな胸をそっと隠して、つぶやく。

「お、おかしい体を……その、お見せしてしまって……」

　おかしい。ああ、確かにおかしいさ。全男性の脳を溶かし尽くすおかしい体だ。

「……そのっ！　か、勝手ながら、お、お願いがっ！」

　ざるそばが叫んだ。上目遣いでじっとオレを見つめる。

「さっきの……わ、私の体は、その、忘れていただけないでしょうか！」

「忘れろ!?」

「はい、すみません、どうかお願いしますっ！　忘れてください！」

　ぺこぺこと頭を下げて無む茶ちやを言うざるそばだった。





　＊　＊　＊






　何が何だかわからないが、ざるそばに押し切られ約束してしまった。オレは忘れなければならない。すらりとしたラインを描く背中を。両手に余りそうな豊満極まる二つの天国物体を。まぶしいほどに白い薄布を。ざるそばのすべてを。

　ベッドの上で腕組みして集中する。

　おそろしく困難な挑戦だ。無名公立校が甲子園優勝を狙ねらうより困難だ。

　それでもざるそばとの約束だ。人類と麺めん類るいの種族間条約だ。

　絶対に守らなければ、神よオレに力を──ッ！

「あの、笹ささ岡おかさん」

　祈っていたら声がした。おそるおそるまぶたを開ける。

　ざるそばが布団を重そうに抱えていた。

「わたしが寝る場所なんですけど」

　どきり。まさか『ベッドで一緒に』とか言い出すつもりか。ざるそばと同どう衾きんとか考えただけで、全身からそばつゆが噴き出そうだ。オレの自制心はコンマ三秒で砕け散るに違いない。それだけは断固として拒否せねば──

「ここで寝てもいいでしょうか」

　ざるそばが指差した先は、ちゃぶ台。

　ひゅるりと、部屋を生ぬるい風が吹き抜けた。

「ちょっと待て」

「ちょっと待ちます」

「それはちゃぶ台をコタツにしてその下で寝るという意味だろうか？」

「どちらかというとコタツにしてその上で寝ます」

　わけがわからない。

「あの……こ、こんな風にです」

　と、ざるそばはちゃぶ台上に座った。それから横になり、子猫みたいに体をきゅっと丸めた。ヒザとヒジで上下に挟まれた大きな胸が、ぷにんと楕だ円えん形けいにゆがんだ。そんな格好のざるそばが、オレに悩ましげな視線を向けている。

「────っ！」

「あの……だめでしょうか。こ、このほうが、慣れてるんです」

　早まるなオレ。こいつは人類じゃなくて麺類なのだ。

　今のは誘惑じゃなくて、本当にこの体勢が落ち着くだけなのだ！

　葛かつ藤とうを抑えこんで、なんとかうなずく。ざるそばは安心した様子だ。

「では失礼します」

　ざるそばはちゃぶ台に敷布団をガバっとかけてコタツにした。

　その上でぺたんと女の子座りになる。さすがに寝る前は正座を崩くずすらしい。

「あ……先にこれ、片づけます。崩してすみません」

　と、ざるそばがテレビのそばに寄った。崩れた甲子園録画ＤＶＤ群に手をつける。

「そんなの放っといていいぞ」

「ダメです。笹ささ岡おかさんの大事なＤＶＤです」

　ざるそばがＤＶＤケースの一枚を持ってオレを見上げる。

「笹岡さんは、野球がお好きなんですよね」

「好きなのは野球というか、甲子園観戦というか」

「野球と甲子園は違うんですか？」

　実に哲学的な質問である。

　少し考えてから、オレは答える。

「ざるそばと鴨かもせいろぐらい違う」

「それはものすごく違いますね！」

　やはりこの比ひ喩ゆで通じてしまうらしい。

「野の乃の夏かさんも昨日、甲子園が大好きだって言ってました。わたしはあまり甲子園を知らないと言ったら、野乃夏さんが『それはあかん！』と仰おつしやって、色々なマンガを紹介していただきました」

「どんな？」

「ええと……『逆境ナイン』と『地獄甲子園』がオススメだそうです」

　名作ではあるが誤解させるつもりしかないラインナップだ。

「その二つも面白いけど、普通の甲子園も知っておいたほうがいいぞ」

「普通の……ですか？」

「なんなら一度行ってみるか？　今ちょうど夏の大会やってるし」

「えっ」

　きょとんとするざるそば。その表情でオレは気付く。

　これ、ひょっとしなくてもデートのお誘いじゃないか。

　心臓が高鳴る。人生初のデートだ。人類初の麺めん類るいとのデートだ。なんだそれ。

　しかし。

「……ご、ごめんなさい」

　ざるそばは肩を縮こまらせて、ペコリと頭を下げてしまった。

「あの……そういうのは、わたしには無理です。ごめんなさい」

　オレはベッドにがっくりと倒れ伏した。夢は破れた──

「あ！　あの、違うんです！　その、イヤというわけではないんです！」

　必死そうな声で体を起こす。ざるそばが毛布をぎゅっとつかんでいた。

「一緒に観戦は、わたし、したくてもできないんです」

　どういうことだろう。

「試合観戦って、何時間もかかりますよね」

「まあ、待ち時間を含めたら三時間以上は」

「そうすると笹ささ岡おかさん、途中でおなかが空きますよね」

「そりゃまあ、少しは」

「おなかが空いたら、わたし」

　ざるそばは両手の指の先端同士をつんつん。ぼそりとつぶやく。

「笹岡さんに……た、食べられたくなってしまいます」

「────」

　思考が止まった。

　三秒後になんとか復活して叫んだ。

「麺めん類るい的な意味だよな!?」

「え、あ、はい、もちろんそうですけど？」

　きょとんと首をかしげるざるそば。そうだこいつは被ひ食しよく願がん望ぼう持ちなのだ。

　こいつの言う『食べる』は一般人類の想像する意味ではないのだ！

　ざるそばが頬ほおを赤く染めて、上目遣いでオレをじーっと見ている。

「それと……テーブル的なものにも、上りたくなります」

「べ、別にいいじゃないか」

「いえ、甲子園の席だとドリンクホルダーに乗っちゃいます。後ろの人に迷惑です」

　迷惑以前の問題である。いかにざるそばが女の子でも、ドリンクホルダーの制限重量は超過しているだろう。乗ったら折れてしまう。しかもあんな近くに乗られたらぽよよんの胸がオレの顔と密着してしまう──真剣に検討してどうする。

「だからその、観戦はわたしには無理なんです……すみません」

　ざるそばはほのかな笑みを浮かべてみせた。オレを気遣った笑顔だった。

　このまま甲子園デートをあきらめてしまっていいのだろうか。

　こいつにこんな寂しい笑顔をさせたままで、いいのか。

「ちょっと待て！」

　いいわけがない。

「いま名案を思いつく。ちょっと待ってろ！」

「え……」

「ええとえと！　あ、そうだ！　オレが常に満腹でいればいいんだ！」

　幸い甲子園には食べ物がたくさんある。焼きそばやラーメンをずっと食べてればいい。

　名案だと思っていたらざるそばの目め尻じりに水分が浮いた。泣いてる。

「なぜ泣くうううっ!?」

「ご、ごめんなさい……その、け、決して、悲しいわけでは……なくて」

　一瞬で嘘うそとわかる声だ。むちゃくちゃ悲しんでいる。なんでだ。

「まさか……オレが他のものを食べるのが、イヤなのか？」

「えと、その……」

　ざるそばが気まずそうに視線を下げた。指をいじりながらぼそぼそつぶやく。

「そ、その……目の前で食べられると……ちょっとだけ……」

「だったら別の場所で食えばいいのか？」

「そ、それもちょっと……あ、いえ、ちょっとだけなんですが……」

　他の食料に嫉妬心でも沸くのだろうか。

　なんとなく嬉うれしくなるが──しかし困った。

「ええい、なら別の方法だ！　あ、そうだ！　ＢＯＸ席！」

「ＢＯＸ席？」

「ファミレスみたいな四人席があるんだ。後ろには客がいないしテーブルもある」

「え……それなら」

　ざるそばは言いかけて言葉を止めた。

　じっとオレの顔を見つめてから、唇に手を寄せる。

「すみません。それでも……わたしにはやっぱり、できないです」

　そこで会話は止まってしまった。うつむくざるそば。

　オレは後悔しはじめていた。

　目の前のざるそばは、本当に申し訳なさそうだった。

　これ以上誘っても、ざるそばを苦しめるだけかもしれない。

「……わかったよ」

　それでも、これだけは言っておかないと。

「気が変わったらいつでも言ってくれ」

「えっ」

「オレはおまえと一緒に観戦したいから」

　それだけ言って壁時計を見る。日付が変わろうとしていた。

「電気、消すか」

　ざるそばはしばらくぼうっとオレを見つめていた。

　やがてぎこちない微笑ほほえみを浮かべて、うなずいた。

「おやすみなさい、笹ささ岡おかさん」

　オレは紐ひもを引いてカチリと蛍光灯を消した。

　何も考えず布団に倒れこんだ。

　毛布をひきよせて頭までかぶる。すぐに眠気が押し寄せてくる。

　意識がまどろんできた、そのときだった。




『ごめんなさい』




　くぐもった声が聞こえてきた。

　なぜあいつはいつも──謝るのだろう。

　そんな疑問も、意識ごと夢に解けていく。




　その夜。

　ざるそばと一緒に甲子園に行く夢を見た。

　絶対に現実にしてやると思った。





　＊　＊　＊






　というか夢じゃなかった。

　オレは本当に甲子園にいた。

「ありえん」

　否定してみたがどう見ても甲子園だ。

　朝起きた後、野の乃の夏かが家に来てムリヤリ連れてこられた。

　東海道新幹線で新大阪駅まで行き、梅田駅経由で甲子園についた。

　目の前にはツタの這はう甲子園球場。あたりを見回すと応援客でごったがえしている。高校名が刺し繍しゆうされたＴシャツおばさん部隊とか、チアガール集団とか、坊主頭のユニフォーム集団とかがたくさんだ。

「笹ささ岡おかさん、ここが甲子園なんですね」

　ざるそばが物珍しそうに周囲を見わたす。

　ああそのとおりだよ。

　全国の高校球児が憧れる、甲子園の中の甲子園、夏の甲子園だよ。

「ありえない。夢だ」

「なんや往生際わるいなあ」

　野乃夏が言った。

　Ｔシャツにハーフジーンズの涼しげな姿だ。

　チケット入れのストラップを首から下げ、腰吊つりのペットボトル。

　憎らしいほどに準備万端な観戦態勢である。

「さっき指令書見せたやん。ほら、目ん玉ひんむいてもっかい見てみ」

　野乃夏は背中の阪神リュックからＡ４の紙を取り出した。












「やはりありえねえ！」

　なんだこの麺めん類るいと欲望とビジネスが悪魔合体した指令書は！

　しかも肝心なことだけ何も書いてやがらねえ！

「何がありえんの？」

「すべてがありえねえよ!?　まず正月大学駅伝のタスキにそばつゆって！」

「あー、布にこっそり染み込ませたんや。汗の匂いで誰も気付かへんかったけど」

「何の意味があるんだそれ!?」

「さあ。今回はどーすんのやろ、出場四十九校のユニフォームがターゲットかなあ」

　オレは天を仰いだ。

　だめだ、ルナの言うとおりこの世界は麺類に汚染されている。

「あ、任務のメールが来た。ちょっと待って」

　野の乃の夏かが携帯を取り出してピピっと操作した。

「ええと……な……なんやてっ!?」

　いきなり、野乃夏の顔色が真っ青になる。

「どうした」

　そんなにショックな任務だったのだろうか。

　ていうかタスキにそばつゆ以上にショックな任務など、この世に存在するのだろうか。

「これも悪に堕おちたそば屋の娘の運命ってことやろな……よっし！」

　と、野の乃の夏かが何かを吹っ切った笑顔。

「ざるそばちゃん！」

「え、あ、はいっ!?」

　野乃夏はストラップを外すとざるそばに渡した。

「これは……チケットですか？」

　中身を見ると、甲子園内野席のチケットだ。番号からして最上段のＢＯＸ席。

「そや。ざるそばちゃんの任務はそのＢＯＸ席で」

　野乃夏は真顔のまま、両手でハートマークを作ってみせた。

「こーたとデートをすることや」

　隣の主婦たちから『応援がんばるわよ！』と叫ぶ声が聞こえた。

　ぬるい沈黙。

「こーた、がんばってな」

　野乃夏がやわらかな笑顔で寝言を吐いた。

「いや、がんばるも何も、ねえよ」

「じゃあうちは別の任務があるから」

　オレのツッコミを見事にスルーして、野乃夏はさわやか笑顔だ。

「んじゃなー」

　野乃夏はくるりと振り向きタッタッと走っていく。

　すぐに人ひと混ごみに紛れて見えなくなった。

　取り残されたのはオレとざるそば。

「ねえよ」

　なんだこの状況。ざるそばとの甲子園デートを企たくらんでいたら悪の秘密結社にデートを命令された。ほっぺたをつねってみたが痛かった。なんでこの状況が夢じゃないんだ。ちらりと隣のざるそばを見てみる。

「野乃夏さん……まさか」

　渡されたチケットと、野乃夏の去った方角とを交互に見つめている。

「どうした、ざるそば」

「え!?　あ……あの、な、なんでもないですっ！」

　ざるそばはプルプルと首を振ると、にこりと笑ってみせた。

　が、笑顔がもったのは数秒だけ。

「……………………野乃夏さん」

　不安げに身を縮こまらせ、切なそうにつぶやくざるそばである。

　こんな状態のざるそばと、まともなデートが成立するのだろうか。





　＊　＊　＊






　三ツ矢サイダーのロゴ付きの壁で囲われた、ファミレスの四人がけ席とだいたい同じぐらいの広さの席が、ＢＯＸ席だ。中央のテーブルを木製のベンチが取り囲む。そこに座ってグラウンドを見下ろすとカキンと気持ちのいい快音。一瞬遅れて球場がどよめく。

　甲子園である。実に甲子園の内野席である。

　だが──まったく試合に集中できない。

　ちらりと隣を見た。ざるそばがベンチで正座している。うつむいている。甲子園特有の浜風に黒髪を揺らされても反応しない。テーブルに座るのを我慢して、調子が悪いのかと思ったが、そういうわけでもないようだ。

「ざるそば、さっきからどうしたんだ」

　ざるそばがこちらに振り向いた。長い黒髪がテーブルに流れた。

　オレの目をしばらくじっと見つめて、意を決したように言葉を発する。

「あの……すみません、わたしやっぱり」

「やっぱり？」

「笹ささ岡おかさんとは、デートできないです」

　できないです。できないです、笹岡さんのこと嫌いです──。

「ぐはっ！」

　最後は別に言われちゃいないがまさにそんな気分だった。

　やはり人類と麺めん類るいは相容れぬ運命にあるのか、とか思ってたら。

「だって……の、野の乃の夏かさんに、悪いです」

「は？」

　数秒考えたが、まるで意味がわからなかった。

「デートしたらなんで野乃夏に悪いんだ」

「それは」

　ざるそばが悲しそうな瞳でオレを見る。やがてうつむく。

「す、すみません……わたしからは言えないです……」

「なんでだよ」

「だって……その……」

　ざるそばは言いにくそうに言葉を続ける。

「好きとか嫌いとか、そういう大事なことは、本人からでないと」

「好きとか嫌い？」

「あっ！」

　ざるそばがパッと口を手で覆った。

　白っぽい汗（もしくはそば湯）を頬ほおからたらり。

「し、しまっ！　すみません、今のは聞かなかったことに！」

「できるか」

　実にうかつなざるそばだ。今ので完全にわかってしまった。

　つまりざるそばが野の乃の夏かに遠慮している理由は──

「まさか、野乃夏がオレのことを好きだと？」

　ざるそばが口を『あう』と曲げた。そして沈黙。

　それはつまり肯定の意味だ。

　直後、ドオオオオオとどよめきが甲子園を包んだ。

『ただいまの判定につきまして審判団で審議中です』

　オレ脳内でも審判団がざるそばの妄言の審議に入った。コンマ三秒で結論が出た。

「ありえん」

　あいつがオレのことを好きだって？　あらゆる意味で、ありえない。そもそも野乃夏の理想は甲子園でエースとして活躍するヒーローであって、断じてオレみたいな青春を放棄したお気楽男ではない。

「でも……秘密基地でも……」

　ざるそばはうつむいたまま、ぼそぼそとつぶやく。

「夜にお話ししたときも……すごく、笹ささ岡おかさんのことを気にされてました。元気にしているのか、今でも甲子園は好きなのか、わたしとはどんな関係なのかって……それでわたしが答えたら、野乃夏さん、嬉うれしそうに笑ってました……」

　ざるそばは更に続けた。

「それにさっき、野乃夏さん、わたしと笹岡さんがデートすると聞いて寂しそうでした」

「いや……寂しそうな理由はＢＯＸ席を逃したことだろ」

「そうでしょうか……？」

　ざるそばはまだ納得していないようだ。

　オレは深くため息をつく。とっとと誤解を解くべきだろう。

　携帯を取り出して野乃夏に連絡。ワンコールですぐに出た。

『こーた？　あほ、デート中に女の子に電話するんやない！』

　この時点で既に切り上げたかったが、とりあえず続ける。

「うっさい。あ、ちょっと待てスピーカーにする」

　音量を最大にしてテーブルに置き、ざるそばにも聞こえるようにする。

　二人で聞いた方が誤解を解きやすいだろう。

『で、どしたん。手ぐらいつないだ？』

「してねーよ！　つーかおまえのせいでできねーよ！」

『は？　どゆこと？』

「ざるそばがヘンなこと言い出してな。ええと」

　ざるそばの顔をチラリと見やる。真剣な視線をオレに向けていた。さすがに『おまえがオレのことを好きだと言ってる』と告げるのはためらいがある。そんな妄言を口に出すのはさすがに恥ずかしい。

「ええと、おまえが……嘘うそをついてるって、心配してるんだ」

　スピーカーからごくんと息を呑む音が聞こえた。

　数秒の間があった。

　やがて、はあーと盛大なため息。

『そっか。もうバレたんやな』

「え」

　ちょっと待て。なんだその反応。

『うん、まあ、嘘はついてた。ごめん』

　んな。待て。ちょっと待て。ちょっとどころじゃなく待て。

　え、こいつオレのことが好きなの？　それこそ嘘だろ？

『あのな、うちはデートが任務やと言ったけど』

　オレはざるそばの顔を見た。

　ざるそばは真剣な表情で両手を絡め、オレを見つめていた。言いたいのはたぶん『どうか野の乃の夏かさんの想おもいに応えてください』とかそんな感じだ。いや困る。つーかオレが好きなのは野乃夏ではなく──




『デートは嘘や』




　爽快な打球音が球場に響いた。

『ファールボールにご注意ください』

　ウグイス嬢の声で、オレはようやく意識を取り戻した。

「おい。今なんて言った」

『なんやその反応。こーたは嘘任務って気付いてなかったん？』

「嘘任務!?」

『ひょっとしてデートって聞いただけで思考停止したん？　あのな、うちらは悪の秘密結社《ブラック・エイボス》や。デートのどこが悪いことなんや。健全すぎるやろ。いくらざるそばちゃんとのデートが嬉うれしいからって、少しは考えや、ほんまに』

　今ほどこいつに理不尽さを感じたことはない。

「ふざけんなよてめえ!?　じゃあ実際の任務はなんだよ!?」

『知らんほうがええと思うけど』

「うるせえさっさと答えろ！」

　しゃーないなー、と野の乃の夏かはため息をついた。

『わかった、教えとく。ざるそばちゃんとこーたの本当の任務は』

　野乃夏はおごそかな声で宣言した。




『甲子園の土に、そば粉を混ぜる』




　長いサイレンが鳴った。甲子園の第一試合が終了した合図だった。

『でも気にせんでええよ。うちがきっちり混ぜといたから』

　オレは真っ白に染まった意識のままグラウンドを見下ろした。敗れた高校の球児たちが外野の応援席に一礼をして、ベンチ前に戻ってくるところだった。かがみこんで悔し涙を流しながら、土を集めはじめた。

　持ち帰って宝物にするのだろう。一生の思い出にする土なのだろう。その土──




　実は、そば粉入りだ。




『打撃の神様をも恐れぬ極悪な計画やろ。うちも最初に聞いたときは震えたわ』

「待て」

『でも安心してええよ、うちが全部やっといた。甲子園の職員に変装して、なんとか倉庫に潜入できたんや。そんでそば粉を混ぜた。黒土に混ぜたら粘度がちょっと増すみたいやけど、少量ならバレへんもんやな』

「待て」

『ああ。うちの心配はいらんよ、うちはもう十分に汚れとるから。でもざるそばちゃんは違う。綺き麗れいなままの麺めん類るいでいてほしいんや。こーた、ざるそばちゃんのこと──一生大切にするんやで？』

「待てっつーとろーが！　てめえの感覚は何かもう、根本的におかしい！」

　オレと野乃夏が言い合う間、ざるそばはずっと、口をポカンと開けていた。





　＊　＊　＊






『甲子園の土のそば粉汚染を確認した。きみたちの劣悪な働きに感謝する』

　麺類的メールが携帯に飛びこんできた。差出人は悪徳作戦本部長。

　印の押されたスポンサー契約書が添付されている。

「これでスポンサー問題は解決だな……」

　甲子園の土そば粉事件の印象が強すぎて、何の感慨も湧わかなかったが。

　とにかくオレはざるそばを救えたのだ。そのはずだ、うん。

「は、はい、そうですねっ！」

　ざるそばは姿勢をシャキっと正した。

「あの、笹ささ岡おかさん、ありがとうございます」

「オレは何もしてないぞ。野の乃の夏かに言え」

　謙けん遜そんではなく、やったのはぜんぶ野乃夏である。

　ややこしくしたのも野乃夏だが。

「そんなことないです、野乃花さんが動いてくれたのも笹岡さんのおかげです」

　ぐっと胸の前で手を組む。腕に挟まれて胸がぷにょんと変形。

「わたしにできることなら、どんなお礼でもします」

　カキーン。

「ぬぐ！」

　甲子園にヒットの快音が響き、オレの頭もヒットされた。

　このざるそば、発言も体も、あまりにも魅力的すぎる。

　オレは手の甲を全力でつねる。心の奥底からの下劣な要求を必死で押しとどめた。

　やめるんだオレ。今お願いすべきは、劣情まみれの欲望ではない。

　今ここでしかできないことを、お願いするのだ！

「だったら……こ、このまま一緒に観戦してくれ」

「え」

　積せき年ねんの夢を今こそ叶かなえるときだ！　そうに違いない！

「オレは初心者のかわいい麺めん類るいに解説しながら甲子園を観戦するのが夢だったんだ」

「初心者のかわいい麺類さん……ですか？」

　ざるそばは右を見た。左を見た。また右を見た。どこにも誰もいない。

　そのままオレの顔をじーっと見つめる。

　やがて五秒が経過したあたりで、ボンっと一気に顔が紅潮した。

「ま、まままさか、わたしのことじゃないですよねっ!?」

「おまえ以外にそんなレアな麺類がいてたまるか」

「ルナさんとか！」

「勘弁してくれ！　おまえだ、おまえ！」

　ざるそばは下を向いて『でも、でも』と小さくつぶやいた。

　その顔は耳まで真っ赤に染まっている。

「どんなお礼でもしてくれるんだろ？」

　ぐっと言葉に詰まるざるそば。やがて──諦あきらめた様子でコクンとうなずいた。

　オレはぐっとガッツポーズした。念願のＢＯＸ席観戦だ。

　しかも甲子園初心者の女の子と。

　一気にテンションが上がっていく。むしろ上げていく。

「ではグラウンドを見ろ！　まずはプレーに集中だ！」

「は、はいっ！」

　ざるそばもぐっとオレのマネをしてガッツポーズをしてみせた。

　すばらしい、なんてやる気のある初心者だ！

「わからないことがあれば何でもオレに聞け！」

「わからないことですね！　わかりました！」

　直後、カキーン！　レフト前のみごとなヒット。ワッと上がる歓声。

「あの、笹ささ岡おかさん！　わからないことが！」

「なんだ！」

「いま音が打った後に遅れて聞こえました！　なぜでしょうか！」

　素晴らしい、観戦ド素人丸出しの質問だ。

「球場は広い、そして音より光のほうが速い！　物理法則だ！」

「なるほど、理系なんですね！」

　意味不明なテンションでうなずくざるそば。これだよこれ。

　とか解説してたら、また快音と歓声が上がった。

「あ！　笹岡さん、いまボールがすごく跳ねました！」

　一度地面に落ちたボールが、ピッチャーの頭上を飛び越えていた。

「おお。ざるそば、覚えておけ。あれこそ甲子園の魔物だ！」

「甲子園の魔物ってなんですか!?」

「甲子園を予想外の展開で翻ほん弄ろうする魔物だ！　全甲子園愛好家に愛されている！」

「愛されてるんですね！　わたしとは大違いです！　解説ありがとうございます！」

　ぷるんと胸を揺らして笑顔で叫ぶざるそば。その巨大な躍動に視線を奪われる。

「いや、いかんっ！」

　今はプレーに集中すべきだ。

　こんな理想的な初心者に解説ができる機会など一生に一度あるかどうかだ。

　解説の神様よオレに力を……とかいうテンションで解説を続ける。

　至高の時間。

　それが、二時間も続いた。

「──おつかれさまです、笹岡さん」

　ざるそばがお茶を差し出してきた。ごくごくと飲む。試合は終盤、ピッチャー交代中に小休止である。これからがクライマックスだ、英気を養わなければと思ってたら、ぐーと腹の虫が鳴った。時刻を見ると、午後一時を過ぎていた。

「ハラが空いてきたな。なんか食うか」

「え」

　ざるそばが太ももをぴっちり閉じた。スカートを手できゅっと強くつまむ。

「ど、どうした？」

「な、なななんでもないですっ！」

　全身がプルプルと小刻みに震えている。明らかになんでもある様子だ。

　なんだ急に、食事を話題に出しただけで──って待て。

「まさか……食べられたくなったのか？」

「っっっ！」

　ざるそばの体がビクンと跳ねた。昨日言ってた生理現象か。

「だったら早くテーブルに上がれよ」

「で、でもここではっ！」

「オレなら気にしないから」

　ざるそばは自分の身を抱いてプルルっと小さく震えた。

「ほら早く」

「……うう」

　何度か促うながすと、ようやく観念したらしく、ざるそばはゆっくりとテーブルに上った。

　足をたたんで正座になる。ススッと動いてオレと向き合う。

　大きな胸がぽよーんと突き出された。

「うおっ」

　あいかわらずおかしい胸だ。

　ざるそばの悩ましげな表情がその威力を倍増させている。

　かといって視線を下げると、今度はぴっちり太ももとスカートの神聖領域。いつものちゃぶ台よりテーブルが高いので、三角形の聖域が広く見える。ざるそばは手で隠しているけれど、逆にいけないことをしている気分になる。

　改めて実感した。こいつの体はあらゆる意味でおかしい。

　がやがや。じろじろ。

「あう」

　一般席からの声が聞こえる。『テーブルに正座とはトリックプレーね』『格好はチアガールの方がいいんじゃない？』『いや白ブラウスはベストチョイスだ甲子園的に！』とかそんな感じだ。さすが甲子園の猛も者さどもだ。

「や……やっぱり、やめますっ！　笹ささ岡おかさんがヘンな目で見られてます！」

　ざるそばの目め尻じりにじわりと涙が浮かぶ。

「大丈夫だ、球場によくいる頭の沸いたバカップルとしか思われてない」

「それ、ぜんぜん大丈夫じゃないですっ！」

　ざるそばが必死な声で叫んだ。

「ほかのご飯買ってきます！　たこ焼きとか！　かちわり氷とか！」

「いや落ち着け。オレはざるそばが食べたいんだ」

「じゃあ普通のざるそば買ってきます！　外のおそば屋さんで！」

「待て待て！」

　がしりと、立ち上がりかけたざるそばの腕をつかんだ。

「オレが食べたいのはおまえだ！　ざるそばのざるそばだ！」

　ざるそばはビクッと止まった。ひっくと息を呑む。

「そ……そんなの、おかしいです！」

　制止されてなお、ざるそばは食い下がってきた。

　左右を向いて、じろじろとこちらを見る観衆に、ひるんだ様子。

「ほ、ほら、みんな見てます！」

　表情をゆがめて、ざるそばは言葉を続ける。

「笹岡さんまでおかしいと思われちゃいます！」

「別にいいだろそんなこと」

「えっ……？」

　ざるそばがごくんと息を呑んだ。オレは続ける。

「そりゃおかしいよ。ざるそばの女の子も、それを好んで食べるオレも、頭がおかしいとしか言えねーよ。だからってどうしようもないだろ。おまえはざるそばで、食べられるのが好きなんだし、オレもざるそばのことが──」

　そこで言葉が止まった。

「──」

　本当に、この言葉を吐いてしまっていいのだろうか。

　海水浴場の時みたいに、ざるそばに拒否されないだろうか。

　そんな思いを──

「──っ！」

　ブンブンと首を振って、振り切る。

　迷うなオレ。だってざるそばが泣いているのだ。

　その涙を止めるためならオレは全てを捨てたってかまわない。

　オレは深呼吸をした。

　ざるそばの向こう側に甲子園のスコアボードが見えた。

　試合は同点の九回裏。まさにクライマックスの場面だ。

　オレとざるそばも、試合と同じく決着の時を迎えるべきなのだ。

　想おもいを込めて、ざるそばに、いちばん大事な言葉を伝えるのだ！

「オレもざるそばのことが──」

　そのとき。




『月と真実の魔法少女、本家・竹そば堂の使者ルナシー・ルナ、降臨完了アドベント・フイニツシユ！』




　殺意を覚えた。

　誰にって隣のＢＯＸ席テーブルで仁王立ちする魔法少女に。

「聞いたわよ笹ささ岡おか光こう太た郎ろう！　ついに《ブラック・エイボス》と契約を結んだのね！」

　オレは視線に殺意を込めてルナをにらんだ。しかし通じた様子はない。

「ふふふあははは！　ついに、ついにこの時が来たわ！　私が夢とロマンの結晶たる魔法少女に戻る時が！　十六年にわたる麺めん類るいの呪のろいから解放される時がっ！　世界が麺類から解き放たれる時が──」

「不審者確保！（がしり！）」

　二人の屈強な警備員がルナの両腕をガシッとつかんだ。

「もしもし、本部ですか。入場ゲート強行突破の凶悪犯、確保しました」

　ルナがぶんぶんと首を振って焦りの表情を浮かべた。

「ちょ!?　待って誤解です、私はただの善良な月と真実の魔法少女であって、ゲートはチケットが高くて買えないから突破しただけで、今が私の人生最大のチャンスって話ぜんぜん聞いてない!?　やだ離して離してよおおおぉぉぉぉぉぉぉ（ドップラー効果）」

　…………。

　よし、何もなかった。

「ざるそば」

　オレはこほんと咳せき払ばらいしてすべてをリセットした。

　ざるそばの潤んだ瞳を見すえる。試合はまだクライマックスだ。

「オレはざるそばのことが」

　カキイイイイイイン！

『ファールボールにご注意ください』

　バッターとウグイス嬢もオレの敵らしい。

「だーもう！」

　負けるもんか。試合はまだまだクライマックスだ。

　オレはダンっとちゃぶ台を叩たたいて雰囲気を元に戻した。

　そして三度目の決意を胸に、想おもいを言葉に乗せる。

「オレはざるそばのことが、す」

　そのとき。

　ゴオオウと、ざるそばの頭に一直線に迫る白はつ球きゆうが見えた。

「うおっ!?」

　ファールボールに気をつけろ。

　その理由はもちろん危険だからだ。高校野球の試合球は石より硬い。

　高速で迫り来る硬球は、古代から伝わる投石兵器そのものである。

「危ないッ！」

「きゃっ!?」

　ざるそばの手首をつかんで引きよせる。間に合え──！




　──ちゅっ。




「え」

　唇に温かい感触。

　状況を確認する。視界はざるそばの顔でいっぱいだ。上半身にざるそばの超やわらかい体が密着してる。あと口の中になんかその、ふんわりと──あえて表現するなら、海の味が広がっている。

「これ……は」

　ぺろんとなめる。やわらかな肌がピクンと震えた。

　三秒後、それが、ざるそばの唇だったと気付いた。

「うおおおおおおおおう!?」

　神しん速そくでざるそばの肩を突き放した。

　やばい今オレは何かとんでもないことをした！

　ていうかキスだ！　キスしてた！　ざるそばとキスしてしまった！

「──う、あ」

　ざるそばの目から涙がじわりと湧わいた。

　抱いた肩が、がくがくと震えているのを感じた。

　ざるそばの背中で、何かがピクピクと動いているのが見えた。

「うお!?」

　灰色の触手がざるそばの背中で、うにょっている。

「ちょ、どうした！　おかしいぞ、お前のせな──」

　言ってから失言だと気付いた。

「そうです！　おかしいんです！　わたし、おかしいんです！」

「違うそういう意味じゃなくて、触手が背中にってうおおおおお!?」

　ぐにょわああああああ！　灰色の触手が爆発的に伸びた。

「きゃああああああああっ!?」「うわあああああ!?」「なああああっ!?」

　うねる触手の群れが内野スタンドを蹂躙していた。腕まわりほどもある太さの触手が床をのたうちまわり、そこかしこに伸びていた。シートに座る観客達を触手がぎゅうぎゅうと締め上げていた。悲鳴がそこかしこから上がっていた。

　なんてこった。《麺類補完戦争ソバルゲドン》だ。

　このままでは甲子園が、高校球児の夢の祭典がだいなしになってしまう！

「くそ、どうすればっ!?」

　そのとき。

『《麺類時間制御装置ヌードルタイム・ストツパー》──スタート！』

　聞き覚えのある声と共に、カチリと音がした。

　直後──甲子園の、すべてが止まった。

「んな」

　観客の悲鳴がピタリと止やんでいた。それ以外の音も消えていた。

　触手の動きが止まり、隣のざるそばも、泣いた表情で止まっていた。

「間に合ったようだな」

　コツコツと革靴の音が響いた。通路から上がってくる男。

　ＭＩＢだ。手に銀色のストップウォッチっぽい何かを持っている。

「《麺類時間制御装置》だ」

「……は？」

「時間を三分間だけ止めた。始末をつけよう」

　サラっと無む茶ちや苦く茶ちや言ってやがる。が、今ツッコむべきはそこじゃない。

「始末って、どういうことだ」

「アンチ・ヌードリック処理だ。《ロンギヌスの槍やり》を出したまえ」

　言われたとき、オレはズボンのポケットで何かが震えていることに気付いた。

　フォークを取り出す。今までになく強きよう烈れつな、銀色の光を放っている。

　ぐいぐいと、ざるそばの方に引っ張られる感触。

「さあ、ざるそば君を食べたまえ」

「ふざけんな」

　即そく座ざに拒否した。ここで素直に食べるぐらいなら甲子園にまで来てはいない。

「こいつは魔法少女に復帰しただろ、問題は解決したはずだ」

「まだスポンサーを得ただけだ。復帰はしていない」

　ぐ。確かに契約書をもらっただけだったが。

「すでに《麺類否定指数アンチヌードル・インデクス》は四○○を超えている。緊急の処理が必要だ」

　ＭＩＢは足下で凍りついたざるそばの触手を黒革靴の先でカンカンと突いた。

　灰色のソレの長さは、内野フェンスにまで達しようとしている。

「時間がないのだ。きみが食べないなら──私が食べよう」

「っ!?」

　ＭＩＢが床を蹴けった。瞬時にオレに肉薄、体をぐるんと回して蹴りを放つ。

「ぐっはああああっ!?」

　ガードするもあっけなくぶっ飛ばされた。ＢＯＸ席の壁に叩たたきつけられる。

　ぎしぎしときしむ体。フラフラする視界。やばいこいつ強い！

　オレはフォークをＭＩＢから守るため、両手でぐっと握りこむ。

「渡したまえ。さもなくば甲子園は終わるぞ、麺めん類るい地獄となってな」

　ＭＩＢがグラサンをくいっと上げた。

「君の愛する甲子園を、失ってもよいのかね」

　いいわけねえ。でもざるそばを失う方がもっとダメだ。どうすりゃいい。頭をフル回転させる。だが何も思いつかない。ＭＩＢはすぐそこに迫っている。

「────────ッ！」

　ぎりりと歯を噛かみしめる。ざるそばのために麺類的な何かをしなきゃいけないのに。

　具体的に何をすればいいのか、さっぱりわからない。

　やはりオレはただの人類なのか──っ！

「さあ──」

　麺類になりきれない己の無力に絶望しかけた、その瞬間だった。

　ピピピピピピ。タイマーのブザーが鳴った。

「なにっ、《麺類時間制御装置ヌードルタイム・ストツパー》がっ!?」

　直後、ずぞぞぞぞぞぞぞぞるるるるるるるるううううううっ！

　ざるそばの触手がいきなり動き始めた。

　ＭＩＢの体にグルグルと巻きついて締めあげていく。時間が動き始めたようだ。

「どういうことだ!?　まだ三十秒は残っていたはずだ！」

　ＭＩＢが《麺類時間制御装置》を見て、そして驚きに顔をゆがめた。

「な……しまった！　麺カタ用に縮めていた！」

「は？」

「これはカップ麺の時間を計った分だけ、時間を止められる装置なのだが！」

「だが？」

「昨日、麺めんカタのために、三分から二分半にタイマーを縮めてしまっていた！」

　伸びきったラーメンより気だるい空気がその場を満たした。

　ＭＩＢがこの世の終わりを迎えたかのような顔で、叫ぶ。

「なんということだっ！」

　オレはすーはーと三度深呼吸をした。

　ざるそば触手の海で視界が灰色に染まっているが関係なかった。

　全身全霊の声で、叫ぶ。

「なんということだ、じゃねーよ!?」

　それが最後のツッコミになった。

　ずぞぞぞぞぞるるるるるるるるるそそそそそそばばば。

　甲子園が、そして視界が、触手の洪水に呑み込まれていく。

　意識が暗くなっていく。

　最後に思い出したのは、ざるそばとのキスだ。

　ふんわりとした感触の唇。




　せつないほどに、おいしかった。





第四章　ざるそば（甲子園の魔物）







　西暦二○ＸＸ年、甲子園は麺めん類るいのドームに包まれた。

　なお現実だ。

「生きているうちに甲子園がドーム化するとは思わなかったぜ」

　そう、オレはなぜか生きている。内野席のフェンス近くで目覚めた。

　起きてすぐに異変に気がついた。

　まず暗い。

　見上げると、空がなかった。屋根ができていた。バックスクリーンからのわずかな光で照らされたその屋根は、まるで密林の樹木の枝のようにねじくれている。色は灰色なので、建築材はざるそば麺だろう。

「ありえん」

　意味のないツッコミを入れつつ、あたりを見回す。ドーム以外もおかしかった。コンクリート床はヒノキ製の老舗しにせそば屋っぽい床になっていた。シートや壁は赤い漆うるし塗ぬり。おそらくざるそばの台座部のつもりだろう。

　極めつけはバックスクリーン上部のスコアボードである。

　両校の選手と審判団、合計二十二人の名前表記がすべて『ざるそば』に変わっていた。

「うわははは」

　乾いた笑いが出てきた。もはや笑うしかなかった。

　本当に甲子園が麺めん類るい化してしまった。どーすんだよコレ。

　どーするっつったって、どうしようもないけどさ。

「……はあ」

　ため息をついて、とりあえず歩いてみる。

　あたりは暗いが、光源は持っていた。フォークだ。さっきからビカビカと強きよう烈れつに光っている。ただ、公園の時のように引っ張られる感触はない。甲子園全体が麺類化したから、全方位に引っ張られて打ち消し合っているのかもしれない。

　とにかくフォークを懐中電灯代わりにして、観客席を照らす。

　人類はいなかった。

　代わりにざるそばがシートに載っていた。

「なんでだよ」

　何度かまばたきしてみたが、やはりそれはざるの上に灰色の麺が載り、そばつゆ入りのおわんがつく食料のざるそばだ。どうやら、甲子園内野席はざるそばミュージアムと化してしまったらしい。そしておそらくはアルプス席も。

　四万席以上のシートのすべてを、ざるそばが埋め尽くしている。

　なんて麺類地獄だ。

「というかこのざるそばって、まさか……」

　オレはふと思い立ち、ざるそばをフォークで突いてみた。

　直後、ビカリ！　麺と器とおわんがフラッシュした。ニュワンと映画のＣＧ効果的なエフェクトで、シルエットが変わっていく。やがてもう一度フラッシュ。するとシートに阪神シャツの太ったおっさんが座っていた。

　ビール缶を片手にくらやみのグラウンドを見ている。

「あーあ、こりゃ三年生の思い出代打コース、ってうお！　停電か!?」

　おっさんが叫んだ直後、灰色の触手がずるっと伸びてきた。

「おおおお!?」

　おっさんが触手にギュウギュウと締めつけられた。

　三秒後にほどけて、シートにただのざるそばが載っていた。

　やはり大発生したざるそばは、人類が麺類化した姿らしい。

「ありえねえなあ……」

　つぶやきながらオレは更に歩いて行く。内野席の階段を上っていく。

　ＢＯＸ席にたどりついたが、ざるそばはいなかった。

　代わりに、テーブルの上に数枚の硬貨が転がっていた。

「これは……」

　五百円玉が一枚、五十円玉が一枚、十円玉三枚。硬貨の下に紙が敷かれていた。奇妙な領収書だった。何が奇妙って『ざるそば代として金五八○円頂きました』と書かれた文が、二重線で取り消されている。

　そして余白に手書きのメモが残されていた。




『ごめんなさい』




　文字の下に、小さな丸いシミができていた。水滴が落ちた証拠だ。

　目め尻じりに涙を溜ためるざるそばの姿が、脳のう裏りに浮かんだ。

　ぐさりと、心臓を針で貫かれたかのごとき痛みを覚える。

「…………くそっ」

　また、あいつを泣かせてしまったのか。

　オレは気持ちを落ち着けるために深呼吸をした。

　それからぐしゃっと紙ごと硬貨をつかんで、ポケットにしまった。

「待ってろ」

　歩き出す。

　麺めん類るい地獄と化した甲子園。ざるそばと化した観客たち。なぜか無事なオレ。

　何もかもが意味不明な状況だったが、ひとつだけわかることがある。

「今行くからな」

　甲子園のどこかにオレのざるそばが待っている。

　食べに行かなければならない。
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　しかし麺類地獄甲子園はとてつもなく広かった。

　なにしろ面積にして甲子園一杯分だ。あたりまえだ。

　とにかく歩きまわる。内野席から甲子園内部へと入っていく。

「ざるそば、いるかー！」

　叫ぶが返事はない。

　内部も真っ暗だったので、フォークの光で照らしながら歩いていく。

　球場内部のコンクリート壁もヒノキの壁に変わっていた。夏の高校野球や阪神のポスターがそば屋の達筆なお品書きになっていた。階段脇の、倉庫だったはずのエリアから『十割そば』と書かれたそば袋が、洪水のごとくドドドと溢あふれ出ていた。

「非常食には困らないな」

　感想をつぶやきながら、更に通路を歩いて行く。

　ジュウジュウと何かを焼く音が聞こえてきた。

「焼きそば屋だ……」

　その隣にはラーメン屋。グツグツとスープが煮える音。とんこつの匂い。

　どんな原理だか知らんが、どうやら麺めん類るい的なものは残っているらしい。

　してみると、なぜオレは人型を保っているのだろう。

　考えても答えはもちろん出ない。更に進む。

　数分後。

　球場職員専用と書かれた障子（たぶんドアのなれの果て）の前に人が倒れていた。

　黒いスーツに身を包んだ人の形を保つ男。ていうかＭＩＢ。

「おまえかよ！」

　とりあえずそばに寄ってみた。

　黒スーツが灰色の太い触手にぐるぐる巻きにされていた。

「おお、ハングリー光こう太た郎ろう君」

　あだ名がひどく麺類的なことになっている。

「やはり無事だったか」

「やはり？」

「《ロンギヌスの槍やり》の《概念破壊兵器アンチ・ヌードリツク・ウエポン》としての力だ」

　助かった理由はフォークらしい。原理はもはや聞く気にもならない。

「フ、私は見ての通りの状態だよ」

「見てもわかんねーよ」

「ならば説明しよう。私は《麺類補完戦争ソバルゲドン》の尖せん兵ぺいたる触手に、このとおり無力化されてしまった。メーカー推奨の三分間を無視して二分半の麺カタにこだわった私は、麺類失格ということかもしれんな……」

　そんな理由で失格になるのかよ。麺カタ派が暴動を起こしそうだ。

　だが今は麺類間の派閥抗争などどうでもいい。

「ざるそばはどこにいる」

　ほう、と感心の声。

「まず聞くのがそれか。きみも成長したものだな」

「いいから答えろ」

「《麺類補完戦争》は球場全体に広がっている。原因たる彼女は球場の中心にいるはずだ」

　甲子園の中心。それはひょっとして、ピッチャーマウンドのことだろうか。

　なら職員通用口を通れば、グラウンドにたどりつけるはずだ。

「じゃあ、もうひとつ質問だ。このアホ現象はどうやったら解決する？」

「《ロンギヌスの槍やり》で」

「ざるそばを食べる、以外の方法を聞いてるんだが」

　ＭＩＢは割れたグラサンの向こう側からじっと見つめてきた。

　やがてゆっくりと首を横に振る。

「無理だ」

「ふざけんな。さっき時止めとかムチャやってただろ、時間を戻すとかできないのか」

「確かに可能だが」

「できるのかよ!?　じゃあ今すぐやれ」

「無駄だ。時を戻しても、またすぐに《麺類補完戦争ソバルゲドン》が起きるだけだ」

　ＭＩＢが冷静な声で解説を続ける。

「《麺類補完戦争》は《世界の真実》そのもの。対して私の《麺類時間制御装置ヌードルタイム・ストツパー》は《世界の真実》を加工した《そば粉》に過ぎない。彼我の《そば粉》には《そば粉》ほどの差がある。発動した《麺類補完戦争》は《ロンギヌスの槍》でしか止められないのだ」

　相変わらず麺めん類るい的で意味不明絶好調な解説だったが。

　期待した答えが得られなかったことは、わかった。

「食べたまえ。彼女もそれを望んでいるはずだ」

　オレは手元のフォークをじっと見つめた。

　銀色の、こうこうとした光を放っている。

　オレはこのフォークで、ざるそばを食べてやるべきなのか。

　初めて会ったとき、フォークで食べられかけた時のざるそばの声が、頭に響く。




『わたしのことは──気にしないでください』




　恐怖で全身を震わせながら、それでもオレのために笑う、ざるそば。

　そんなざるそばを守ると決めたのだ。

　おまえはオレのざるそばだと、正気を捨てる覚悟で言い切ったのだ。

　その覚悟は今も変わらない。

「行くのだな、ハングリー光こう太た郎ろう君」

　オレの表情で何かを悟ったらしく、ＭＩＢが言う。

「ならばプレゼントがある。私の胸ポケットを探れ」

「なに？」

　とりあえず手を突っこむ。ボールペンみたいな物体が出てきた。

　たしか《麺類記憶改竄装置ヌードラライザー》。ざるそばの記憶を封印した道具だ。

「これを……どうしろと？」

「頭のほうに切り替えスイッチがある。《人類用》に切り替えろ」

　言われたとおりカチンと切り替えてみる。

「折って回路をショートさせれば、広範囲の人類の記憶を改竄できる」

「記憶を改竄？」

「奇跡が起きた場合に、必要になるはずだ」

　ＭＩＢがフッとキザに笑った。

「人類と麺めん類るいの調和は、甘い道ではないぞ」

「……知ってるよ」

　ざるそばと過ごした三日間でイヤというほど思い知った。人類と麺類はどこか根本的に異なるところがある。それでもオレはやらなければならない。何をやればいいのかは皆目見当もつかないが。とにかく麺類的な何かを、やるのだ。

「ゆくがよい。君の幸運を祈っている」

　ＭＩＢが首を上下左右に動かした。十字を切ったようだ。

　祝福のつもりらしい。

　こいつも意外と、いいやつなのかもしれない。

　十字を切り終えたＭＩＢが、おごそかな声を発した。




「ラーメン」




　煮えたぎるとんこつスープの匂いが鼻をついた。

　ＭＩＢがニヤリと笑った。

「今のは偉大なる《麺類神ヌードルゴツド》への、祈りの言葉だ」

「だまれ麺類」

　人類と麺類の調和。

　その最大の障害はジョークセンスだろう。
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　甲子園の長い職員通用口を抜けるとそこは雪国だった。

「なぜに」

　フォークの光で照らしたグラウンドが、白かった

　サラサラとしたパウダースノーのように見えるが冷たさはない。

　かがんで確かめようとすると、つんと芳醇な香りが鼻を貫いた。

　そこでふと気付く。

　これは、そば粉だ。

　野の乃の夏かが甲子園の土に混ぜたのは微量だったはずだが。

　甲子園の麺めん類るい地獄化により、土が全てそば粉に変わったのかもしれない。

「……行くか」

　根拠はないが確信する。

　間違いなくこの先に、彼女がいる。

　オレはそば粉の土を踏みしめて、歩き出した。

　フォークの明かりを頼りに、グラウンドを一歩一歩進んでいく。

　音はない。キーンと耳鳴りがする。ＳＦ映画の外宇宙みたいな闇と静寂。

　本当の地獄というものが存在するとしたら、こんな感じなのかもしれない。

　やがて一塁ベースの上を過ぎたあたりで、マウンドが見えた。

　マウンドも真っ白だった。

　てっぺんにちゃぶ台ほどの大きさの漆うるし塗ぬりのお盆が置かれていた。

　そこで息を呑んだ。

　彼女が正座していた。

　綺き麗れいな黒髪、整った童どう顔がん、メリハリのついたスタイル。

　体も心も名前も、存在のすべてがおかしい、三日間を共にした女の子。

「ざるそば」

　その名前を呼ぶと、ざるそばは振り向いた。

　ヒザの上には一枚のざるそばが載っていた。薄く笑う。

「……来て、いただけたんですね」

　おだやかな声だった。

「伝言は、届きましたか」

　伝言メモを取り出す。ざるそばがコクリとうなずく。

「ごめんなさい」

　そして大きく頭を下げた。

「本当にごめんなさい。甲子園をおかしくしてしまって」

　おまえのせいじゃない、とは言わなかった。

　ざるそばに原因があることは、たぶん間違いないのだ。

「でも安心してください。すぐに元通りになります」

　ざるそばは手を動かして、自分を指差した。

「笹ささ岡おかさん、どうかお願いします」

　微笑ほほえんだまま、ゆっくりとつぶやく。

「《ロンギヌスの槍やり》で、わたしを食べてくだ──」

「それより渡すものがある」

　数秒の間があった。

　ざるそばがパチパチとまばたきした。そして『え、すみません笹ささ岡おかさん、いま大事なお話をしてますからできれば後に……あ、いえ、できればで結構ですごめんなさい』とでも言いたげな表情。こんな状況でもざるそばは謙虚だ。

「ちょっと待ってろ」

　ごそごそとポケットから硬貨を取り出す。

　五八○円。ざるそばの出で前まえ代金。それをざるそばの手のひらにチャリンと落とす。

「え……あの？」

「おまえはオレのざるそばだ。返品は受けつけない」

　ざるそばがポカンと口を開けた。

「あと、フォークでおまえを食べるのも却下な」

　断言した。

　ＭＩＢと話したときから、ていうかその遥はるか前から決めていた。オレはざるそばをフォークで食べない。なぜなら、ざるそばは、フォークよりもわりばしで食べた方がうまいからだ。

　実に単純な理屈である。

「────」

　が、ざるそばはなぜかポカンと口を開けている。

　フォークとオレとを交互に見つめる。

　やがて十秒ほどが経たって、ようやく。

「──な、なんでですかっ!?」

　ざるそばが足下のお盆をバンと叩たたいた。信じられないと目で言っている。

「わたしを《ロンギヌスの槍》で食べれば、甲子園は元に戻るんですよ！」

「らしいな」

　なんでそうなるのか、いまだに理屈がさっぱりわからんが。

「でもそれは食べる理由にはならないだろ」

「そ……そ、そんなの、おかしいです！」

　ざるそばが珍しく強い口調で言った。

「笹岡さんは、甲子園が大事なんですよね！」

「大事だが」

「ざるそばなんかよりも、大事ですよね！」

「いやまったく」

　即答した。

　考える前に口が答えていた。

「え」

「ざるそばの方が大事だろ、明らかに」

　ざるそばの時が止まった。

　が、すぐに動き出す。全力で首を横に振る。

「う……そ、そ、そんなのウソですっ！」

　ちょっとひるんだ様子だが、それでもまだ抵抗する。

「笹ささ岡おかさんが、甲子園よりざるそばを大切にするわけがありませんっ！」

　なぜか断言されてしまった。

　というかちょっと待て、今のはかなりひどい言い草じゃないか。

　オレはざるそばにかなりの好意を示してきたつもりなのだが。

「いや誤解だ、オレはざるそばのためなら何でもするぞ」

「ウソです！　そんなの絶対ウソです！」

「だからなぜに!?」

「だ、だって……だってっ！」

　ざるそばは正座の太ももをぎゅっと密着させた。

「だって……笹岡さんはっ！」

　目をつむってざるそばは叫んだ。

「わたしのことが、嫌いなはずだからですっ！」

　五秒の間があった。

「はっ!?」

　いかん意識がバックスクリーンにホームランされていた。

　この麺めん類るいは何を言っているんだ。ＭＩＢ直伝の麺類流ジョークか。

「う……ひぐっ」

　と思ったらマジなようだ。だってどばどば涙が出てる。

「いや泣くなよ、ありえんだろ、オレがおまえを嫌いになるとか」

「ありえます！」

　すごい勢いで断言されてしまった。

「だって笹岡さん、わ、わたしと、キスしました！」

「……だから？」

「だから、わたしを大嫌いになったはずです！」

「は？」

　それはどちらかというと大好きになる理由ではないか。

「だ、だから……だからわたしなんて……うっ……」

「なぜ泣くーっ!?」

「ご、ごめんなさい……ごめんなさい……っ！」

　いかん。ざるそばの心境がさっぱりわからない。

　ただ、とにかく、誤解をしているということは確かだ。

「……あのなあ」

　だったらまずは誤解を解かなければ。

　オレはコホンと咳せき払ばらいをして、気合を入れなおした。

　甲子園が麺めん類るい地獄と化す前の続きをするためだった。

「もう一度言うけど──オレが、ざるそばを嫌いになるわけないだろ」

　既に覚悟はできている。あとは口に出すだけだ。

　オレはざるそばの肩をつかんだ。サラサラの前髪がオレの息で揺れた。ほっぺたは雪のように白かった。鼻はすらりと通っていて、その下にはピンク色の唇があった。その唇とキスしていたなんて、思い出すだけでにやけてくるのだ。

　さあ言おう。全人類は麺類化した。もはや誰の邪魔も入らない。

「だってオレは、おまえのことが」

　ざるそばの目をまっすぐに見すえて、その言葉を発する。

「だいす」

　そのときだった。




『そんな麺類的な結末でっ！　いいわけないでしょうがああああっっっ！』




　宇宙一空気を読まないアホの叫びが、甲子園にとどろいたのは。





　＊　＊　＊






　オレはゴルゴより冷たい視線をそいつに向けた。

　もちろんルナだ。ホームベース上で仁王立ち。魔法少女コスチュームはボロボロに破れている。露出した腕や足には痛々しいアザ。魔法のステッキはボキリと折れて長さが半分になっている。そのへんまで観察してからオレは一言。

「今いいところだから帰れ」

「私は認めないわ、そんな麺類に呪のろわれた結末ッ！」

　いつものことながら聞いちゃいねえ。

　ドスドスと甲子園を踏みしめ近寄ってくるルナ。

「ていうか《麺類補完戦争ソバルゲドン》が発動したのに、なんで無事なんだこいつ」

「もともと麺めん類るいのかただからでしょうか……？」

「私は麺類じゃない！　とにかくッ！」

　ビシっとオレに魔法のステッキを向ける。

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろう！　今こそ《ロンギヌスの槍やり》を渡してもらうわ！」

　こいつまだフォークにこだわってんのかよ。

「渡さねーよ。これはオレがざるそばから預か──」

『月と真実の魔法少女が命ずる！　《月面波動砲ルナテイツク・サテライト・キヤノン》発射ァ！』

　ドシュオオオオオオオオウウウウウウウウウズガアアアン！

　イチローのレーザービームより強きよう烈れつな極太レーザー。光の奔流がオレの顔をかすめて、甲子園の闇を切り裂いた。振り返るとスコアボードの『ヒット』のマークのあたりに大穴が開いていた。もうもうと金色の煙が上がっている。

「……おい」

　今のはアウトだろう。

「えいっ！」

　ひょいっ。いつの間にかすぐそばにいたルナに、フォークをひったくられた。

「あ」

　しまった。あまりの異常事態に呆ぼう然ぜんとしていた。

「ていうか待てこら!?　一般人になにレーザーぶっ放してやがる!?」

「一般人じゃないわ、あなたは今や悪の秘密結社《ブラック・エイボス》の手先！」

「んなっ」

「悪の手先にいくら強盗を働いても《三つの誓い》には反しないっ！」

　ルナはフォークをくるりと回した。銀色に光るフォークを見て、ふふふと笑う。

「やった、やったあ！　ついに《概念破壊兵器アンチ・ヌードリツク・ウエポン》を手に入れたわ！」

　などと意味不明なことを口走る窃盗犯のルナ。

　早急な現行犯逮捕を願いたいが、あいにく警備員は麺類化している。

「ルナさん!?　どうしてこんなひどいことをっ!?」

「どうして？　そうね、解説するわ。こういうシーンでは解説が必要だものね。夢とロマンの化身の魔法少女がクライマックス直前で悪の陰いん謀ぼうを暴いてみせる、まさに黄金パターンな解決シーンだものね！」

　それは魔法少女というか刑事ドラマの黄金パターンだ。

「どうでもいいけどまずフォーク返せ」

「フフフ、そんな戯たわ言ごとを吐けるのも今のうちよ。えいっ！」

　気合の声とともに、ルナはステッキを天に掲げた。

『月と真実の魔法少女が命ずる！　出いでよ《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》！』

　光の球がステッキの宝石からポンと浮き出て、爆発した。

　凄すさまじい閃せん光こう。耳鳴りよりも更に甲高いキイイイイインという音。

　直後、二塁ベースの上に巨大な《真実の月鏡》が浮いていた。

「さすがは甲子園ね、ロマンに溢あふれている……月が大きいわ」

　甲子園と何の関係があるのかさっぱりだが、確かに大きい。オレの部屋やゴミ捨て場ではビーチボール大だった直径が、いまや空をすっぽりと覆うほど。光量も凄まじく、本物の月がすぐそこにあるかのようだ。

　……………………。

　で？

「さあ解説をはじめましょう」

「待て！　なんの意味があるんだこの月!?」

「《真実の月鏡》はクライマックスの謎なぞ解き用の重要ギミックよ」

　謎解きって何をだ。今さらどうでもいい。

「はじめましょう。最初に疑問を持ったのは、八才の時だった──」

　ざるそばが真剣な視線をルナに向けた。オレは『早く帰れ』という視線をルナに向けたがもちろん無駄だった。

「私はつねづね麺めん類るいの陰いん謀ぼうを感じていた。クソまずい給食のイカスミスパゲティ、カップ麺だけのひもじいお留守番、本名『月見るるな』の私を、そばかすっ子というだけで『月見そば』と罵ののしる理不尽なクラスメイト……ッ！」

　既にいろいろだめである。ルナ（あだ名・月見そば）は目を閉じて自白を続ける。

「だから十三才で魔法少女協会《マジカル・エイボス》にスカウトされた時は、天にも昇る気分だったわ。世界は私を見捨てていなかったんだって。本当の私は、テレビで見たロマンあふれる魔法少女だったんだって。でも──裏切られたッ！」

　いつ終わるんだこの麺類妄想録。

「魔法少女の選定基準は『そば的な名前を持つこと』だった！　何かの間違いと信じて入会したら、今度は麺類スポンサーを求められた！　極めつけは協会名称の《マジカル・エイボス》よ！　笹ささ岡おか光こう太た郎ろう、あなた《エイボス》の由来を知ってる!?」

「知らねーよそんなもん……」

「ちなみにエイボスのスペルはＡ・Ｂ・Ｏ・Ｓ」

「だから？」

「逆から読んでみなさい」

　しかたなくやってみた。




　Ａ・Ｂ・Ｏ・Ｓ　→　Ｓ・Ｏ・Ｂ・Ａ




　わずかに残っていた緊張感が、猛烈な勢いで抜けていく。

「やっと気付いたようね。魔法少女協会は──いえ、この世界はッ！」

　ルナはババっと両手を広げて叫んだ。




「麺めん類るいに──呪のろわれていたのよッ！」




　静寂がその場を満たしていた。

　ざるそばはガガーンとショックの表情だった。ルナは世界滅亡の日を迎えて、それでも希望を捨てない勇者の表情だった。オレはマウンドに落ちている薬味の皿はロージンバッグのなれの果てだろうと推測していた。

「フフ、衝しよう撃げきの事実に言葉も出ないようね。でも本番はここからよ」

　まだやんのかよ。もう試合終了しろよ。

「私は《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》で呪いを解く方法を探した。そして見つけたのが《ロンギヌスの槍やり》。麺類を破壊する《概念破壊兵器アンチ・ヌードリツク・ウエポン》。ＩＮＣのネバダ本部地下に保管されたソレを私は奪おうとした──だけど、二つの陰いん謀ぼうに阻まれてしまった」

「陰謀ってなんだよ……」

「パスポートと旅費」

　もはや陰謀でもなんでもない。

「陰謀を乗り越えるために密航を検討していた私は、ある日噂うわさを聞きつけたわ。麺類に改造された少女と、少女の暴走を監視するために《ロンギヌスの槍》を持つ麺類監督官が、日本に来るという噂。もちろん姫ひめノの宮みやさんたちのことね」

　オレはふとバックスクリーンの修理費が気になった。

　商用の電光掲示板だ。何百万円もかかるだろう。ルナも大変だ。

「ただ、単純に《ロンギヌスの槍》を奪うわけにはいかなかった。ＭＩＢは《ロンギヌスの槍》に事故防止のためのリミッターを仕込んでいた。その解除条件は、姫ノ宮さんが魔法少女でなくなること。だから私は姫ノ宮さんのスポンサー契約を──」

　スポンサー契約か。そういや今回の件のきっかけもざるそばのスポンサーが──

　ぞくり。

「──待て」

　背筋が一気に冷えた。

「ルナ、おまえ今なんて言おうとした」

　ざるそばのスポンサー契約が解除された。

　それはまさにすべての始まりだったはずだ。

　びゅおうと、どこからか強きよう烈れつな風が吹いた。風を受けて金髪を揺らすルナ。流れる髪が月光を反射して強烈に輝いていた。月光を背負ったルナが、何かを確信した不敵な笑みを浮かべていた。

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろう、今ごろ気付いたの？」

　ルナが冷たい声で言った。

「私は姫ひめノの宮みやさんの麺めん類るいスポンサーを《狂気の真実ルナテイツク・シンドローム》で洗脳し、契約解除させた。目もく論ろ見みは成功した。姫ノ宮さんは魔法少女協会から除名され、《ロンギヌスの槍やり》のリミッターは外れた。ただひとつの誤算は《ロンギヌスの槍》がＭＩＢからあなたに渡ったこと」

　ルナはにやりと笑って続けた。

「魔法少女の私が一般人に強盗を働くわけにはいかない。だから私は、あなたが悪の秘密結社《ブラック・エイボス》と契約を結ぶように仕向けた。悪の手先が相手なら、強盗しても《三つの誓い》には違反しないから」

「てめっ!?」

　悪の秘密結社を紹介したのも、砂浜でオレ達を助けたのも。

　全部オレから《ロンギヌスの槍》を奪うためだったというのか。

　ありえない。

　何がありえないって、ルナなんかの陰いん謀ぼうに驚いてるオレが一番ありえない。

「笹岡光太郎。あなたは私をバカにしていた？　警察に追われ、世間に笑われ、ＩＮＣの陰謀に踊らされるだけのピエロだと思っていた？　違うわ、私はただ一人で麺類と戦っていた！　諦あきらめずにあがき続けた！　その結果がこれよ！」

　ルナは右手のフォークを掲げた。

　瞳を銀色に光らせて、高らかに叫ぶ。

「いま《ロンギヌスの槍》が、世界を麺類から救う切り札が、この手にある！」

　ギラリ。フォークの先端が、ルナの瞳と同じ銀色に輝いた。

　背筋に強烈な悪お寒かんが走った。歩いて、ざるそばとルナとの間に割って入った。

「……ざるそば、逃げろ」

「あら、何のつもり？」

「……そのフォークは絶対に使わせない」

「あら、どうして？　姫ノ宮さんはそれを望んでいるのに」

「……っ」

　ざるそばのかすかな悲鳴。

「黙れ」

「黙らない。だってあなたは麺めん類るいの呪のろいを知らない。クラスメイトにスカートをわりばしでめくられる屈辱を、気になる人に『その髪月見そばの色だね』『月のクレーターみたいな胸だね』とあざけられる絶望を、笹ささ岡おか光こう太た郎ろう！　あなたは知らないッ！」

「最後はてめーの個人的事情じゃねーか!?」

「違う、麺類の呪い！　姫ひめノの宮みやさんの呪いはもっとひどいはずよ！」

　ビクンとざるそばの全身が大きく跳ねた。

「今ここで聞かせてあげるわ、彼女の絶望を！」

「え……る、ルナさんっ!?」

　ざるそばが叫んだ。ルナはふふっととくいげに笑った。

「パワーにはまだ余裕がある。《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》で姫ノ宮さんの本心を教えてあげる」

「ルナさんっ！　それはダメですっ！」

　ざるそばが立ち上がった。ルナに必死の形相で訴える。

「それだけはやめてくださ──」

『月と真実の魔法少女、ルナシー・ルナが命ずる！　彼女の絶望を教えなさい！』

　キイイイイン！　巨大な《真実の月鏡》が耳鳴りのような音を発した。

『《Ｗ・Ｎ・Ｒワールド・ヌードリツク・レコード》検索完了、姫ノ宮氏の本心を再生します』

　機械的なピコピコという音。エコーのかかったざるそばの声が、甲子園に響く。




『ざるそばで、ごめんなさい』





　　　　＊　＊　＊






「──あ」

　ざるそばの目に、じわりと涙が浮かんだ。

　両腕を月に伸ばす。それ以上言わないでと、全身で訴えている。

　それでも《真実の月鏡》からの声は止まらなかった。




『五才のときに、自分の名前がヘンだと知りました』

『でも、学者のおとうさんが考えてつけてくれた名前です』

『おかあさんが、いい名前だって賛成してくれた名前です』

『意味を聞く前に、二人とも、いなくなってしまいましたけど』

『それでもきっと、いい意味があるはずです』

『だからわたしはがんばりました』

『がんばって、たくさんがんばって、魔法少女になりました』

『ざるそばでも、誰かの役に立てるんだって、感激しました』

『でも』

『ダメでした』

『好きな人が、できました』




「────っ！」




『好きな人の愛する甲子園を、ざるそばで、おかしくしてしまいました』

『好きな人の唇を、ざるそばで、汚してしまいました』

『好きな人に──嫌われてしまいました』

『わたしは間違っていました』

『ざるそばにいい意味なんてありません』

『ざるそばのわたしは、いてはいけないんです』

『ごめんなさい』

『ごめんなさい』

『ざるそばのわたしなんかが』




　暗く、音のない甲子園に、ざるそばの声が響きわたる。




『笹ささ岡おかさんを好きになってしまって──ごめんなさい』





　＊　＊　＊






　マウンド上でざるそばが泣き崩くずれた。

　顔を手で覆い、涙がかった声で『ごめんなさい』とつぶやいている。

　地獄と化した世界の中心で、彼女は一人、己の存在そのものを否定し続けている。

「聞いたでしょう、笹岡光こう太た郎ろう」

　オレは返事をしなかった。

　ざるそばの声を受け止めるだけで、精一杯だった。

　そうか。そういうわけなのか。

　彼女がずっと謝り続けていた理由は。

　そんな──最高に麺めん類るい的な、理由だったのか。

「少しなら《ロンギヌスの槍やり》を貸してあげるわ」

　ルナはフォークをオレに差し出した。

「彼女が本来そうあるべきだった、かわいい人類に戻してあげなさい」

「……かわいい人類？」

　猛烈な違和感を覚えた。

「そうよ。あなたも人類の女の子の方がいいでしょう？」

　問われて、一応自問してみる。

　人類の女の子の方がいいのだろうか。

　ざるそばの言うとおり、ざるそばはいてはいけないのだろうか。

　オレはざるそばを見つめた。涙目で見つめ返された。サラサラの前髪がそば粉の匂いのする風で揺れていた。ふんわり感触だった唇はプルプルと震えていた。強がりの笑顔すらも失ってしまったざるそばがそこにいた。

　だからオレは言う。

「嫌だね」

　数秒の間があった。

「……はあ」

　ルナがこれみよがしにため息をついた。

「自分の手を汚すのはイヤってわけ？　本当に最低ねあなた」

「違う」

　そんな深刻な理由ではない。もっとくだらない理由だ。

「嘘うそをついてもムダよ。《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》に聞いてあげる」

　ルナが魔法のステッキを再び月に掲げた。

『月と真実の魔法少女、ルナシー・ルナが命ずる！　笹ささ岡おか光こう太た郎ろうの本音を教えなさい！』

　キイイイイインと月が輝き始めた。

「はは」

　オレは笑っていた。ルナの言葉がおかしすぎて、笑いが止まらなかった。

　かわいい人類に戻してあげなさいだって？　ルナはなにを言っているんだ。月と真実の魔法少女と名乗りながら、真実を何もわかっちゃいないのだ。オレがこの三日間で得た真実をルナは、そしてざるそばは知らないのだ。

　オレはもう一度ざるそばを見た。

　三日間をともにした、世界でいちばん麺めん類るいな女の子。

　こいつを失うなんて、オレにはもう考えられないのだ。

『《Ｗ・Ｎ・Ｒワールド・ヌードリツク・レコード》検索完了。笹岡光太郎の本音を再生します』

　頭上の《真実の月鏡》がひときわ強く輝いた。

　オレしか知らない真実が、全世界に解き放たれた。




『ざるそばよりかわいい人類なんて、存在しねーよ！』




　おそろしく長い間があった。

　ルナが大口を開けて、叫ぶ。

「ちょ──な、何よそれはっ!?」

「うわはははは」

　オレは笑い続けていた。

　脳内で何かがブチブチと切れる感触。

　それは人類には必要不可欠だが、今のオレにはまったく必要のない回路だ。

　たぶん常識だとか正気だとか、そういう感じの。

『ちゃぶ台に正座するざるそばがかわいい。無む防ぼう備びな太ももを懸命に隠すざるそばがかわいい。白ビキニを恥ずかしがるざるそばがかわいい。ざるそばな体に悩むざるそばがかわいい。ざるそばをざるそばするざるそばがかわいい。とにかくオレのざるそばが──ざるそばが、いちばんかわいい！』

　オレのざるそば性癖が次々と暴露されていく。

　本音なので言い訳のしようもない。するつもりもない。

『人類に戻す？　ふざけんな！』

　エコーがかった声で《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》は、すなわちオレは叫ぶ。

『ざるそばはざるそばのままが、いちばんかわいいんだ！　人類に戻すなんて』

　そこで言葉を溜ためて、最後に一言。




『死んでも嫌だね！』




　ブツン。

　ようやく声が途切れた。

　ルナはぜえぜえと苦しそうに息をついていた。

　ざるそばは大口を開けたまま時を止めていた。そんなざるそばもかわいかった。見み惚ほれていると、やがて変化が訪れた。口がヘビみたいにくねくねと曲がって、直後、顔全体がぼんっと一気に紅潮したのだ。

「え、え……ええええええええっ!?」

　ざるそばが、いつの間にか手に持ったざるそばの漆うるし塗ぬりの器で、顔を隠した。

　ああ。

　そのしぐさも、人類には到達不可能なかわいさだ。

「こ……こ、こ、こ」

　ようやくルナが動いた。一歩後ずさる。

「この──麺めん類るいフェチの変態がっ！」

　なぜか頬ほおを赤らめて恥ずかしそうだ。

「なんとでも言いやがれ。とにかくそういうわけだ」

　オレはざるそばを人類に戻すつもりはない。

　だって人類よりもざるそばの方が、かわいいからだ。

　実に単純な理屈である。

「それに……この世界も、悪くはないだろ」

　麺類地獄と化した甲子園に、オレがいて、ざるそばがいる。それで十分だ。ざるそば化した甲子園で、ざるそば（かわいい）の大盛りざるそば（代名詞）をざるそば（動詞）するゲシュザルソバ崩壊した日常を過ごせる世界だ。

　毎日ざるそばとざるそばできるなんて、想像しただけでざるそばな気分になる。

　でもまあ。

　できれば高校野球ももう一度観戦したいし。ざるそばも『球児さんたちに申し訳ないです』と泣いてしまうだろうし。あとそもそも、ざるそばと二人きりじゃなくて、余計な麺類が約二名いるし。

　やっぱり甲子園を元に戻す方法も、探さないといけないな。

　ざるそばを人類に戻す以外の方法を。

「くっ……あ、あなたは既に麺類に汚染されていたのね……ッ！」

　ルナが便所のカマドウマを見るような視線をオレに向けた。

「もういいわ。だったらこの私がッ！」

　ルナがフォークをぐっと握りしめた。オレはざるそばの前で両手をバっと広げた。

「何よその間抜けなポーズ」

「ざるそばを食べるつもりだろ。させるか」

「え。別にそんなつもりはないけど」

「……あれ？」

「姫ひめノの宮みやさんを食べたいなんて、言った覚えはないわ」

　気まずい沈黙が流れた。

　そういや聞いた覚えもない気がする……。

「なら帰れ。一人で自分でも食べてろ」

「あいにく──そのつもりも、ない」

　ルナはにやりと笑った。オレたちの横を通りすぎて、二塁ベース上まで歩いた。

　くるりと振り返る。頭上では巨大な《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》が強きよう烈れつな輝きを発している。

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろう。いつか《世界の真実》が何かと聞いてきたわね」

「ああ、昨晩だろ。おまえが全裸だったとき」

「えっ」

　ざるそばがピクンと反応した。

「いや、そういう意味じゃないぞ！　こいつが警察に追われてて！」

「話を聞きなさい！　《世界の真実》について今こそ教えてあげるわ！」

　どうでもいい。ざるそばの誤解を解くほうが百倍重要だ。

「私は《真実の月鏡ミラー・オブ・エイボス》から真実を聞いた。この世界は麺めん類るいに呪のろわれている。呪いの方法は世界の法則をつかさどる《世界の真実》を麺類でぐるぐる巻きにすること。ＩＮＣの忌いまわしい奥義《麺類天昇ヌードリツク・アセンシヨン》によって！」

「だからなんだその必殺技」

「だから私は決めた。《世界の真実》に巻きついた、世界を呪う麺類を」

　キランとフォークの先端が光った。

「《ロンギヌスの槍やり》で食べてみせると！」

「なるほどぜひがんばってくれ。オレには関係ないが」

「フフン、強がってもダメよ！」

　本気でどうでもいい。早くざるそばといちゃつきたい。

「食べるにはひとつの問題があった。《世界の真実》は一体どこにあるの？　ＩＮＣ本部に行けば情報があるかもだけど、ネバダ州は遠い。《真実の月鏡》に聞いても『ここにある』としか答えてくれない。笹ささ岡おか光こう太た郎ろう、場所を知ってる？」

「知るかそんなもん。交番にでも聞け」

「知らないはずがない。だって気付かせてくれたのはあなただもの」

「……なんだと？」

　ルナは視線を上げた。

「私は月と真実の魔法少女。だから《世界の真実》は、すぐそこにあった」

　巨大な月がルナの視線の先で輝いていた。

　月にフォークの先端を向けるルナ。手を伸ばせば届きそうだ──って、まさか。

「え、まさかその月をフォークで食べるつもりか？」

　どこの月見そばだ。いや月見そばそのものだったかこいつ。

「バカめ、気付くのが遅い！」

　バカにバカと言われてしまった……。

「私と麺類との十六年にわたる闘争！　今ここで、決着をつけるッ！」

　ルナは腰をぐっと沈めて体のバネを溜ためた。オレは特に何もしなかった。

　だってありえない。月見そば（ルナ）が月を食べるとか、それは共食いだ。などとどうでもいいことを考えていたらルナはクライマックスを迎えようとしていた。シリアス顔でフォークを突き上げている。

「私達は貴様らの食い物なんかじゃないッ！　滅びろ麺めん類るいいいいいいいッ！」

　ぶっすううううう！　月の一番下にフォークが根本まで刺さった。

　特に何も起きなかった。五秒待っても何も起きなかった。オレはこのヒマな時間を利用してざるそばとの麺類的デートプランを考えていたが、いきなり変化が訪れた。月がパアアアアっと金色の強きよう烈れつな光を放ったのだ。

「なにいっ!?」

　ウオオオオオンと月から鳴き声。

　やがて月におかしなことが起こった。まるで毛糸玉から糸がほぐれていくように、金色に輝く紐ひもがパラパラと月からほどけていったのだ。直径数センチほどの光の紐が月の表面から甲子園のマウンドへと落ちていく。

「やった──っ！」

　歓喜の表情のルナ。呆ぼう然ぜんとするオレとざるそば。なんてこった、世界は麺類の呪のろいから救われてしまうのか。その場合ざるそばはどうなるんだ。まさか消えるのか。しまったもっとマジメに対応すべきだった──後悔しかけた、そのとき。

　フォークで刺した月の底が、ビシリと割れた。直後。




　ばっしゃあああああああん!!




「きゃあああっ!?」

　月の割れ目から何かが落ちてきた。

　黄色くちぢれた紐状の物体。そしてオレンジ色のぬめった液体。

　液体はルナの全身をびしょ濡ぬれにした。もわあっと湯気が上がる。

「あっつうううううううううう!?」

　と、ルナが苦く悶もんの麺類ダンスを踊り始めた。

「な、にゃにこれええっ!?」

　バタン、ごろごろごろ。内野グラウンドで転がり回るルナ。

「……なんだこれ」

　一体何が起きた。とりあえずルナのそばに行ってみる。

「あつ……熱いよ、とって、とってえええ」

　どろどろのオレンジ色で、ルナの金髪がずぶ濡れになっていた。苦悶の表情を浮かべている。数メートル離れているのに熱気が漂ってくる。おいしそうな香りがした。すごく覚えのある匂いだ。

　更に近寄ってルナの金髪を見てみる。麺類と具がかかっていた。

　メンマと、もやしと、半分に切られたゆでタマゴだ。

「って、この組み合わせは……」

『もちろん醤しよう油ゆラーメンだ、光こう太た郎ろう君』

「誰だっ!?」

　背後からの声。間違いなく麺めん類るいと確信しつつ振り返った。

　ざるそばのそばに、白衣の男が立っていた。白髪に白いヒゲ、年は四十代だろうか。ほっそりと痩やせた体格に鋭い目つきに白衣がプラスされ、見るからにどこぞの研究者といった風ふう貌ぼう。本当に誰だこいつ。

「ええええっ!?」

　が、ざるそばは覚えがあったようだ。

　男を指差して叫ぶ。

「おとうさんっ!?」




　は？




「ちょっと待て」

「ちょっとなら待とう」

「あんた、姫ひめノの宮みや粉こな彦ひこ？　ざるそばの父親の？」

「いかにも私が天才量子物理学者の姫ノ宮粉彦である」

　死んでなかったんかい。

　オレはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。ざるそばも同じようだった。そりゃ生き別れの父親と麺類化した甲子園のマウンドで再会して驚かない人類はいない。麺類もいない。だいたいどこから出てきたんだこいつ。

「おとうさん、なんでここに……」

　やがて、ざるそばが呆然とした声で問いかけた。

　粉彦が『ふむ』とうなずいた。

「結論から述べると、私は《麺類天昇ヌードリツク・アセンシヨン》で《世界の真実》と同化していたのだ」

「わかんねーよ。人類にもわかるように初めから説明しろ」

「うむ。ではまず十五年前、ざるそばの命名からだな」

「初めって、そこからなのか……」

　今さら明かされる命名エピソード。麺類の予感しかしない。

「十五年前、愛する妻が娘を産んだ。難産だった。出産後も妻は危険な状態だった。意識があるうちに二人で名前を決めるため、私はかわいい名前を書いたメモをポケットから慌てて取り出して妻に見せた──はずが」

「はずが？」

「慌てたせいで『ざるそば』と書いた出で前まえ注文メモを渡してしまった」

　既にありえん。

「妻はにこりと笑って『いい名前ね』と賛成した」

「なぜ賛成した!?」

「わからん。翌日に息を引き取ったため、理由は聞けなかった」

　妻も粉こな彦ひこと同じく頭がおかしかったのだろうか。もしくは目が見えなかったが夫を信頼して賛成したのか。いずれにせよ真実は闇の中だ。

「ともかく妻が賛成した名前だ。私は『姫ひめノの宮みやざるそば』で出しゆつ生しよう届を出した」

　ざるそばは冷凍そばみたいに固まっていた。

　衝しよう撃げきの展開に理解が追いついていないようだ。

「だが娘が五才のとき私は気付いた。女の子の名前に『ざるそば』は少々不適切だと」

　少々どころではない。あともっと早く気付け。

「娘を救うためにどうすべきか、私は三日三晩悩んだ。その結果」

　粉彦は目をキラリと光らせた。

「娘の名前だけでなく、身も心も『ざるそば』にすることにした」

「待てや!?」

　そこだけは止めないといけない。

「おかしい！　貴様の発想は根本的におかしい！」

「そうだろうか。名前だけがざるそばの女の子と、名前も身も心もざるそばの女の子。どちらが幸せになれる？　私は後者だと確信していた。研究と同じだ、テーマを貫き通せばなにごともモノになる」

「その二択が既にありえねーんだよ!?」

　こんな理屈でざるそばが誕生してたのか。こんなふざけた理屈で。

「さてここからが本題なのだが」

「もういい、できるだけ省略しろ」

　正直我慢の限界が近かった。

　なんの我慢かって──決まってるだろ？

「ならば要点のみ述べよう。私はＩＮＣの委員長に就任し、己自身を《麺類天昇ヌードリツク・アセンシヨン》で麺めん類るいへと進化させ、《世界の真実》を覆った。世界の法則を変えて、娘が生きていける場所を用意するためだった」

　世界の法則をラーメンのトッピングみたいな感覚で変えんな。

　いやそれより。

「生きていける場所って……まさか」

「魔法少女協会《マジカル・エイボス》、そして悪の秘密結社《ブラック・エイボス》。魔法少女や怪人の中になら、ざるそばが混じっていてもおかしくはない」

　怪人はともかく魔法少女はおかしいだろ明らかに。

「そして二つが機能しない場合のセーフティが《麺類補完戦争ソバルゲドン》だ。我が娘が、どちらの組織でも生きていけないときは、全人類をざるそばにする。皆がざるそばなら、ざるそばは普通のざるそばとして幸せになれるはずだ」

　なんてアホらしい計画だ。

　何がアホらしいって、半ば成功しかけてたのがいちばんアホらしい。

「しかし今、《ロンギヌスの槍やり》により《麺類補完戦争》は頓とん挫ざしたわけだが」

「じゃあ世界は麺めん類るいから救われるのか？」

「それはないな」

　粉こな彦ひこは首を横に大きく振った。

「《超紐ひも理論》は知っているかね。世界はもともと麺類的なものだ。大して変わらんよ」

「ま……ちなさいよおおおおっ！」

　ルナが叫んだ。地獄の底から蘇よみがえったかのような顔だ。

　なぜ地獄なのかというと顔にラーメンがかかって不気味だからだ。

「変わらないって、なんでよ!?」

「きみの頭のラーメンこそが証拠だよ、月見そば君。きみは確かに《ロンギヌスの槍》で私を人類に戻したが、私はほんの薄皮。今も私と同じく《麺類天昇ヌードリツク・アセンシヨン》を果たした歴代のＩＮＣ委員たちが《世界の真実》に巻きついている。魔法少女協会と悪の秘密結社を作ったのは私だが、それ以外の麺類法則は、すべて歴代委員たちの仕業なのだ」

「だ──だったら！　そいつら全部ッ！」

　ルナは足下に転がるフォークをがしりとつかんだ。

「ぜんぶ、ぜんぶ──食べてやるっ！」

　ルナはフォークを月にぶっ刺そうとした。

　が、カアアアンッ！　金属音とともに弾かれてしまう。

「え」

「ムダだよ。《ロンギヌスの槍》は対そば用の《概念破壊兵器アンチ・ヌードリツク・ウエポン》だ」

　粉彦は何かをフォークで食べるジェスチャーをした。

「カップ麺をフォークで食べるコマーシャルを見たことはないかね？　ラーメンをフォークで食べるのは普通とはいえないまでも、おかしい行為ではない。その程度では《概念破壊》には至いたらんよ」

　粉彦はマウンドに落ちたラーメンを拾って口に入れた。

「うむ、うまい。ラーメンもまた良き麺類だ」

　ルナの金髪からポロリとラーメンがこぼれ落ちた。

「う……あ……」

　ルナがドサリと膝ひざから崩くずれ落ちた。

　体を丸めてボロボロと涙をこぼすルナ。その背中はやけに小さく見えた。

　が、オレはルナを気遣うつもりはない。粉こな彦ひこをにらむ。

「……話は終わりか？　じゃあ、いいんだな」

「何がいいのかね、光こう太た郎ろう君」

　何がって？　そんなもん決まってるだろ。

　ぐぐっとこぶしを握りしめ、オレは怒りを解き放つ。




「娘にムチャクチャな名前つけたあげく、開き直ってんじゃねーよ!!」




　どごすううううう！

「ぐはあああああっ!?」

　怒りの顔面パンチで粉彦はぶっ飛んだ。ズガガと土に転がっていく。

「おとうさんっ!?」

　ざるそばが心配そうな声を上げた。

　ああもう、こんな父親にも優しいのかざるそばは。

　だから余計にハラが立ってくる。怒りのままに叫ぶ。

「てめーはアホか！　いやアホだ、史上最大のアホ親だ！　結果オーライで暴走してんじゃねえよ！　もしざるそばがこんなにかわいく育ってなかったら、てめー亡くなったお母さんにぶっ殺されても文句言えねーぞ！」

「ぐ、ぬ……」

　粉彦がよろよろと頬ほおを押さえながら立ち上がった。

「きみも……ざるそばはかわいいと、言ったはずだが」

「それとこれとは話が別だ！　娘にざるそばなんて名前つけるなよ！　百人ざるそばがいたら九十九人はグレてるぞ！　そりゃ本当に奇跡が起きて、ざるそばはかわいく育ったけどさ！　人類を超越したかわいさだけどさ！　それはそれとして、てめーはアホだ！」

　怒りのままに言い切った。ゼエゼエと息をつく。

　その間、粉彦はしばらくじっとオレを見ていた。

　値踏みするような視線だった。

　やがて粉彦がぽつりとつぶやく。

「……光太郎君、質問がある」

「なんだよ！　言っとくがオレはまだ怒ってるからな！」

「娘は……ざるそばは、かわいいか」

「世界一かわいいよ！」

「幸せにしてくれるか」

「一生幸せにするよ！」

「添い遂げてくれるのだな……ならば私も祝福しよう」

　あれ。

　ちょっとまて状況を確認する。

　オレはアホ親をぶん殴って怒っていたらざるそばに告白していた。

　ていうかプロポーズだ。人類から麺めん類るいへのプロポーズだ。

　オレはぎぎぎと首をかたむけ、おそるおそるざるそばを見た。

「さ……笹ささ岡おかさん……その……」

　ざるそばは潤んだ瞳でオレを見上げていた。

　熱っぽく上気した頬ほおが、月からの銀色の光に照らされている。

　その姿に見とれていると、粉こな彦ひこがふむ、と声を発した。

「娘よ。おまえにつけようとしていた名前がここにあるが」

　粉彦が胸ポケットからくしゃくしゃのメモ用紙を取り出した。

「伝えたほうがいいかね」

　ざるそばはメモ用紙をしばらくの間じっと見つめていた。

「……笹岡さん」

　オレの名前を呼ぶことで、気分を落ち着けているようだ。

　やがて深呼吸をしてから、ざるそばはオレに振り向いた。

　まっすぐに見つめてくる。

「わたしなんかを、かわいいと言っていただいて……ありがとうございます」

　ざるそばはぺこりと頭を下げた。

「でも……わたしはやっぱりざるそばで」

　視線を下げて自じ嘲ちよう気味に声を発する。

「ぜんぜん、かわいくなんか、ないです」

　オレは反論しようとして止めた。ざるそばがまだ言葉を続けようとしていたからだ。

「だって体がざるそばです。おかしいって、いつも言われます」

　おかしいほど大きい胸を、両腕でポニョンと包みこんで言うざるそば。

　オレはツッコミ衝しよう動どうを懸命に抑えた。まだだ。まだ我慢だ。

「心も……ざるそばです。笹岡さんに食べられているときは、いつもふわふわで……嬉うれしくて……とろけそうで……天国にいるみたいな、気分でした」

　もじもじと太ももをすりあわせながら、ざるそばはつぶやく。

　一般人には果てしない誤解を、オレには至上の歓喜を与えるしぐさだった。

「わたしは名前も体も、心もざるそばの、おかしい女の子です」

　小さなツメが手のひらに食いこむ。

　五秒ほどの間があった。やがて。

「──それでも」

　まぶたを閉じて、ざるそばは大きく息を吸った。

「それでも……こんなわたしでも……いいのでしたら」

　ビュオウと風が吹いた。長い黒髪が大きく揺れた。ざるそばは目をぎゅうっとつむったまま、天を見上げていた。何かを耐えているかのようだ。やがて風が止まったころに、ざるそばは目を開けた。泣いていた。

　泣きながら笑っていた。

　ざるそばが、ざるそばを差し出して、言った。




　──あなたのそばで、いさせてください。




　光が差した。

　強きよう烈れつな太陽の光だった。

「はじまったな。私の人類化による《麺類補完戦争ソバルゲドン》の逆行程だ」

　粉こな彦ひこの声。頭上からザザザアアアアと波のような音が響いてきた。見上げると天井を覆っていた麺めん類るいがサラサラのチリとなって消滅していくのが見えた。青空と雲が徐々に見えてくる。ドームが開いていく。

　やがて完全にドームがなくなり、太陽が観客席を照らした。

　観客席が太陽の光を受けて次々と輝いていく。ウェーブを思わせる勢いでアルプス席から内野席へと輝きが移っていく。輝きが収まったシートは、見慣れた緑色に戻っていて、きちんと応援団や観客達が座っていた。

　甲子園が、元に戻ろうとしている。

「……は」

　オレは笑っていた。

　──そばでいさせてください、か。

　告白の言葉すら麺類に汚染されてしまっている。こいつは、姫ひめノの宮みやざるそばは、どこまで行っても麺類なのだ。そしてオレはそんな心の底まで麺類の女の子を、本気で、好きになってしまったのだ。

「……ははは」

　たまらなくおかしかった。












　オレは笑っていた。ざるそばも笑っていた。粉こな彦ひこもヒゲの下に笑みを浮かべていた。足下ではルナがまだぶっ倒れていた。はたから見れば異常極まる光景だったが、オレたちにとってはこれこそが正常なのだ。

「もちろんだ、ざるそば」

　さあ、彼女に想おもいを伝えよう。

　長く続いた試合もついにクライマックスだ。

　延長十五回の裏、最後の打席でオレはついに勝利をつかむのだ。

　オレは息を吸って、すべての想いを乗せて、言葉を紡ぐ。

「だって──オレはおまえのことが、だいす」




　カキイイイイイイイン！




　快音が響いた。

　直後、ガギンと白はつ球きゆうがざるそばの持つざるそばに激突した。

「きゃあっ!?」

　ざるそばが天高くぶっとび、器がフェアグラウンドにカコンと落ちた。

　遅れて麺めんがベチャリとマウンドに落ちた。

「んな!?」

　あたりを見回す。いつのまにかマウンド上にピッチャーが立っていた。大口を開けて、足下に落ちてきたざるそばを見つめている。ホームベース近くのバッターとキャッチャーと審判も驚きの表情を浮かべている。

「逆工程だからな。時間軸も《麺類補完戦争ソバルゲドン》の臨りん界かい直前に戻ったのだ」

　粉彦が他人ごとのようにつぶやいた。つまり試合の途中に戻ったということか。

　プレー中の甲子園グラウンドに、オレたちはいきなり放り出されたのか。

　そりゃ選手も審判も驚くわけだ。

　高校球児の晴れの舞台がざるそばに邪魔されたのだから──

「ってどーすんだよこの状況!?」

「わ、わ、わわわっ！」

　ざるそばの慌てた声。粉彦がむうとうめく声。ルナは変わらずぶっ倒れてる。

　つまり全員なんの役にも立ちそうにねえ！

『そこの不審者たち！　動くんじゃないぞ！』

「やべっ!?」

　拡声器を持った警備員たちが来る。どうすりゃいい。事情を話して謝るべきか。しかしさっきまでの世にも麺めん類るいな物語を人類に説明するなど不可能だ。誰か助けてくれと思っているとポケットでブブブと振動。携帯だ。発信者は──野の乃の夏か。

『こーた!?　神聖なる甲子園グラウンドでいったい何やっとるん!?』

　電話に出るといきなり怒鳴られた。

『今すぐそこから逃げ（バシッ）笹ささ岡おかくんかね、悪徳作戦本部長だ』

　声が野乃夏から野太い男にチェンジ。

「なんだよ!?　見ての通り忙しいんだ！」

『まさか甲子園のマウンドを麺めん類るい汚染するとは。この悪徳本部長、不覚にも感動した』

「うるせえ黙れ、もう切るぞ！」

『そんな悪い君たちに助け舟を出そう。ざるそば君を出したまえ』

「助け舟!?」

『このピンチを切り抜けるためのアドバイスだ。早く！』

　言われるがままに携帯をざるそばに渡した。

　と、警備員の集団が俺たちをダダダと取り囲んできた。

「誰だきみたちは！　なぜここにいる！」

　もっともな疑問だが、答えても人類には絶対理解できない。

「あのっ！」

　ざるそばがすっくと立ち上がった。携帯をオレに返して一歩踏み出る。

『甲子園を予想外の展開で翻ほん弄ろうするものの称号。ざるそば君にこそふさわしい』

　悪徳作戦本部長の声が携帯から響く。

『よし、集音器をマウンドに向けた。叫びたまえ！』

　額ひたいのあたりでピースサイン。

　ほのかに頬ほおを赤く染めた恥じらいスマイル。

　甲子園の中心で最高の笑顔を浮かべ、ざるそばは叫んだ。




「わたしの名前は姫ひめノの宮みやざるそば！　こ、甲子園の魔物ですっ！」







　ねえよ。

　ツッコミかけた、そのときだった。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』




　なぜか──大歓声が、甲子園を、揺らした。





エピローグ　ざるそば（世界一かわいい）







　出で前まえそば。それはオレのフィアンセだ。

　なお本気だ。

　その証拠にオレは出前を待つあいだ、両親にざるそばを紹介する方法をずっと考え続けている。添い遂げる相手なのだ、きちんと紹介しなければいけない。さしあたってはこの動画でも見せるべきだろうか？

　携帯の動画アプリを見る。ひとつの動画が映っている。

　タイトルは『ざるそば（甲子園の魔物）』。

　再生回数は既にミリオン。コメントもたくさんついている。

　反応のほぼすべてが『ざるそばかわいい！』で統一されていた。

「夢じゃないんだよなあ……」

　ざるそばの甲子園の魔物宣言から、一週間が経たっていた。大だい喝かつ采さいを浴びたざるそばの麺めん類るいジョークはもちろん何の解決にもならず、無慈悲な警備員に連行されたオレたちだったが、途中でＭＩＢの《麺類記憶改竄装置ヌードラライザー》を思い出した。

　ボキリと折ると効果は絶大だった。

　選手に審判に実況アナにテレビの視聴者、とにかく全員の記憶が書き換わったのだ。

　オレたちは球場職員のバイトということになり、簡単に解放された。

「なんつー便利道具だ」

　映像だけは残っているが誰も本物とは信じていない。

　よくできたコラージュだと動画サイトでは評判だ。

　とにかくオレはＭＩＢに助けられたわけだ。

『フ、きみのためではない。人類と麺類の調和のためだ』

　三日前にオレの部屋に来たＭＩＢいわく、そういうことらしい。

　その翌日、なぜかカップ麺一年分が届いていた。

　あいつなりの礼かもしれない。意味はわからないが。あといらないが。

　だってオレにはざるそばがいるのだ。

　そのとき、ピンポンとチャイムが鳴った。

「来たか！」

　期待に胸を膨らませて、玄関をガチャンと開けた。

「やっほ、こーた」

　ざるそばではなく、野の乃の夏かだった。

　オレンジ色のＴシャツに短いジーンズ。夏真っ盛りの格好だ。

「なんだおまえか」

「うわ、ひどい。せっかく持ってきたのに」

　野の乃の夏かが茶色の封筒を差し出してきた。

「今回の作戦報酬や。しめて四万七五四一円」

「なんだその甲子園の収容人数」

　どこまでもふざけた奴やつらだ。ていうかこいつら普通に存続してんのか。

　粉こな彦ひこの言うとおり、あいつが人類に戻っても世界は大して変わらないらしい。

「あと本部長が『《ヤマトダマシイ汚染作戦・第三フェーズ》に参加を願う』って」

「まだ続きがあるのか!?」

「ターゲットは年末の歌合戦」

　うわあ。たしかに甲子園や正月大学駅伝との共通項がありそうだが。

「ちなみに第四フェーズもあるで。春のパン祭り」

「いきなりグレードが落ちたぞ!?」

「うち四天王役員制やから。四つになるように増やしたんや」

　野乃夏がニカリと白い歯を見せて笑った。だめだこいつら。

「あ、そや」

　と、いきなり真剣な表情に戻る。

「こーた、ざるそばちゃんとうまくやっとる？」

「人類史上かつてないほどに」

「ほんま？　甲子園の入口で、ざるそばちゃん不安そうな顔しとったやん」

　不安にさせた張本人が何かほざいてやがる。

「おまえのせいだろ。あいつを誤解させやがって」

　きょとんとした様子の野乃夏。あーもう何もわかってやがらねえ。

「ざるそばのやつ、おまえがオレのこと好きだって思ってたんだぞ」

　反応はなかった。

　コチコチと時計の秒針が進む。五秒経たっても野乃夏はまだ動かない。待て。なんだこの間は。さっきみたいにさわやかに笑って否定しろよ。それじゃあまるで──と、ようやく野乃夏が笑った。

　今まででいちばん、さわやかな笑みだった。

「そんなわけ、ないやろ？」

　ぽんぽんとオレの肩を軽く叩たたく。

「あ、ああ」

「ざるそばちゃんには、うちから言っとくから」

　そして野乃夏はくるりと振り向いた。

「あほやなあ、こーたも、ざるそばちゃんも。そんなわけないやんか」

　夏のひまわりのように晴れ晴れとした声だった。

「……あほやなあ」

　そして野の乃の夏かは去っていった。

　オレはため息をついた。

　一瞬ビビったぞ。胸を押さえて気を落ち着かせる。

　部屋に戻って時計を確認したとき、またピンポンとチャイム。

「今度こそ来たか！」

　ドタドタ走って玄関を開けると金髪ツインテールの魔法少女が立っていた。

　即そく座ざに帰れと言いかけて、止まった。

　ルナの格好がおかしかった。自慢の金髪に黒い斑はん点てんができていた。髪の先端から黒い汁が墨汁みたいにボタボタとタレている。黒いシミはコスチュームにも及んでいて、まだら模様をつくっている。あとなんか、生臭い。

「洗面所とタオル、貸してくれない？」

　断りかけて、思い直した。ルナに冷たくすると、ざるそばが泣くのだ。あんな目に遭わされてなお、あいつはルナに仲間意識を抱いているらしいのだ。ざるそばはルナを『わたしと同じ麺めん類るいなのに、わたしよりずっと強い人です』と賞賛していた。

　なのでしかたなくシャワーを貸す。

　三十分後。ルナがタオルで金髪を拭ふきながら洗面所から出てきた。

「礼は言わないわ」

「言えよ。ていうかなんなんださっきのスミは」

　聞くとルナはフフンと笑った。三本指を立てる。

「第三層を突破したの」

「……ひょっとして《世界の真実》のことか？」

　ルナがとくいげな顔でうなずいた。

「醤しよう油ゆラーメンを破った後、第三層にいたのは《スパゲティ・モンスター》。守り手たるスパゲティ・プログラマたちの苛か烈れつなバグ攻撃が私を苦しめた。勝利のカギは千枚通し《ゴルゴダの聖せい釘てい》だったわ。中心に穴を開けてマカロニ化することで、《スパゲティ》という概念を破壊できたの。ふん、しょせんは麺類ってことね！」

　この麺類的妄言を理解できる自分がおそろしいぜ。

「でも第四層の《イカスミ・スパゲティ》に《ゴルゴダの聖釘》は通用しなかった。《イカ・ガーディアン》の反撃を受けて、今は一時撤退。同じスパゲティ、『穴を開ける』という方向性は間違ってないはずなんだけど……」

　ルナは腕組みをしてぶつぶつとつぶやきはじめた。

　こいつも悪の秘密結社と同じく何も変わってないようだ。

　オレはルナの全身を見た。イカスミの匂いがまだ漂っているが、それを抜きにすれば掛け値なしの金髪美少女だ。ざるそばと違って本名はマトモなんだし、麺めん類るいのことを忘れてそれなりに幸せに暮らすこともできると思うのだが。

「おまえさ、いつまで《世界の真実》と戦い続けるつもりなの？」

　ルナはじっとオレの目を見た。そしてフンと笑った。

「決まってるでしょ」

　魔法のステッキをビシッと空中に向ける。

　オレには見えない何かを、ルナはにらんでいるようだった。

「世界を、麺類の呪のろいから解き放つまで」

　そして再びオレに視線を移す。瞳の光は優しく、憐あわれんでいるかのようだ。

「笹ささ岡おか光こう太た郎ろう、この世界は呪われているのよ。すべてが『おかしく』なるように、世界の法則がねじ曲げられてしまっているのよ。姫ひめノの宮みやさんの麺類的な宿命も私がハダカで警察に追われたのも私がＡカップなのも──すべて、麺類の呪いのせいなのよ！」

　Ａカップは呪いと関係ないと思う。

　まあこの世界が麺類に呪われていることには同意するけど。

「でもなあ」

　オレは粉こな彦ひこの言葉を思い出していた。

　世界はもともと麺類的だと、あいつは言っていた。

「呪のろわれる前の世界だって、どんなもんか知れたもんじゃないぞ？」

　一万層以上に及ぶ麺類を突破した先に待つもの。それがルナの望むような夢とロマンにあふれた世界だとは限らないのだ。粉彦の《ざるそば》の下に《醤しよう油ゆラーメン》が隠れていたように──どこまで掘り進んでも、麺類的かもしれないのだ。

「ふん」

　が、ルナは鼻で笑ってみせた。

「だったらそんなくだらない世界、ぶち壊して作り直せばいいでしょ」

　アホだった。

　すがすがしくなるほどのアホだった。

　オレはざるそばがルナを尊敬する理由がわかった気がした。ルナは信じているのだ。みんなにバカにされ、狂っていると嘲あざけられても、自分が正しいと。だから、たった一人で目に見えない何かと戦い続けているのだ。

　これまでも、そしてたぶんこれからも。

「おまえ、ある意味すごいよなあ」

　その根性だけは見習うべきだと思った。

　ざるそばはかわいいと信じることも。

　世界よりも自分の方が正しいと信じることも。

　どちらも同じくらいに、アタマのおかしいことなのだ。

「えっ」

　と、ルナの顔がなぜかほころんだ。

「め、麺めん類るいに汚染されたあなたなんかに口説かれても嬉うれしくないわよ!?」

「いや口説いたつもりは」

「でも……ど、どうしてもって言うなら、ティーぐらいは付き合ってあげ──」

「はよ帰れ」

　その後『乙女の純情をもてあそんだのね！　この麺類フェチ！』と怒鳴られた。

　なぜに。





　＊　＊　＊






　ルナが帰って一時間。出で前まえそば（フィアンセ）はまだ来ない。

「ざるそばおせええええええ!?」

　さっき電話したら『ごめんなさい！　いま出ましたから！　本当にごめんなさい、服を選んでたんです、そしたらこんな時間で！　ごめんなさい本当にごめんなさい！』と謝られてしまった。今出たって、そば屋の出前かよ。いやそのとおりだった。

「ぬぐううううっ！」

　ちくしょういつまでこうしてお預けを食うんだ。せっかくざるそばのために専用のちゃぶ台を用意したっていうのに。これはまさか麺類流の焦じらしプレイか。いいぜオレは麺類プレイの達人だ。受けて立ってや（ピンポーン）。

「チャイムだ！」

　即そく座ざに玄関ダッシュ。胸を躍らせてドアをガチャンと開けた。

「ごめんなさい！　お、遅れましたっ！」

　そして絶句した。

　純白ワンピースを着た少女だ。スカート丈は膝ひざ上うえのミニ。さらさらした光沢ある生地が白く輝いている。胸には黒のリボンが結ばれ、ロングの黒髪とともにアクセントとして機能している。はあはあと息を乱し、大きい胸を揺らしている。

　ざるそばである。

「ごめんなさい、ごめんなさい！　い、いつの間にかこんな時間で……っ！」

　オレは『気にするな』と言おうとしたができなかった。

　白ワンピとざるそばの完かん璧ぺきな調和に、見とれていた。

「ごめんなさい……お……怒っていらっしゃいますよねっ……」

　ちらりと、上目遣いでオレを見るざるそば。

　もちろん怒ってなどいないが、ここはあえて怒るべきか。遅刻のお詫わびにアレとかソレとかを要求しても許されそうだ。めくるめく麺めん類るい天国的なサービスが期待できるはずださあ勇気を出すんだオレ──とか考えてたら、じわり、ざるそばの目に涙。

「いやまったく怒ってない！　見み惚ほれてただけだ！」

　凄すさまじい罪悪感を覚えたオレは即そく座ざに白状した。

　だめだ。この超けなげな麺類をいじめるとか、ありえん。

「と、とりあえず上がれっ」

「はい、すみませんでした」

　ロボット動作でぎくしゃくと部屋の中に入っていく。ちゃぶ台に案内する。

　すぐに座るかと思ったら、ざるそばは不思議そうに首をひねった。

「あの、これは？」

　ざるそばが指差したちゃぶ台に、丸い茶色のクッションが載っていた。

　オレが用意しておいた、ざるそば用のちゃぶ台だ。

「すげえ今更だけど……ちゃぶ台の上で正座って、痛いだろ」

「……あ」

　ざるそばが今日初めての笑顔を見せた。

　白いワンピースと同じぐらい、さわやかな笑顔だった。

「ありがとうございますっ」

　視線を下げながら言うざるそば。オレも笑いがこぼれた。

　そして自然な動作でちゃぶ台に上がって正座をする。

　オレはその正面にあぐらをかいた。たゆゆんの胸が目の前にあった。

　あとクッションのせいで腰の位置が高くなり三角ゾーンの内部が見えてしまう──

「うおおっ!?」

　ブルブルと首を振り目をそらす。いかんそんな理由で用意したクッションではない！

「と、とりあえず、よく来たな」

「はい、来ました」

「引っ越しは終わったんだな」

　あの後。

　ざるそばにはＩＮＣからいくつかの選択肢が提示された。ＩＮＣの保護下に戻るか、魔法少女協会または悪の秘密結社に所属するか。もしくは一般麺類（なんだそれ）として日本で暮らしていくか。

　ざるそばは迷いなく三つ目を選んだ。

　一軒家を借りて父親と二人暮らしだ。場所はオレの部屋の近所。その理由は、

『わたし、笹ささ岡おかさんのざるそばですから』

　である。思い出すだけで気分がフワフワしてくる。

「では、はじめていいでしょうか」

　即そく座ざにうなずいた。朝からこれを楽しみにしていたのだ。

「はいっ！」

　ざるそばはささっと姿勢を正して真剣な顔つきになった。

　ワンピースのポケットから一膳のわりばしを取り出した。腰まで届く長い髪の一本をプチンと引き抜く。わりばしに手慣れた動作でくくりつける。そこですうっと、何かを決意するかのように、大きく息を吸う仕草。胸が突き出される。

　ぽよん。ぽよよん。相変わらずわがままな胸だ。

「あ、あの」

　声に見上げる。ざるそばの眉がへの時に曲がっている。

　わりばしを持った腕が動いて、ぽにょーんな胸がガードされた。

「その……そんなにじっと見られると……」

　そっと目を伏せて、頬ほおを赤らめてつぶやくざるそば。

「は、恥ずかしくて……」

「うわああっ！　すまんつい！　二度と見ない！」

「え……そ、それも……少し、悲しいです」

「どうしろと!?」

「ほどほどに見ていただければ」

　なんという難題だ。だがやらばやらねばならない。二八そばの構えだ。つまり視線の八割をざるそばに、二割を小麦粉ではなくアンドロメダに振り向ける。それほど偉大な銀河でなければこの究極かわいいざるそばとは釣り合わないのだ。

　八割の視線でざるそばを見る。

　しかし八割のざるそばでも、かわいいし美味そうだ。

「あ……あう」

　オレの葛かつ藤とうに気付いたのか、ざるそばは申し訳なさそうにうつむいた。

「すみません、わたしの体……やっぱり、おかしいですよね」

　ざるそばの両腕が動いて、ぎゅっと中央に寄せた。

　やわらかなふくらみが左右から圧迫され大きく盛り上がった。

「うおおおおおおおおおい!?」

　ぶっ飛びそうになった理性を、叫びで何とか取り戻す。

「待てこら!?　おまえさっきからワザとやってないか!?」

「え、なんのことでしょうか？」

　澄んだ瞳で問いかけてくるざるそば。こいつ天然だ！　天然そばだ！

「あのな、ざるそば。よく聞け」

「はい、よく聞きます」

　コンプレックスのせいだろう、こいつはあまりに自分の体に無む頓とん着ちやくすぎる。

　一度はっきりと伝えておくべきだ。

　オレはコホンと咳せき払ばらいをして、じっとざるそばを見つめる。

「おまえの体は──人類的な意味で、とんでもなく魅力的だ」

　生ぬるい空気がその場を流れた。

　ざるそばがパチパチとまばたきして、やがてにこりと笑った。

「ありがとうございます、笹ささ岡おかさん」

　ぺこんと頭を下げるざるそば。

「でもわたし、わかってますから」

　さわやか笑顔のわかってないざるそば。

「ざるそばなわたしが人類的な意味で魅力的なんて、ありえないです」

　なんて強情でめんどくさい麺めん類るいだ。好きだけど。だから何度でも言うけど。

「ありえる。魅力的だ。人類的に超セクシーでグラマラスな素晴らしいスタイルだ」

「え……う、ウソです」

　ちょっと動揺しはじめた。よし一気に押すぞ。

「ウソじゃない。今も人類的な意味で抱きしめたい。キスしたくてたまらない」

「キスは絶対にウソです！」

　いきなり反論された。

「なぜにっ!?」

「なぜって……さ、笹岡さんもわかっているはずです！」

　わからない。

「なんでキスしたいのがウソなんだ。教えてくれ」

　そっと目を伏せるざるそば。言いにくそうだ。

　そういやカップル選手権でも甲子園でもキスに過剰反応してたが。

「だ、だってわたしと……わたしとキスしたら」

　ぐっと両手のこぶしを握りしめて、ざるそばは続ける。

「そ……」

「そ？」

　目をぎゅっとつむって、その言葉を発する。

「そばつゆの味がしますっ！」

　コチコチと秒針が動く音。

　その中でオレはひたすらに考えていた。

　何をかというと、この麺めん類るいにオレの想おもいを伝える方法をだ。さっきの様子を見る限り、言葉でいくら言っても無駄らしい。ならば行動で訴えるしかない。胸がドキドキしてくる。甲子園で告白を決意したときより緊張する。

　だがやらねばならない。

「だ、だから……だから、わたしとキスなんて……っ!?」

　ざるそばの肩をぐっとつかむ。

　抱き寄せて、唇をつけた。

「っ!?」

　二度目のキス。やわらかでとろけそうな唇の感触。まろやかなしょっぱさ。

　言われてみればこれは確かにそばつゆの味だ。大好きな女の子の、味だ。

「ぷはっ！」

　離れた。

　ざるそばはキスされた時と同じ姿勢で固まっていた。

　何が起きたのか、理解できていないようだった。

「あのな」

　オレはその目を正面から見据えて言う。

「オレはざるそばが好きなんだ。キスがそばつゆ味なんて、最高だ」

　ざるそばはオレをじっと見つめていた。

　切り揃そろえられた前髪が少しだけ揺れた。口が半開きになる。ささっと、手が上がった。唇に指を近づける。宝物に触れるのをためらうかのような手つき。そんな悩殺的な仕草のあとに、ざるそばは潤んだ瞳でオレを見上げてきた。

『もう一回、してください』

　そう言っているかのように思えた。

　オレは請われるままにざるそばを抱き寄せた。

　そして目を閉じて、ゆっくりと三度目のキスを（ぐぎゅるー）。

「…………おい」

　ピンク色の空気が盛大にはじけた。

　ざるそばがまぬけな大口を開けていた。たぶんオレも同じだった。

　やっぱり最終的にこうなる運命なのだ、オレたちは。

「す、すみません、途中でしたね！」

　ざるそばが焦りを隠すように笑顔を浮かべた。

「少しお待ちください」

　ざるそばがわりばしを指揮者のように動かした。わりばしの軌跡にそって光のラインができていく。彼女の魔法だ。やがてラインはひとつの立方体に収束して、強いフラッシュを放つ。次の瞬間、ざるそばの膝ひざの上にざるそばがあった。

　そのざるそばを、ざるそばはわりばしですくいあげた。

「ふー、ふー」

　真剣に息を吹きかけ、そばつゆまみれにする。

「海の苔り、ノリです」

　胸の黒リボンをちぎってパラパラとかけ、刻み海苔をまぶす。

「できましたっ」

　あーんとそばが差し出された。

　口を開けると、下唇にそばがぬるんと載った。食欲に任せてちゅるんと吸いこむ。コシが強く新鮮な風味のする麺めん。パリパリの海苔。それらに、海の香りのするそばつゆで味つけがされていた。ざるそばとのキスと、同じ味だった。

　夢中で飲みこんだ。

「いかがでしょうか」

　いかがもなにもない。出てきた感想はひとつだけだ。

「かわいい」

「えっ」

「世界一かわいい」

　しばらくの間。やがてわずかな変化。ざるそばの頬ほおがぽわわと赤らんでいく。赤らみを隠すかのようにささっと手で顔を覆ってしまう。視線をオレからわずかにそらして、ほうっと、悩ましい吐息をついた。

「あ……ありがとうございます……」

　手を顔からゆっくりと下げていく。

「わたし……」

　ざるそばはオレに視線を向け、笑いかけてきた。

　その晴れやかな笑顔で、オレは自分の選択が正しかったことを悟った。

「いま……とても、幸せです」

　姫ひめノの宮みやざるそば。

　世界一かわいい麺めん類るいだ。





（完）　















　あとがき






　はじめまして、つちせ八や十そ八はちと申します。自己紹介はさておき、変わったタイトルの小説ですので、このタイトルになった経緯をまずご説明しようと思います。




　発端は、近所のそば屋さんでざるそばを注文したことです。

　テーブル上に行儀よくちょこんと正座し、刻み海の苔りが載るざるそば。

　とてもかわいいと思いました。

　このかわいさを全人類に伝えるべく小説を書くことに決めました。

　テーマは美少女のざるそば化。ただでさえかわいい美少女がざるそば化により更にかわいくなったとしたら、それは、ざるそばがかわいい証明になるはずです。

　こうして体も心も本名もざるそばのヒロイン、ざるそばちゃんが誕生しました。

　タイトルは直球で『ざるそば（かわいい）』。候補に『ざるそば、かわいい。』『ざるそばちゃん（かわいい）』『ＫＡＤＯＫＡＷＡで一番かわいいざるそば』『甲子園のマウンドでざるそば愛を叫ぶ』等もありましたが、結局原点に戻りました。




　ざるそばちゃんのかわいさのみを追究したこの小説を、人類の読者様に受け入れてもらえるのか、今はまだわかりません。ただ、ざるそばちゃんのかわいさを伝えるために多くの方にご協力を頂きました。

　新人賞審査員の先生方、担当編集様、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様には、優秀賞の栄誉と、改稿にあたっての貴重なアドバイスを頂きました。イラストの憂ゆう姫きはぐれ様におかれましては、銀河系に比類なき究極かわいいざるそばちゃんを描いて頂きました。

　そのほか、名前を挙げられないほど多くの方にアドバイスを頂いています。

　おかげさまで、ざるそばちゃんが更にかわいくなりました。

　読者の皆様にこのかわいさが伝われば、これほど嬉うれしいことはありません。




　最後に私自身の今後の抱負を。

　本書ではざるそばちゃんのかわいさを書きましたが、月見そばちゃんも同じぐらいかわいいです。また世界には麺めん類るい以外のかわいいものがたくさんあります。人類もかわいいですし、そもそも生きとし生けるものは皆かわいいです。

　そういった魅力的な何かをもとに、今後も小説を書いていこうと思います。

　非力な身ではありますが、どうぞよろしくお願いします。


二○一五年十二月　つちせ八十八











　著者

　つちせ八十八（つちせ・やそはち）

　　第11回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。ペンネームの由来は某世界一幸福なテーブルトークＲＰＧより。人類の皆様に面白がってもらえる話を書けるように、がんばります。よろしくお願いします。




　イラスト

　憂姫はぐれ（ゆうき・はぐれ）

　　麺類全般が大好きなイラストレーター（人類）です。

　　よろしくお願いします。
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